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汲
古
閣
本
十
七
史
に
つ
い
て

は
じ
め
に

正
史
の
刊
行
は
北
宋
淳
化
五
(
九
九
四
)
年
の
三
史
校
刊
に
始
ま
る
。
 

宋
朝
南
渡
の
後
紹
興
年
間
に
は
、
亡
失
し
た
北
宋
刊
十
七
史
の
修
復
重
刊 

が
企
ら
れ
全
史
の
再
整
備
が
な
っ
た
。
元
代
に
は
大
徳
九
路
本
十
七
史 

が
、
明
に
入
っ
て
は
南
北
両
国
子
監
二
十
一
史
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か 

し
な
が
ら
、
国
家
め
権
力
と
資
力
と
を
も
っ
て
し
て
も
歴
代
の
正
史
が
、
 

あ
る
企
図
の
下
に
新
た
に
合
刻
印
行
さ
れ
た
例
は
明
北
監
本
を
除
い
て
は 

か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
南
監
二
十
一
史
に
し
て
も
伝
来
の
版
板 

を
加
修
増
補
し
た
宋
元
官
刊
本
の
修
本
と
み
な
さ
れ
る
(
尾

崎

康

南

北 

国

子

監

二

十

一

史

に

つ

い

て

本

論

集

十

八

輯

一

九

八

ニ

年

)
。

し
か 

る
に
明
末
葉
に
及
び
、
市
井
の
一
私
人
で
あ
る
毛
晉
の
営
む
汲
古
閣
が
十 

七
史
の
校
訂
刊
刻
を
見
事
に
果
し
得
た
こ
と
は
、
正
史
出
版
史
上
注
目
に 

値
す
る
画
期
的
壮
挙
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
こ
の
汲
古
閣
刊
十
七
史
に
つ
い
て
、
刊

行

に

及

ぶ

経

緯

を

迪 

り
、
伝
存
諸
本
の
書
誌
調
査
に
基
き
印
行
補
修
の
経
過
を
鮮
明
に
し
、
合

山

城

 

喜

憲

わ
せ
て
汲
古
閣
刊
十
七
史
の
系
統
を
引
く
正
史
諸
版
、

い
わ
ゆ
る
汲
古
閣 

本
正
史
の
伝
系
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
こ

と

を

目

的

とす
る
も
の
で
あ
る 

が
、
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
、
汲
古
閣
及
び
毛
晉
の
事
績
を
略
述
し
て
お 

き
た
い
。

毛
晉
は
原
名
を
鳳
苞
、
字
を
子
九
と
い
い
、
後
に
名
を
晉
、
字
を
子
晉 

と
更
め
潜
在
と
号
し
た
。
弱
冠
前
は
字
を
東
美
、
晚
年
に
は
隠
湖
と
も
号 

し
、
ま
た
汲
古
閣
主
人
、
篤
素
居
士
、
閲
世
道
人
等
と
称
し
た
。
蘇
州
府 

常
熟
県
の
人
で
あ
る
。
明

の

万

暦

ニ

七

(
一
五
九
九
)
年
正
月
五
日
に
生 

れ
、
清

の

順

治

一

六

(
一
六
五
九
)
年
七
月
二
七
日
に
歿
し
て
い
る
。
享 

年
六
十
有
一
。
ま
さ
に
大
明
王
朝
の
衰
亡
、
明
清
王
朝
交
替
の
乱
世
を
目 

の
当
り
に
生
き
た
。

彼

の

略

伝

は

陳

瑚

「
為
毛
潜
在
隠
居
乞
言
小
伝
」 

(
確
庵
文
藁
)
、
銭

謙

益

「
隠
湖
毛
君
墓
誌
銘
」
(
牧
斎
有
学
集
卷
三
一
)
、
 

鄭

徳

懋

「
汲
古
閣
主
人
小
伝
」
(
汲
古
閣
校
刻
書
目
)
等
に
散
見
す
る
が
、
 

近

人

銭

大

成

「
毛
子
晉
年
譜
稿
」

(
国
立
中
央
図
書
館
館
刊
第
一
卷
第
四 

号
一
九
四
七
年
、
影
印
本
香
港
龍
門
書
店
一
九
六
六
年
)
が
上
記 

三
伝
は
も
と
よ
り
、

未

刊

の

毛

褒

撰

「
先
府
君
行
実
」
、

或
は
家
伝
の
家



譜
等
我
国
で
は
見
ら
れ
な
い
諸
資
料
に
基
い
て
お
り
最
も
詳
細
で
あ
る
。
 

以
下
主
と
し
て
銭
氏
年
譜
稿
に
拠
り
毛
晉
の
生
平
を
述
べ
て
お
く
。

晉
の
父
は
諱
を
清
、
字
は
虚
吾
、

一
に
叔
漣
と
も
い
い
、
邑
中
の
篤
農 

家
で
郷
老
耆
硬
と
し
て
農
事
の
指
導
に
当
り
徳
望
も
篤
か
っ
た
。

一
方
、
 

広
く
名
人
碩
儒
を
招
き
自
ら
も
経
義
に
諳
暁
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
相
応
の 

学
識
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
(
牧
斎
初

学

集

卷

六

ー

毛

君

墓 

誌
銘
)
。
母
は
戈
氏
、
勤
儉
純
孝
、

夫
清
の
生
業
を
善
く
助
け
、

晉
の
遊 

学
を
支
え
彼
の
功
業
世
に
賞
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
こ
の
戈
氏
に
負
ぅ
と 

こ
ろ
が
大
き

か

っ

た

(
同
卷
三
九
毛
母

戈

孺

人

六

十

序

)
。

晉
は
父
三 

十
二
、
母
三
十
三
の
時
の
子
で
あ
る
。
万

暦

四

一

(
一
六
一
三
)
年
、
十 

五
歳
、
蘇
州
の
童
子
試
に
応
じ
、
業
を
府
学
博
士
員
高
伯
瑋
に
受
け
る
。 

こ
の
頃
、
離
騒
を
好
み
、
陶
淵
明
の
為
人
を
慕
い
、
母
戈
氏
の
助
成
を
得 

て

屈

.
陶
ニ
集
を
刻
す
。
万

暦

四

五

(
一
六
一
七
)
年
、
十
九
歳
、
舅
父 

1

£

)

の

門

に

入

る

。

同

門

に

馮

班

6 5
は
_

|

|

5

0

明

望

袅

| 5
0
) 

が
あ
り
以
来
交
友
を
契
る
。
翌

四

六

(
一
六
一
八
)
年
、

二
十
歳
、
父
の

¢

6

こ

治

、
差

兼

遂

ヘ

字

は

受

之

、
牧
斎
、
蒙
叟
等
と
号
す
、
常
熟
の
人
、
明
万
暦
一
’ 

贫

レ

■

_

益

ー

ー

0

~

五
八
一
一
〉
年
生
、
清

康

熙

三

-
六
六
四
〉
年
殁

門
に
遊
ぶ
。
謙
益
と
は
終
生
交
誼
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
。
謙
益
は
度
重
な 

(注
2
)

る
失
意
と
挫
折
を
経
て
晚
年
に
及
び
、
自
ら
の
悲
涼
を
秘
め
な
が
ら
も 

「
余
少
有
四
方
之
志
、
老
而
無
成
。
海
内
知
交
彫
、
謝
道
尽
。
及
門
之
士
、
 

晨
星
相
望
、
亦
有
棄
我
如
遺
跡
者
。
唯
毛
子
子
晉
、
契
濶
相
存
、
不
以
老 

髦
舎
我
、
而
子
晉
年
已
六
十
矣
。
憶
子
晉
樞
衣
升
堂
、
年
方
英
妙
、
今
已 

巋
然
為
郷
老J  

(有

学

集

巻

二

三

毛

子

晉

六

十

寿

序I
I
I
)

と
昔
日
少 

壮
の
頃
を
想
い
つ
つ
毛
晉
の
老
成
を
称
え
て
い
る
。
翌

四

七

(
一
六
一
九
) 

年
、

二
十
一
歳
、

一
〇
月
ニ
九
日
、
妻
范
氏
卒
す
。
天

啓

四

(
一
六
ニ
四
)

年
、

二
十
六
歳
、

博
士
弟
子
員
に
補
せ
ら
る
。

六
月 

一
◦
日
、

父
清
卒

す
、

五
十
七
歳
。
同

五

(
一
六
ニ
五
)
年
、

二
十
七
歳
、
七
月
、
魏
忠
賢

の
恐
怖
政
治
よ
り
東
林
党

S
 
士

楊键

(
^

l l^
I
T
S
S
l
f
l
u
)

等
が
獄
死
。
漣

は

万

暦

三

六

(
一
六
〇
八
)
年
よ
り
四
年
間
常
熟
令
に
任

じ
、
父
清
と
の
交
誼
が
厚
か
っ
た
。
晉

は

為

に

「
忠
烈
実
録
」
を
撰
す
。

同

七

(
一
六
ニ
七
)
年
、

二
十
九
歳
、
初
め
て
郷
試
に
応
ず
る
も
及
ば
ず
。

(注
3
)

以
後
し
ば
し
ば
応
試
す
る
が
い
ず
れ
も
不
第
。
崇

禎

元

(
一
六
二
八
)
年
、
 

三
十
歳
、

こ
の
年
よ
り
、

十
三
経
、

十
七
史
の
校
刊
始
ま
る
。r

晉
書
」 

「
周
礼
」
を
開
雕
、
以
後
毎
歳
一
経
一
史
を
上
梓
。
五
月
一
三
日
、
継
配 

康
氏
卒
す
。
同

ニ

(
一
六
ニ
九
)
年
、
三
十
一
歳
、

こ
の
年
継
室
厳
氏
を 

迎
え
る
。

一
一
月
二
七
日
、
母
戈
氏
卒
す
。
六
十
三
歳
。
同

六

(
一
六
三 

三
)
年
、
三
十
五
歳
、
春
、
李
穀
、

「
隠
湖
題
跋
」
を
撰
す
。
序

に

「
子 

晉
、
自

甲

子

(
天
啓
四
年
)
以
来
、
校
刻
経
史
子
集
及
唐
宋
元
名
人
詩
詞
、
 

凡
二
百
余
種
、
毎
刻
必
求
宋
元
善
本
而
折
衷
焉
」
と
。
同

一

一

(
一
六
三 

八
)
年
、
四
十
歳
、
四
子
表
生
ま
れ
る
。
同

一

ニ

(
一
六
三
九
)
年
、
四 

十
一
歳
、

「
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
」
を
撰
し
上
梓
。

同

一

三

(
一
六
四 

〇
)
年
四
十
ニ
歳
、

こ
の
年
、
十
三
経
の
刊
行
を
遂
ぐ
。
六
月
ニ
六
日
、
 

五
子
®
生
ま
れ
る
。
同

一

四

(
一
六
四
一
)
年
、
四
十
三
歳
、
常
熟
地
方 

に
水
災
発
生
。
刻
書
の
為
の
資
金
渴
き
、
負
郭
田
三
百
畝
を
売
却
し
て
資 

に
充
て
た
。
麗
江
土
司
木
増
、
遣
使
し
汲
古
閣
刻
す
る
と
こ
ろ
の
書
を
求 

む
。
同

一

五

(
一
六
四
ニ
)
年
、
四
十
四
歳
、
秋
、
郷
試
に
赴
く
も
及
ば 

ず
。
前
年
に
続
い
て
水
災
あ
り
。
里
人
飢
窮
す
る
も
の
多
く
、
晉
は
蔵
米 

を
賑
出
し
て
貧
民
を
救
済
し
た
。
同
一
六
(
一
六
四
三
)
年
、
四
十
五
歳
、
 

冬
、
銭
謙
益
の
絳
雲
楼
落
成
す
。
上
梁
の
日
、
晉
は
そ
の
楼
に
登
り
謙
益



の
賦
詩
八
首
に
次
韻
す
。
同

一

七

(
一
六
四
四
)
年
即
清
順
治
元
年
、
四 

十
六
歳
、
二
月
、

「
三
国
志
」
開
雕
、

十
七
史
全
史
の
刊
刻
を
遂
げ
る
。
 

三
月
一
九
日
、
流
寇
李
自
成
北
京
に
入
り
、
明
毅
宗
崇
禎
帝
自
溢
す
。
晉 

は
こ
の
変
を
聞
き
「
題
崇
禎
暦
一
詩
」
を
作
る
。
順

治

ニ

(
一
六
四
五
) 

年
、
四
十
七
歳
、
清
兵
常
熟
に
至
り
殺
戮
惨
酷
を
極
む
る
も
毛
家
は
無
事 

で
あ
っ
た
。
同

三

(
一
六
四
六
)
年
、
友
人
銭
謙
貞
卒
す
。
為

に

「
未
学 

庵
集
外
詩
」
を
開
雕
。
同

五

(
一
六
四
八
)
年
、
五
十
歳
、
こ
の
年
よ
り 

十
七
史
の
補
修
始
ま
る
。
次
子
褒
、
三
子
衰
、
常
熟
県
学
に
入
る
。
同
七

(
一
六
五
〇
)
年
、
五
十
二
歳
、
こ
の
年
絳
雲
楼
焼
く
。
呉
偉
業

S

 

5

>と
8

鍫

|

0 ^
明1

^

〉
| ;
〇
)
来
訪
、
斎
中
に
呉
寛
手
鈔
宋
謝翱

「
西
台
慟
哭
記
」
を
読
む
。
同

九

(
一
六
五
ニ
)
年
、
五
十
四
歳
、
孫
一 

飛

(褒
の
子
)
生
ま
れ
る
。
同

一

一

(
一
六
五
四
)
年
、
五
十
六
歳
、
四 

子
表
、
五
子
扇
、
常
熟
県
学
に
入
る
。
同

ー

三

(
ー
六
五
六
)
年
、
五
十 

八
歳
、
「
三
国
志
」
の
補
修
終
り
、

十
七
史
の
全
補
修
が
完
了
、

銭
謙
益 

に
序
を
請
ぅ
。
こ
の
年
、
三
子
袞
卒
す
。
同

一

六

(
一
六
五
九
)
年
、
六 

十
一
歳
、
六
月
病
臥
、
七
月
二
十
七
日
卒
す
。
同

一

八

(
一
六
六
一
)
年 

一
一
月
、
戈
荘
の
祖
塋
に
葬
ら
る
。
銭
謙
益
、
墓
誌
銘
を
贈
る
。
編
著
書 

に
、
毛
詩
陸
疏
広
要
ニ
巻
、
毛
詩
名
物
考
三
◦
巻
、
詩
余
図
譜
補
略
、
方 

輿
勝
覧
録
、
汲
古
閣
刊
書
細
目
、
隠
湖
小
識
、
虞
郷
雑
記
三
巻
、
救
荒
四 

説
、
永
思
録
、
宗
譜
先
賢
、
香
国
ニ
巻
、
和
古
人
詩
.
和
今
人
詩
.
和
友 

人

詩

.
野
外
詩
各
一
巻
、

隠
湖
唱
和
詩
三
巻
、

隠
湖
題
跋
ニ
卷
続
集
一 

巻
、
海
虡
古
文
苑
、
海
虞
今
文
苑
、
明
詞
苑
英
華
、
明
詩
紀
事
、
明
四
秀 

集
、
昔
友
詩
存
、
等
多
数
あ
る
。

汲
古
閣
は
毛
晉
の
蔵
書
楼
で
、
江
南
蘇
州
府
常
熟
県
崑
承
湖
(
一
名
隠

湖
)
南
畔
の
七
星
橋
に
在
っ
た
。
時
代
は
や
や
降
る
が
詩
人
.
書
家
と
し 

て
知
ら
れ
た
清
S

泳

3
讀

ー

鶬
赠

l l
*-l
^

! l
T

<

K、
>
清
/没隆
) 

は
汲
古
閣
の
佇
い
を
次
の
如
く
に
伝
え
て
い
る
。

汲
古
閣
在
湖
南
七
星
橋
載
徳
堂
西
、
以
延
文
士 

(
中
略
)
汲
古
閣
後
有 

楼
九
間
、
多
蔵
書
板
、
楼
下
両
廊
及
前
後
、
俱
為
刻
書
匠
所
居
。
閣
外 

有
緑
君
亭
、
亭
前
後
皆
種
竹
、
枝
葉
凌
霄
、
入
者
宛
如
深
山
。
又
ニ
如 

亭
左
右
則
植
以
花
木
、
日
与
諸
名
士
宴
会
其
中
、
商
榷
古
今
、
殆
無
虚 

日
。
又
有
所
謂
一
滴
菴
者
、
為
子
晉
焚
修
処
(履
園
叢
話
卷
ー
三
) 

毛
晉
は
私
財
を
投
じ
て
古
典
籍
の
蒐
集
に
努
め
、
汲
古
閣
楼
上
に
は
万 

巻
の
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
晉
の
友
人
で
、
ニ
子
褒
、衮

の
師
で
も 

ぁ
っ
た
陳
瑚
5 l
a
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)
は
親
し
く
そ
の 

蔵
書
に
接
し
、r

予
得
時
時
登
其
閣
而
覧
其
書
。
其
間
秦
碑
、

周
鼓
、

国 

史
、
邑
乗
、
山
経
、
水
志
、
梵
莢
、
道
書
、
唐
宋
詩
歌
、
金
元
詞
曲
、
或 

縹
而
囊
、
或
韋
而
編
、
或
版
而
束
、
或
檳
而
函
。
五
車
所
未
載
、
四
庫
所 

未
収
。

其
穹
如
墉
、

其
歯
如
林
、

予
為
之
目
眩
心
移
、

而
不
能
舎
也
」 

(確
庵
文
稿
汲
古
閣
制
義
序
)
、
「
毛
氏
汲
古
閣
、
登
其
閣
者
如
入
龍
宮 

鮫
肆
、
既
怖
急
又
踴
躍
焉
。
其
制
上
下
三
楹
、
始
子
訖
亥
、
分
十
二
架
、
 

中
蔵
四
庫
書
及
釈
道
両
蔵
、
皆
南
北
宋
内
府
所
遺
、
紙
理
縝
滑
、
墨
光
騰 

剡
、

又
有
金
元
人
本
。

多
好
事
家
所
未
見
」
(
同
為
毛
潜
在
隠
居
乞
言 

小
伝
)
と
精
選
架
蔵
さ
れ
た
蒸
々
た
る
秘
冊
に
瞠
目
賞
歎
し
て
い
る
。
こ 

の
汲
古
閣
蔵
書
の
全
容
は
今
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
後
に
散
佚
し
た
秘
冊 

の
一
部
が
季
振
宜
を
経
て
清
宮
昭
仁
殿
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
「
天
禄
琳
琅 

書
目
」
に
拠
っ
て
、
或

は

「
汲
古
閣
珍
蔵
秘
本
書
目
」
に
拠
っ
て
そ
の
一 

半
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。



こ
の
鉅
万
の
秘
笈
を
求
め
て
四
方
の
文
士
が
汲
古
閣
を
訪
ぅ
。
毛
晉
は 

好
ん
で
賓
客
に
接
し
酒
食
を
饗
し
恪
む
こ
と
な
く
そ
の
蔵
書
を
出
し
て
借 

閲
に
応
じ
た
。
陳
瑚
は
ま
た
「
子
晉
家
隠
湖
之
上
。
績
学
多
聞
、
名
満
海 

内
。
海
内
士
大
夫
、
以
得
交
子
晉
為
幸
、
争
造
其
魔
而
請
謁
焉
。
子
晉
性 

好
客
、
客
至
則
剪
韭
烹
美
、
欣
然
命
酌
、
出
其
蔵
書
数
万
、
与
客
賞
奇
文 

祈
疑
義
、
倣
古
人
月
泉
吟
社
、
玉
山
草
堂
之
遺
風
。
酒
酣
耳
熱
、
分
韻
賦 

詩
」

(確
庵
文
稿
隠
湖
唱
和
詩
選
序
)

と
毛
晉
接
客
の
一
般
を
活
写
し 

て
い
る
。
こ
れ
ら
賓
客
の
中
に
は
銭
謙
溢
、
呉
偉
業
と
い
っ
た
当
時
高
名 

の
人
士
が
あ
っ
た
。
呉
偉
業
は
「
扁
舟
訪
奇
書
、
夜
月
南
湖
宿
、
主
人
開 

東
軒
、
磊
落
三
万
軸
」
で
始
ま
る
「
毛
子
晉
斎
中
読
呉
匏
庵
手
鈔
宋
謝
輕 

西
台
慟
哭
記
」
の
五
言
詩
一
首
を
遺
し
て
い
る
。

毛
晉
は
天
下
の
珍
本
秘
冊
を
遍
く
蒐
集
す
る
に
努
め
る
一
方
、
架
蔵
の 

善
本
を
基
に
主
と
し
て
古
典
籍
の
校
訂
編
纂
並
に
出
版
の
事
業
に
従
事
し 

た
。
陳
瑚
の
「
為
毛
潜
在
隠
居
乞
言
小
伝
」
に

「
蒸
自
其
垂
髫
時
、
即
好
鋟 

書
、
有
屈
陶
ニ
集
之
刻
」
と
見
え
、
毛
晉
が
成
人
す
る
以
前
、
恐
ら
く
は 

万
暦
末
に
は
既
に
初
め
て
の
出
版
を
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
後 

毛
晉
没
年
の
清
順
治
一
六
(
一
六
五
九
)
年
ま
で
の
お
よ
そ
五
十
年
余
り 

の
間
に
数
百
種
に
の
ぼ
る
書
籍
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
刻
書
の
全
貌
は 

未
だ
精
確
に
は
把
握
し
得
な
い
が
、
毛
晉
自
編
「
汲
古
閣
校
刻
書
目
」
及 

び
清
鄭
徳
懋
編
「
同
補
遺
」
(
共
に
顧
湘
校
、
小
石
山
房
叢
書
収
)
、
潘
景 

鄭

輯

補

「
汲
古
閣
書
跋
」
、
陶

湘

編

「
明
毛
氏
汲
古
閣
刻
書
目
録
」
(陶
氏 

編
刊
書
目
収
}
、
原

三

七

「
汲
古
閣
刻
版
考
稿
」C

東
方
学
報
東K

第
六
冊 

一
九
三
六
年
)
に
よ
っ
て
大
体
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
、
経
史
子 

集
四
部
全
般
、
更
に
は
道
蔵
、
詞
曲
を
も
含
み
極
め
て
広
範
に
及
ん
で
い

る
。
か
く
の
如
き
浩
繁
か
つ
煩
費
な
る
出
版
の
事
業
を
行
い
得
た
背
景
に

は
、
明
清
鼎
革
と
い
ぅ
時
代
の
社
会
的
文
化
的
要
請
が
あ
っ
て
の
こ

と

で

は
あ
ろ
ぅ
が
、
相
応
の
畜
財
に
加
え
て
、
校
訂
編
纂
に
当
る
有
識
有
能
な

る
人
財
、
更
に
は
相
当
数
の
鈔
手
、
刻
エ
、
印
匠
、
装
璃
熟
紙
に
た
ず
さ

(注
4
)
(
注
5)

わ
る
工
匠
の
存
在
が
想
定
さ
れ
鈔
手
と
し
て
周
栄
起
•
劉
臣
の
名
が
知
ら 

れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
実
態
に
つ
い
て
はr

讎
勘
之
賡
、
剞 

劂
之
エ
、
装
潢
熟
紙
之
匠
、
各
従
其
宜
秩
然
有
序
」
(
曝
書
亭
集
卷
七
九
、
 

厳
孺
人
墓
誌
銘
)
、
「吾
家
当
日
有
印
書
作
、
聚
印
匠
二
十
人
刷
印
経
籍
」 

(
汲
古
閣
書
跋
附
編
、

毛

康

「
影
宋
精
鈔
本
五
経
文
字
九
経
字
様
」
)
、
 

「家
有
剞
劂
良
匠
、
朝
落
帋
而
夕
上
版
矣
」
(確
庵
文
稿
、
隠
湖
唱
和
詩
選 

序
)
、

「
閑
之
下
梓
工
数
百
人
、

翻
禾
刻
十
三
経
、

十
七
史
、

以
行
世
」 

(
同
、
汲
古
閣
制
義
序
)
と
い
っ
た
零
細
か
つ
断
片
的
な
記
載
に
ょ
っ
て 

一
端
を
知
り
得
る
に
す
ぎ
な
い
。
汲
古
閣
の
出
版
機
構
に
つ
い
て
は
社
会 

経
済
史
的
、
或
は
文
化
史
的
に
も
興
味
を
そ
そ
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
当 

時
の
出
版
事
業
の
常
態
に
つ
い
て
す
ら
未
だ
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の 

が
実
状
で
あ
る
。

十
七
史
校
刊
並
に
第
一
次
補
修
の
経
緯

十
七
史
校
刊
並
に
補
修
の
経
緯
は
清
順
治
一
三
(
一
六
五
六
)
年
毛
晉 

自

撰

の

「
重
鐫
十
三
経
十
七
史
縁
起
」

(
「
十
七
史
」

首
に
掲
載
、

以
下 

「縁
起
」
と
略
記
)
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
、

毛
晉
紳
莽
之
臣
、
檮
昧
之
質
、
何
敢
従
事
於
経
史
ニ
大
部
。
今
斯
剤
劂 

告
成
、
或
有
奨
我
為
功
臣
者
、
或
有
罪
我
為
僭
分
者
、
因
自
述
重
鐫
始 

末
、
蔵
之
家
塾
、
示
我
子
孫
之
能
読
我
書
者
。
天
啓
丁
卯
初
入
南
闈
、



設
妄
想
祈
一
夢
。
少
選
夢
登
明
遠
楼
中
、
蟠
ー
龍
ロ
吐
雙
珠
。
各
隠
隠 

籀
文
、
唯
頂
光
中
一
山
字
皎
皎
露
出
。
仰
見
両
楹
、
分
懸
紅
牌
金
書
十 

三
経
十
七
史
六
字
。
遂
磨
。
三
場
復
夢
、
夢
無
異
。
竊
心
異
之
。
鎩
羽 

之
後
、
此
夢
時
時
往
来
胸
中
。
是
年
余
居
城
南
市
。
除
夕
夢
帰
湖
南
載 

徳
堂
、
柱
頭
亦
懸
十
三
経
•
十
七
史
ニ
牌
、焕

然
一
新
、
紅
光
出
戸
。
 

元
旦
拝
母
、
備
告
三
夢
如
一
之
奇
。

母
听
然
日
、

「夢
神
不
過
教
子
読 

尽
経
史
耳
。
須
亟
還
湖
南
旧
廬
、
掩
関
謝
客
。
雖
窮
通
有
命
、
庶
不
失 

為
醇
儒
。」
遂
挙
暦
選
吉
。
忽
憬
然
大
悟
日
、
「太
歳
戊
辰
、
崇
棋
改
元 

龍
即
辰
也
。
珠
頂
露
山
即
崇
字
也
。
奇
験
至
此
。」
遂
誓
願
自
今
伊
始
、
 

毎
歳
訂
正
経
史
各
一
部
、
寿
之
梨
棗
。

と
、
校
刊
に
及
ん
だ
顚
末
を
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
ぅ
如
く
、
天
啓 

七

(
一
六
ニ
七
)
年

(
丁
卯
)
郷
試
応
試
の
際
の
奇
夢
と
母
戈
氏
の
諫
誨 

と
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
が
、
毛
晉
に
は
従
前
ょ
り
正
経
正
史
の
テ
キ 

ス
ト
に
対
し
て
相
応
の
識
見
が
あ
っ
た
。
当
時
明
末
に
は
、
南
北
国
子
監 

本
を
除
く
と
十
三
経
十
七
史
の
頼
る
べ
き
板
本
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え 

て
、
そ
の
両
監
本
に
し
て
も
必
ず
し
も
善
本
と
は
言
い
難
か
っ
た
こ
と
が 

こ
の
壮
挙
を
促
し
た
動
機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
毛
褒
等
の
撰
に
な
る 

「
先
府
君
行
実
」
に

「
当
洪
武
時
、
収
書
板
入
国
子
監
、
皆
宋
元
旧
板
。
 

歴
朝
補
刻
、
稍
改
旧
観
。
至
北
雍
重
刻
、
古
字
尽
矣
。
府

君

(
毛
晉
)
慨 

古
本
将
不
復
見
、
所
刻
経
史
、
皆
得
宋
刻
、
補
正
文
字
、
視
両
官
書
為
善 

焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
通
行
し
て
い
た
南
監
本
正
史
は
宋
の
原
板
を 

全
く
失
っ
た
所
謂
万
暦
二
十
一
史
で
、
刊
行
以
後
更
に
数
次
の
補
修
を
経 

た
邋
搨
本
で
あ
っ
た
。
北
監
本
に
し
て
も
、
こ
の
南
監
本
に
据
っ
た
重
刊 

本
で
あ
る
(前
掲
尾
崎
論
文
)
。

ま
た
恐
ら
く
万
暦
中
に
は
す
で
に
、

明

初
に
印
行
さ
れ
た
南
監
二
十
一
史
の
善
本
は
、
明
謝
肇
湖
(s
f
A K
〕g

翻 

一

1
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I -
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)
が

「
百
金
索
之
海
内
、
不
易
得
也
」
S

雑
組
卷
一
一
一
一
事
部 

一
)
と
言
う
如
く
、
極
め
て
稀
少
か
つ
高
価
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

「
縁
起
」
は
続
け
て
、

及
築箾

方
興
、
同
人
聞
風
而
起
、
議
聯
天
下
大
社
列
十
三
人
任
経
部
、
 

十
七
人
任
史
部
、
更
有
欲
益
四
人
并
合
二
十
一
部
者
。
築
舎
紛
紛
、
卒 

無
定
局
。
余
唯
閉
戸
自
課
已
耳
。

と
。
毛
晉
の
企
図
が
知
れ
わ
た
り
、
こ
の
大
事
業
を
分
担
し
て
遂
行
す
ベ 

し
と
い
う
論
議
が
起
っ
た
。
天
下
の
大
社
、
す
な
わ
ち
当
時
江
南
各
地
に 

叢
起
し
た
文
社
の
う
ち
の
犬
な
る
も

の

、
そ
れ
と
連
繫
し
て
社
中
よ
り
各 

経
、
各
史
に
分
任
者
の
人
選
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な 

が
ら
そ
の
論
議
は
定
ま
ら
ず
、
結
局
は
毛
晉
一
人
の
手
で
敢
行
さ
れ
た
の 

で
あ
る
。

ま
た
、
銭
謙
益
が
「
謂
、
経
術
之
学
原
本
漢
唐
。
儒
者
遠
祖
新
安
、
近 

考
余
姚
。
不
復
知
古
人
先
河
後
海
之
義
。
代
各
有
史
、
史
各
有
事
有
文
。
 

雖
東
萊
武
進
以
鉅
儒
、
事
鉤
纂
要
以
岐
枝
割
剝
、
使
人
不
得
見
宇
宙
之
大

全
。

故
于
経
史
全
書
勘
讎
流
布
、

務
使
学
者
窮
其
源
流
、

審
其
津
渉
」

(
■a
6
)

(牧
斎
有
学
集
卷
三
一
、
隠
湖
毛
君
墓
訪
銘
)
と
言
う
如
く
、
毛
晉
が
敢 

え
て
経
史
の
校
刊
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
当
代
の
経
学
史
学
へ
の
批
判
的 

な
見
解
に
基
く
。
即
ち
、
朱
子
を
祖
と
す
る
明
代
性
理
の
学
、
殊

に

「
四 

書
大
全
」
「
五
経
大
全
」
「
性
理
大
全
」
に
通晓

す
れ
ば
事
足
り
た
挙
業
の 

た
め
の
学
問
、
或
は
、

い
わ
ゆ
る
主
観
唯
心
論
「
心
即
理
」
を
説
き
、
相 

対
的
に
経
書
を
軽
視
し
た
陽
明
学
、
史
学
に
お
い
て
は
、
呂
東
萊
の
「
十 

七
史
詳
節
」
の
如
き
正
史
の
節
録
を
も
っ
て
足
れ
り
と
す
る
学
問
態
度
へ



の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ

の

「
経
術
之
学
原
本
漢
唐J

及
び
、
史
学
は
正
史 

全
書
を
読
破
す
べ
し
と
す
る
見
地
は
一
個
毛
晉
の
偶
感
で
は
な
く
、
当
代 

文
化
社
会
の
一
思
潮
で
f

、

祝

允

明

_

|

^
1 |
! |
、

)

の

思
 

想
に
淵
源
す
る
と
さ
れ
て
い
る
(
宮
崎
市
定
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫 

と

民

衆

史

林

第

三

七

巻

第

三

号

一

九

五

四

年

、

ア
ジ
ア
史
研
究
第
四 

京
都
同
朋
舎
一
九
五
七
年
収
)。
ま
た
、
明
末
崇
禎
初
年
に
興
っ 

た

張

溥

^
| ?
、
| 5
?
臥

<

^

略

？

>
〈

| ?
0

)

を

中

心

と

す

る

復

社

の

古
 

学
復
興
を
唱
導
す
る
文
化
活
動
に
通
ず
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
毛
晉
の
交

= 

(注 
7)

友
関
係
を
た
ど
る
に
、
復
社
の
領
袖
に
仰
が
れ
た
銭
謙
益
、
応
社
の
明
主 

顧

夢

麟

9 |
>

士
5

織
年
簾
％

永
す
暦
七
太
？

款

ー

! 1
8 1
)、
張
溥
を
師
と
し
た
呉 

偉
業
等
が
あ
り
、
彼
が
復
社
と
何
ら
か
の
関
り
が
あ
っ
た
か
、
少
な
く
も 

そ
の
文
化
活
動
と
相
反
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
を
思
わ 

せ
る
。
従
っ
て
毛
晉
の
十
七
史
校
刊
と
い
ぅ
功
業
は
、
校
刊
者
自
ら
の
思 

惑
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
時
、
経
済
的
文
化
的
に
中 

国
の
最
先
端
に
あ
っ
た
蘇
州
地
方
(
宮
崎
市
定
明
清
時
代
の
蘇
州
と
軽 

工
業
の
発
達
東
方
学
ニ
一
九
五
一
年
、
ア
ジ
ア
史
研
究
第
四
収
)
 

を
中
心
と
し
た
文
人
士
人
の
思
潮
に
相
^
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の 

蘇
州
文
化
の
一
面
に
は
清
代
浙
西
の
考
証
学
に
通
ず
る
学
術
思
潮
が
あ
っ 

た
。
蘇
州
の
奇
人
祝
允
明
の
思
想
に
考
証
学
の
淵
源
を
認
め
、
古
学
復
興 

を
唱
導
し
た
張
薄
を
允
明
の
思
想
の
継
承
者
と
み
な
せ
ば
(宫

崎
市
定 

張

溥

と

そ

の

時

代

東

洋

史

研

究

第

三

三

巻

第

三

号

一

九

七

四

年

、

ア 

ジ
ア
史
研
究
第
五
京
都
同
朋
舎
一
九
七
八
年
収
)、
毛
晉
が
経 

学
は
漢
唐
の
古
学
に
拠
る
べ
し
と
言
い
、
勉
め
て
古
籍
を
蒐
集
し
、
悉
く 

宋
板
に
拠
っ
た
と
す
る
十
七
史
校
刊
の
姿
勢
は
允
明
、
溥
に
共
通
し
、
よ

り
密
接
に
清
代
考
証
学
に
通
ず
る
も
の
と
言
え
ょ
ぅ
"

「
縁
起
」
は
更
に
続
け
て
、

且
幸
天
仮
奇
縁
、

身
無
疾
病
、

家
無
外
侮
、

密
<小
自
娯
十
三
年
如
一 

0
、
迨
至
庚
辰
除
夕
、
十
三
部
板
斬
新
揷
架
。
頼
鉅
公
淵
匠
、
不
惜
玄 

晏
、
流
布
寰
宇
。
不
意
辛
已
壬
午
両
歳
災
輳
、
資
斧
告
竭
。
亟
棄
負
郭 

田
三
百
畝
以
充
之
。
甲
申
春
仲
、
史
亦
哀
然
成
帙
矣
。

と
ぁ
り
、
崇

禎

元

(
一
六
二
八
)
年
に
始
ま
っ
た
十
三
経
十
七
史
の
校
刊 

は
、
順
調
に
毎
年
経
史
各
一
部
ず
つ
を
開
雕
し
て
同
一
三
(
一
六
四
〇
) 

年

(
庚
辰
)
に
十
三
経
が
完
結
し
た
。

「
辛
已
壬
午
両
歳
災
駸
」

と
は
同 

一
四
.
一
五
年
に
常
熟
地
方
を
襲
っ
た
水
災
で
、
そ
の
為
に
資
財
底
を
つ 

き
、
負
郭
田
三
百
畝
を
売
却
し
て
そ
の
用
に
充
つ
る
の
巳
む
な
き
に
至
っ 

た
が
、
同

一

七

(
一
六
四
四
)
年

(
甲
申
)
、
所
期
ど
ぅ
り
十
七
史
の
全
帙 

が
整
っ
た
。

「
縁
起
」
末

に

付

記

さ

れ

た

「
編
年
重
鐫
経
史
目
録
」

に
各 

経
史
の
開
雕
及
び
補
緝
年
が
記
さ
れ
、
ま
た
十
七
史
各
書
首
に
は
開
雕
年 

月
日
を
記
し
た
直
行
刊
記
が
ぁ

る

。
そ
れ
に
従
っ
て
以
下
各
史
の
開
雕
年 

月
を
示
す
と
、
(各
書
名
に
冠
し
た
数
字
は
開
雕
順
次
を
示
す
)

14
史

記

一

三

〇

卷

崇

損

一

四

(
一
六
四
一
)
年
正
月 

15
漢
書
一
〇
〇
卷 

同

一

五

(
一
六
四
ニ
)
年
二
月 

16
後
漢
書
一
二
〇
巻

同

一

六

(
一
六
四
三
)
年
三
月 

17
三
国
志
六
五
卷 

同

一

七

(
一
六
四
四
)
年
二
月 

1
晉
書
一
三
〇
巻 

同

元

(
一
六
二
八
)
年
正
月 

7
宋
書
ー
〇
〇
卷 

同

七

(
一
六
三
四
)
年
四
月 

10
南

斉

書

五

九

卷

 

同
一
〇

(
一

六
三
七
)
年
一
〇
月 

6
梁
書
五
六
巻 

同

六

(一
六
三
三
)
年
一
二
月



4
陳
書
三
六
卷 

9
魏

書

ニ

四

卷 

11
北

斉

書

五

〇

巻
 

5
周
書
五
0
卷 

8
隋
書
八
五
卷 

13
南

史

八

〇

巻
 

12
北

史

ー

〇

〇

卷
 

2
唐
書
ニ
ニ
五
卷 

3
五
代
史
七
四
巻

同

四

(
一
六
三
一
)
年
七
月 

同

九

(
一
六
三
六
)
年
五
月 

同

ニ

(
一
六
三
八
)
年
夏 

同

五

(
一
六
三
一
一
)
年

二

月
 

同

八

(
一
六
三
五
)
年
八
月 

同

ニ

ニ

(
一
六
四
〇
)
年
一
一
月 

同

一

ニ

(
一
六
三
九
)
年
九
月 

同

ニ

(
一
六
ニ
九
)
年
正
月 

同

三

(
一
六
三
〇
)
年
六
月

と
な
り
、
正
史
朝
代
の
順
序
に
は
全
く
か
か
わ
り
な
く
刊
行
さ
れ
て
い 

る
。

「編
年
重
鐫
経
史
目
録
」

題

下

の

自

注

に

r

随
遇
宋
版
精
本
放
校
略 

無
詮
次
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
Y

崇

禎

一

七

(
一
六
四
四
)
年
二
月
に
三
国
志
六
五
巻
を 

開
雕
し
全
史
の
校
刊
を
終
え
た
の
で
あ
る
が
、

ほ
ど
な
く
中
国
全
土
は
驚 

天
動
地
の
大
混
乱
に
陥
る
。
こ
の
年
三
月
に
は
流
賊
李
自
成
の
た
め
に
北 

京
は
陥
落
し
、
崇
禎
帝
は
万
歳
山
に
縊
死
し
明
王
朝
は
減
ん
だ
。
四
月
に 

は
清
軍
が
山
海
関
を
突
破
、
李
自
成
は
出
奔
、

五
月
、
呉
三
桂
を
先
導
に 

睿
親
王
多
爾
袞
が
北
京
に
入
り
、
九
月
に
は
順
治
帝
福
臨
が
瀋
陽
よ
り
入 

城
し
華
北
は
清
朝
の
下
に
平
ら
い
だ
。
江
南
湖
蘇
地
方
は
明
季
各
地
に
跳 

梁
跋
扈
し
た
流
賊
か
ら
も
清
軍
の
侵
略
行
為
か
ら
も
直
接
的
な
被
害
は
免 

が
れ
て
い
た
が
、
度
重
な
る
水
災
を
被
り
、
王
朝
衰
勢
の
陰
翳
は
色
濃
く 

士
民
に
迫
っ
て
い
た
。
こ
の
年
五
月
、
南
京
で
は
馬
士
英
、
史
可
法
に
擁 

立
さ
れ
た
福
王
由
菘
が
即
位
し
た
が
、
廷
臣
は
も
っ
ぱ
ら
党
争
を
事
と
し 

て
政
権
は
定
ま
ら
ず
、
翌

弘

光

元

(
一
六
四
五
)
年

(
清
順
治
ニ
年
)
四

月
に
は
揚
州
が
、

五
月
に
は
南
京
も
陥
落
し
、
銭

謙

益

.
呉
偉
業
等
文
武 

高
官
の
多
く
が
清
朝
に
降
っ
た
。
蘇
州
も
ほ
と
ん
ど
抵
抗
を
み
せ
ず
に
清 

軍
の
麾
下
に
入
っ
た
が
、
蘇
松
の
土
民
は
義
兵
を
挙
げ
降
将
新
官
の
暴
虐 

と
辮
髪
令
の
強
行
に
烈
し
く
抵
抗
し
た
。
常
熟
も
厳
栻
、
項
志
寧
を
主
謀 

者
と
し
て
立
ち
あ
が
っ
た
が
衆
寡
敵
せ
ず
、
七

•
八
月
の
内
に
は
江
南
一 

帯
は
ほ
ぼ
平
定
さ
れ
た
。
こ
の
ょ
ぅ
な
大
擾
乱
を
目
前
に
し
て
十
七
史
は 

完
成
し
た
。
「
縁
起
」
に
は
前
引
の
文
に
続
け
て
、

豈
料
兵
興
寇
発
、

危
如
累
卵
。

分
貯
版
籍
於
湖
辺
一
品
畔
、

茆
菴
草
舍 

中
。
水
火
魚
鼠
、
十
傷
二
三
。
呼
天
号
地
、
莫
可
誰
何
。
猶
幸
数
年
以 

逞
、
邨
居
稍
寧
。
扶
病
引
雛
、
収
其
放
失
、
補
其
遺
亡
、

一
十
七
部
、
 

連
牀
架
屋
、
仍
復
旧
観
。
然
校
之
全
経
其
費
倍
蓰
、
奚
止
十
年
之
田
而 

不
償
也
。

と
述
べ
て
あ
る
如
く
、
十
三
経
十
七
史
の
版
板
は
、
兵
乱
を
避
け
て
隠
湖 

沿
辺
の
茆
屋
に
分
貯
潜
蔵
さ
れ
た
間
に
、

ニ

.
三
割
の
損
傷
を
蒙
っ
た
の 

で
あ
る
が
、
や
が
て
乱
世
が
治
ま
り
平
和
が
も

ど

る

と
幸
い
に
も

そ
の
版 

板
を
回
収
し
、
十
七
史
に
つ
い
て
は
全
史
に
わ
た
っ
て
補
修
を
加
え
旧
観 

を
復
す
る
を
得
た
。

「
編
年
重
鐫
経
史
目
録
」

に
ょ
れ
ば
そ
の
補
修
は
順 

治

戊

子

(
五
年
一
六
四
八
)
に
始
ま
る
。
以
下
そ
の
経
緯
を
表
示
す
る
と
、
 

補
修
年 

補
修
個
所 

順

治

五

年

晉

書

載

記

三

十

巻

唐
書
曾
公
亮
進
新
唐
書
表
目
録
四
十
三
葉 

六

年

五

代

史

司

天

考

ニ

卷

、
職
方
考
一
巻
、
十
国
世
家
年
譜 

一
巻
、
陳
師
錫
序
一
葉 

陳

書

儒

林

文

学

列

伝

ニ

篇



七

年

周

書

異

域

列

伝

ニ

篇

梁

書

皇

后

太

子

列

伝

ニ

篇 

八

年

末

書

符

瑞

志

三

巻

、
百
官
志
ニ
卷 

隋

書

志

三

十

巻

九

年

魏

書

志

二

十

卷

原

欠

天

象

■

南

斉

書

輿

服

志

ー

篇

、
高
逸
孝
異
列
伝
ニ
篇 

一
〇
年

北

斉

書

神

武

本

紀

ニ

卷

、
後
主
幼
主
本
紀
一
巻
、
列
伝 

散
失
八
十
八
葉 

北

史

本

紀

十

二

巻 

一

一

年

南

史

列

伝

巻

六

十

〜

七

十

史

記

周

本

紀

一

巻

、

礼
楽
律
暦
書
四
巻
、

儒

林

列

伝 

五

•
六

.
七
葉

ー

ニ

年

漢

書

蓺

文

志

ー

卷

、
文
三
王
伝
、
賈
誼
伝
、
叙
伝
四
卷 

後

漢

書

八

志

三

十

卷

一

三

年

三

国

志

蜀

志

卷

一

了

七

、
上
三
国
志
表
ー
篇 

と
な
り
、
崇
損
年
間
の
刊
行
順
に
従
っ
て
毎
年
ニ
史
ず
つ
補
修
が
な
さ 

れ
、
順

治

一

三

(
一
六
五
六
)
年
に
完
了
し
て
い
る
。
此
年
毛
晉
は
五
十 

八
歳
、
崇

禎

元

(
一
六
二
八
)
年
三
十
歳
で
刊
行
を
開
始
し
て
ょ
り
、
実 

に
ニ
九
年
の
歳
月
を
こ
の
公
刊
の
為
に
費
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
縁
起
」 

は
最
後
に

回
首
丁
卯
至
今
三
十
年
、
巻
帙
従
衡
、
丹
黄
紛
雑
、
夏
不
知
暑
、
冬
不 

知
寒
、
昼
不
知
出
戸
、
夜
不
知
掩
扉
。
迄
今
頭
顱
如
雪
、
目
晴
如
*
、
 

尚
矻
矻
不
休
者
、
惟
懼
負
吾
母
読
尽
之
一
言
也
。
而
今
而
後
、
可
無
憾 

矣
。
竊
笑
棘
闈
仮
寐
、
猶
夫
牧
人
一
夢
耳
。
何
崇
禎
之
改
元
、
十
三
年

之
安
堵
、
十
七
年
之
改
歩
、
如
鏡
鏡
相
照
、
不
爽
秋
毫
耶
、
至
如
奨
我

罪
我
、
不
過
夢
中
説
夢
、
余
又
豈
願
人
人
与
我
同
夢
耶 

と
結
ん
で
擱
筆
す
る
。
こ

の

大
業
を
果
し
て
ニ
年
余
を
生
き
、
順
治
十
六 

(
一
六
五
九
)
年
七
月
二
十
七
0
六
十
一
歳
で
毛
晉
は
生
涯
を
終
え
た
。

汲

古

閣

本

十

七

史

諸

本

略

解

汲
古
閣
刊
十
七
史
は
校
刊
者
晉
自
ら

r

隋
遇
宋
版
精
本
放
校
」
と
自
負 

す
る
如
く
、
各
史
と
も
宋
刊
本
に
据
っ
て
精
校
を
経
た
も
の
と
み
ら
れ
、
 

明
南
北
監
本
に
比
し
テ
キ
ス
ト
と
し
て
勝
る
も
の
と
さ
れ
て
来
た
。
清
中 

葉
に
及
び
考
証
学
が
隆
盛
を
極
め
る
と
種
々
校
勘
学
上
の
難
点
が
と
り
ざ 

た
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
逆
に1

9
¢

な
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の 

評
価
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
清
初
ほ
ぼ
百
年
程
の
間
は
監
本 

と
と
も
に
中
国
国
内
は
も
と
よ
り
隣
邦
我
国
に
於
て
も
弘
く
通
行
し
諸
儒 

必
携
の
書
と
目
さ
れ
、
伝
存
本
よ
り
み
て
も
南
北
監
本
に
比
し
て
明
ら
か 

に
多
く
、
流
通
盛
行
の
様
歴
然
の
観
が
あ
る
。
清
中
葉
以
降
は
武
英
殿
版 

系
の
二
十
四
史
が
通
行
す
る
が
、
そ
の
間
も
汲
古
閣
刊
本
の
流
行
は
な
お 

殷轸

と
し
て
重
印
補
修
が
畳
ね
ら
れ
、
覆
刻
翻
刻
も
な
さ
れ
て
清
末
葉
に 

ま
で
及
ん
だ
。
然
る
に
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
明
ら
か
に
さ 

れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
以
下
、
現
存
諸
本
の
調
査
に
基
い
て
、
汲
古 

閣
刊
十
七
史
の
印
行
、
補
修
の
経
緯
を
た
ど
り
、
覆
刻
本
、
翻
刻
本
を
含 

む
汲
古
閣
本
の
系
統
を
明
瞭
に
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
現
在
ま
で
の
調
査 

結
果
を
結
論
的
に
目
録
形
式
で
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

尚
、
各
版
本
の
頭
に
附
し
た
数
字
は
、
後
述
解
題
標
題
上
の
数
字
に
符 

合
す
る
。



1
十

七

史

明

毛

晉

校

明

崇

禎

元

—

一
七
年
刊
(
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
) 

2
又

清

順

治

五

—

一
三
年
修
(
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
)

史
記
一
三
〇
卷

漢

司

馬

遷

撰

劉

宋

裴

10
集

解

明

崇

摘

一

四

年 

刊
清
順
治
一
一
年
修

漢
書
一
〇
〇
卷

漢

班

固

撰

唐

顔

師

古

注

明

崇

禎

ー

五

年

刊

清 

順

治

ニ

ー

年

修

後
漢
書
九
〇
卷

志

三

〇

卷

劉

宋

范

睡

撰

唐

〔李
〕
賢

注

(志
)
 

〔晋
司
馬
彪
〕

撰

梁

劉

昭

注

明

崇

禎

一

六

年

刊

清

順

治

一 

ニ
年
修

三

国

志

六

五

卷

晋

陳

寿

撰

劉

宋

裴

松

之

注

明

崇

禎

一

七

年

刊 

清
順
治
ニ
ニ
年
修

晉
書
一
三
〇
卷

〔唐
房
玄
齢
等
〕

奉

敕

撰

明

崇

禎

元

年

刊

清

順 

治
五
年
修

宋
書
ー
〇
〇
卷
梁
沈
約

撰

明

崇

禎

七

年

刊

清

順

治

八

年

修

南

斉

書

五

九

卷

梁

蕭

子

顕

奉

敕

撰

明

崇

禎

ー

〇
年
刊
清
順
治
九 

年
修

梁
書
五
六
卷
唐
姚
思
廉
奉
敕
撰
明
崇
補
六
年
刊
清
順
治
七
年
修

陳
書
三
六
卷
唐
姚
思
廉
奉
敕
撰
明
崇
禎
四
年
刊
清
順
治
六
年
修

魏

書

一

一

四

卷

北

斉
魏
収
奉
勅
撰
明
崇
補
九
年
刊
清
順
治
九
年 

修

北
斉
書
五
〇
卷
唐
李
百
薬
奉
勅
撰
明
崇
禎
一
一
年
刊
清
順
治
一 

〇
年
修

周
書
五
〇
卷

唐

令

狐

徳

棻

等

奉

勅

撰

明

崇

禎

五

年

刊

清

順

治

七 

年
修

隋

書

八

五

卷

唐

魏

徴

.
長
孫
無
忌
等
奉
敕
撰
明
崇
禎
八
年
刊
清 

順
治
八
年
修

南
史
八
〇
卷

唐

李

延

寿

撰

明

崇

禎

一

三

年

刊

清

順

治

一

一

年

修 

北

史

ー

〇

〇

卷

唐

李

延

寿

撰

明

崇

禎

ー

〇
年
刊
清
順
治
一
〇
年 

修

唐

書

ニ

ニ

五

卷

宋

欧

陽

修

•
宋
祁
等
奉
勅
撰
明
崇
禎
ニ
年
刊
清 

順
治
五
年
修

五

代

史

七

四

卷

宋

欧

陽

修

撰

宋

徐

無

党

注

明

崇

禎

三

年

刊

清 

順
治
六
年
修

3
又

附

弘

簡

録

ニ

五

四

卷

続

弘

簡

録

元

史

類

編

四

ニ

卷

〔
清

康

熙

末 

雍
正
間
〕
印

4
又

〔清
乾
隆
間
〕
印

5
又

〔
至
清
乾
隆
末
〕
遁
修

6
又

附

宋

遼

金

元

別

史

〔清
嘉
慶
〕
印

(
常
熟
席
氏
掃
葉
山
房
)

7
又

遁

修

(常
熟
席
氏
掃
葉
山
房
)

8
同
附
弘
簡
録
ニ
五
四
卷
続
弘
簡
録
元
史
類
編
四
ニ
卷
旧
五
代
史
ー
五 

〇
卷

明

史

三

三

ニ

卷

〔
清
嘉
慶
道
光
間
〕

刊

(
蘇
州
趙
氏
書 

業
堂
)
覆
汲
古
閣
刊
本

9
漢
書 

一
◦
◦
巻

•
後
漢
書
九
〇
卷
志
三
〇
巻

〔清
〕

刊

覆

汲

古

閣
 

刊
本

10
二
十
四
史
附
遼
史
拾
遺
ニ
四
卷
清
同
治
八
—
光
緒
四
年
刊
(
五
書
局
) 

史

記

清

光

緒

四

年

刊

(
〔
江
寧
〕
金
陵
書
局
)

漢

書

清

同

治

八

年

刊

(
〔
江
寧
〕
金
陵
書
局
)

後

漢

書

清

同

治

八

年

刊

(
〔
江
寧
〕
金
陵
書
局
)



三

国

志

清

同

治

九

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

晉
書
附
晉
書
音
義
三
卷
清
同
治
一
〇
年
刊
ハ
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
} 

宋

書

清

同

治

一

一

年

刊(
C

江
寧
〕
金
陵
書
局
)

南
斉

書

清

同

治

一

三

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

梁

書

清

同

治

一

三

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

陳

書

清

同

治

一

一

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

魏

書

清

同

治

一

一

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

北

斉

書

清

同

治

一

三

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

隋
書
附
清
薛
寿
等
考
異
清
同
治
一
〇
年

刊

(
〔揚
州
〕
淮
南
書
局
) 

南

史

清

同

治

一

一

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

北

史

清

同

治

一

一

年

刊

(
〔江
寧
〕
金
陵
書
局
)

旧

唐
書
清
同
治
一
一
年
刊
(
〔杭
州
〕
浙
江
書
局
)

唐

書

清

同

治

一

二

年

刊

(
〔杭
州
〕
浙
江
書
局
)

旧
五
代
史
附
考
証
清
同
治
一
一
年
刊
(
〔武
昌
〕
崇
文
書
局
)

五
代
史
清
同
治
一
一
年
刊
(
〔武
昌
〕
崇
文
書
局
)

宋

史

清

光

緒

元

年

刊

(
〔杭
州
〕
浙
江
書
局
)

遼
史
附
考
証
清
同
治
一
三
年
刊
(
〔蘇
州
〕
江
蘇
書
局
)

遼
史

拾

遺

清

光

緒

元

年

刊

(
〔蘇
州
〕
江
蘇
書
局
)

金
史
附
欽
定
金
国
語
解
一
巻
清
同
治
一
三
年
刊c

〔蘇
州
〕
江
蘇
書 

局
)

元
史
附
考
証
•
元
史
氏
族
表
三
卷
元
史
藝
文
志
四
卷
清
同
治
一
三 

年

刊

(
〔蘇
州
〕
江
蘇
書
局
)

明

史

清

光

緒

三

年

刊

(
〔武
昌
〕
崇
文
書
局
)

11
又

清

光

緒

一

三

年

修

(
五
書
局
)

12
後
漢
書
九
〇
卷
続
漢
志
三
〇
卷

清

同

治

一

二

年

刊

(嶺
東
使
暑
)

13
史
記
一
三
〇
卷

清

光

緒

八

年

刊

(
上

海

点

石

斎

)
石
印 

14
漢
書
一
〇
〇
卷

清

光

緒

ニ

◦
年

刊

(
同
)
石
印 

15
後
漢
書
九
〇
卷
続
漢
志
三
〇
巻

清

光

緒

ニ

〇

(
一
八
九
四
)

年
刊 

(
同
)
石
印

16
三
国
志
六
五
卷
清
光
緒
ニ
〇

(
一
八
九
四
)
年

刊

(
同
)
石
印 

1
崇
禎
原
刊
本

汲
古
閣
十
七
史
は
上
述
の
如
く
明
末
崇
禎
元
(
一
六
二
八
)
年
ょ
り
一 

七

(
一
六
四
四
)
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
 

増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
卷
五
続
録
に
は
「
汲
古
閣
十
七
史
、
並
明
崇
禎 

時
刊
成
。
経
乱
未
能
合
印
、
頗
有
損
失
。
至
清
順
治
庚
子
修
補
完
、
乃
通 

行
。
即
以
此
時
印
者
為
初
印
。
其
明
時
初
印
、
僅
有
一
二
単
部
、
不
能
全 

覯
也
。」

と
あ
り
、

順
治
修
以
前
の
印
本
は
単
行
本
が
わ
ず
か
に
存
す
る 

の
み
で
、

一
括
合
印
さ
れ
た
も
の
に
は
遘
見
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
崇 

禎

一

七

(
一
六
四
四
)
年
二
月
に
刊
行
完
了
し
て
程
な
く
明
清
の
王
朝
交 

替
と
い
う
乱
世
に
遭
遇
し
、
翌
清
順
治
ニ
(
一
六
四
五
)
年
七
月
十
三
日 

に
は
常
熟
県
も
清
兵
に
蹂
躪
さ
れ
「
屠
殺签

虜
至
惨
酷
」
と
い
う
有
様
で 

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
十
七
史
の
板
木
が
潜
蔵
さ
れ
た
の
は
刊
成
後
ま
も 

な
い
時
期
、
恐
ら
く
は
.
一
年
も
経
な
い
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
間
に
十
七
史
全
史
が
合
印
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
と
し
て
極
め
て
少
部 

数
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ま
し
て
や
伝
本
の
存
在
と
も
な
れ
れ
ば
殆
ど 

期
待
出
来
な
い
。
国
内
の
諸
文
庫
.
図
書
館
等
の
所
蔵
書
に
つ
い
て
も
、
 

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
各
史
単
行
書
で
す
ら
崇
梢
原
刊
本
は
現
存
せ 

ず
、
す
べ
て
順
治
修
以
後
の
印
本
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
北
京
図
書
館
善
本



書
目
史
部
冒
頭
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
十
七
史
」
は
、
あ
る
い
は
未
補
修 

の
原
匆
初
印
本
で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
抱
か
せ
る
。
同
目
に
よ
れ
ば
そ 

の
本
は
陳
氏
捐
贈
本
で
二
百
二
十
四
冊
、
全
帙
に
わ
た
っ
て
薄
啓
源
に
よ 

り
何
焯
等
諸
家
の
書
入
が
移
写
さ
れ
て
お
り
、
漢
書
、

三
国
志
、
唐
書
、
 

五
代
史
を
除
く
各
史
に
、
明
末
清
初
の
蔵
書
家
葉
万
(
一
名
樹
廉
、
字
石 

君
、
呉
県
の
人
)

の
批
校
並
に
手
跋
を
存
す
。
同
目
は
他
に
汲
古
閣
十
七 

史
単
行
書
の
明
崇
禎
刊
本
と
し
て
、
史
記
七
本
、
漢
書
三
本
、
後
漢
書
一 

本
、

三
国
志
三
本
、
北
斉
書
、
南
史
、
北
史
、
唐
書
、

五
代
史
各
一
本
を 

著
録
す
る
。
史
記
に
は
他
に
順
治
重
修
本
ニ
本
が
あ
り
、
明
ら
か
に
崇
損 

原
刻
本
と
は
甄
別
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
書
以
下
は
順
治
重
修
本 

の
著
録
を
見
な
い
。
果
し
て
そ
の
全
て
が
崇
禎
原
刊
本
で
あ
る
や
否
や
、
 

実
査
を
経
て
い
な
い
今
、
そ
れ
と
断
ず
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
今
後
の
調 

査
を
俟
ち
た
い
。

2
清
順
治
修
本

明
崇
摘
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
一
七
史
は
清
順
治
五
(
一
六
四
八
)
年
よ 

り

同

一

三

(
一
六
五
六
)
年
ま
で
の
九
年
を
費
し
て
大
が
か
り
な
補
修
が 

な
さ
れ
た
。
原
刻
初
印
本
の
見
存
す
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
上
引 

の
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
に
言
ぅ
如
く
、
普
通
に
汲
古
閣
十
七
史
の
初 

印
本
と
言
え
ば
、

こ
の
補
修
完
了
時
の
印
本
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
 

そ
の
初
印
本
も
非
常
に
少
な
く
、
康
熙
末
よ
り
、
乾
隆
に
下
る
後
印
な
い 

し
は
通
修
本
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
最
も
早
印
と
見
做
さ
れ
る
現
存
本
は 

蓬
左
文
庫
蔵
の
一
本
(
169
1
)
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
並
び
に
京
都
大
学
人
文 

科
学
研
究
所
蔵
の
一
本
(
史

1
1
3
)
で
清
康
熙
前
期
頃
の
印
本
と
み
れ 

よ
う
。
以
下
、
先
ず
蓬
左
文
庫
蔵
本
等
早
印
本
に
拠
っ
て
十
七
史
の
一
般

的
書
誌
事
項
を
記
し
後
に
既
見
の
見
存
各
本
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
述
べ 

る
。
冊
数
下
の
括
弧
内
は
請
求
番
号
を
示
す
。

「
毛
氏
拠
古
本
考
較\

十
七
史
\
史

記

(
以
下
四
行
に
亘
り
五
代
史
に 

至
る
書
名
を
列
ね
、
末
行
下
方
に
)
汲
古
閣
蔵
版
」

の
封
面
が
ぁ
り
、
各 

史

首

に

は

「
毛
氏
拠
古
本
考
較
\
史

記

(
等
と
書
名
を
大
書
)\

汲
古
閣 

蔵
版
」

の

封

面

を

有

す

(
蓬
左
文
庫
蔵
本
に
は
無
い
)
。

首

に

「
汲
古
毛 

氏
新
刻
十
七
史
序
」
(
「
強

圉

作

噩

〈
丁
酉
〉
之

歳

〈
清
順
治
一
四
年
〉
九 

月
望
日
旧
史
\

官
虞
山
蒙
叟
銭
謙
益
再
拝
謹
序
」
)
、

「
重
刻
十
七
史
序
」 

(
「
順
治
丁
酉
春
杪
之
五
日
督
漕\

使
者
関
中
侯
于
唐
書
於撺

\

李 

舟
次
」
)
、
「
十
七
史
序
」
(
「
賜
進
士
出
身
奉
政
大
夫
提
督
淮
揚
\
蔴
松
常
鎮 

徐
州
等
処
学
政
江
南\

提
刑
按
察
司
僉
事
前
礼
部
儀
制\

司
員
外
郎
西
山 

張
能
鱗
撰
」
)
並
に
順
治
一
三
(
一
六
五
六
)
年
毛
晉

自

撰

の

「
重
鐫
十
三 

経
十
七
史
縁
起
」

(
末

に

「
編
年
重
鐫
経
史
目
録
」

を
附
す
)

を
冠
す
。 

次

に

「
司
馬
遷
史
記
凡
一
百
三
十
篇
総
ー
百
三
十
卷
\

3

軒
低
)
十
二
本 

紀
ー
十
二
卷
\
十
表
一
十
卷
\
八
書
八
卷
\
三
十
世
家
三
十
卷
\

七
十
列 

伝
七
十
巻
z

Ai
fc

裴
_
注
」
と

史

記

総

目

(
漢
書
以
下
各
史
首
に
も
同 

様
の
総
目
を
付
す

y

 

r

史
記
目
録
」
並

に

「
史
記
集
解
序
」
が
ぁ
る
。
各 

史
首
末
の
序
跋
等
は
、

三
国
志
、
総
目
前
或
は
目
録
後
に
「
上
三
国
志
注
表
」
(
「
元
嘉
六
年
七
月 

二
十
四
日
中
書
侍
郎
西
郷
侯
臣
裴
松
之
上
」
)

晉
書
、
目

録

前

に

「
晋
書
本
伝
」

(陳
寿
伝
)
及

び

「
節
録
宋
書
裴
松
之 

伝
」

(
こ
の
ニ
伝
は
本
来
は
三
国
志
首
に
附
載
さ
る
べ
き

も
の
。

後
印 

本
は
三
国
志
首
に
改
置
)
並

に

r

晉
書
載
記
序
」

南
斉
書
、
目
録
前
或
は
後
に
宋
曾
鞏
等
の
校
定
上
書
叙
録
、
巻
末
に
治
平



月
崇
文
院
送
杭
州
開
板
牒
文

陳
書
、
目
録
末
に
直
接
し
、
宋
曾
鞏
等
の
校
定
上
書
叙
録 

魏
書
、
目
録
後
に
宋
劉
恕
等
の
校
定
上
書
叙
録
、
志
首
に
魏

収

の

「
前
上 

十
志
啓
」

周
書
、
目
録
前
に
宋
王
安
国
等
の
校
上
序
言 

隋
書
、
巻
末
に
天
聖
ニ
年
勅
付
崇
文
院
校
勘
雕
造
題
名 

唐
書
、
総
目
前
或
は
目
録
後
に
「
進
新
唐
書
表
」
(嘉
祐
五
年
曾
公
亮
) 

五
代
史
、
目
録
前
に
陳
師
錫
の
「
五
代
史
記
序
」
が
あ
る
。

史
記
本
文
首
は
集
解
序
末
に
直
接
し
、

r

史

記

ー

(
下
に
小
字
双
行
注
) 

\

五
帝
本
紀
第
一
」
と
題
す
。
各
史
本
文
巻
頭
題
署
程
式
は
、

高
帝
紀
第
一
上
(
下
に
顔
師
古
双
行
注
、
注
下
隔
ー
〇
格
に
)
漢
書
一 

\
s
2

正
義
大
夫
行
秘
書
少
監
垠
邪
県
開
国
子
顔
師
古
注 

光
武
帝
紀
第
ー
上
或
4
)
後
漢
書
ー
上
/
(
|
1
)
唐
章
懐
太
子
賢
注 

(志
首
題
、
「律
暦
志
上
第
一 

1

.

雙

(ぽ

)
後
漢
書
ー
/
^
) 

梁
劉
昭
注
補
)

魏

書

ニ

Api
t

三
国
志\

武
帝
紀
第
一 

晉
書
ー
\
帝
紀
第
一\

 

(
_
一
-
)
宣

帝
 

宋
書
卷 

一\

本
紀
第
一\

 

(観
一
一
)
武
帝
上 

南
斉
書
卷 

一
\
本
紀
第
一\

 

一)
高
帝
上 

梁
書
卷
ー\

帝
紀
第
一
\
(
概
-一)
武
帝
上 

陳
書
卷 

一\

本
紀
第
一\

 (f

一)
高
祖
上 

魏
書
卷 

一\

序
紀
第
一 

北
斉
書
卷 

一\

帝
紀
第
一\

 

神
武
上 

周
書
卷
ー\

帝
紀
ー
\

g i
j

文
帝
上

隋
書
卷
一\

帝

紀

第

一

{額
丸
)
特

進

臣

魏

徽

上

\
(
概
-ー)
高
祖
上 

(
志
各
巻
首
第
二
行
小
題
下
は
「
太
尉
楊
州
都
督
監
脩
国
史
上
柱
国 

趙
国
公
臣
長
孫
無
忌
等
奉
敕
撰
」
と
あ
る
)

南
史
卷
ー\

宋
本
紀
上
第
一\

 

(轉

-
)
武
帝
\ 

(
f

一)
少
帝 

北
史
卷
ー\

魏
本
紀
第
一 

本

紀

第

ー

/ ^
ヒ
唐
書
ー

五
代
史
第
一\

 

{
^
)
徐
無
党
注\

梁
本
紀
第
一
(s

t$
双
)

と
あ
り
、
前
後
漢
書
並
に
唐
書
は
大
題
を
下
に
小
題
を
上
に
署
し
旧
式
を 

襲
っ
て
い
る
。

版
式
は
各
史
共
通
で
、

左

右

双

辺

(
史
記
卷
一
首
匡
廓
内
辺
ニ
ー
*
一一
 

x

一
四
.六缠

)
有
界
一
二
行
、
行
ニ
五
字
、
注
小
字
双
行
、
行
三
七
字
。
 

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
(
史
名
)
幾

(
丁
付
)
」
、
各
巻
首
葉
と
末
葉
に
は 

中

縫

に

「
汲

古

閣
w

g

l

」
と
あ
る
。
ま
た
各
史
と
も
、
各
巻
首
或
は
巻 

末

に

「
琴
川
毛
鳳
苞
9

審
定
宋
本
」
と
小
字
篆
文
の
長
方
小
木
記
を
刻 

す
。各

史
と
も
総
目
葉
ぅ
ら
第
一
行
或
は
ニ
行
に
次
の
直
行
刊
記
が
あ
り
"
 

南

斉

書

•
魏

書

.
隋
書
を
除
く
各
史
に
は
次
行
下
方
に
「
毛
\
晉
」
「
子
/ 

九
氏
」

の
篆
文
小
方
印
記
を
刻
す
。

史
記
皇
明
崇
植
十
有
四
年
歳
在
昭
陽
大
荒
駱
陬
月
上
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

(
次
行
低
一
〇
格

「
索
隠
日
昭
陽
辛
也
爾
雅
日
在
辛
日
重
/
光
在
已
日 

大
荒
落
今
従
歴
書
天
官
書
」
と
小
字
双
行
注
あ
り
)

漢
書
皇
明
崇
禎
十
有
五
年
歳
在
横
艾
敦
胖
如
月
初
吉
琴
川
毛
氏
開
雕
(
次 

行
低
一
〇
格
小
字
双
行
注
)

後
漢
書
皇
明
崇
禎
十
有
六
年
歳
在
尚
章
叶
洽
病
月
上
已
琴
川
毛
氏
開
雕



(
次
行
低
一
〇
格
小
字
双
行
注
)

三
国
志
皇
明
崇
禎
十
有
七
年
歳
在
閼
逢
滔
灘
如
月
花
朝
琴
川
毛
氏
開
雕 

晉
書
皇
明
崇
補
改
元
歳
在
著
雍
執
徐
陬
月
元
宵
琴
川
毛
氏
開
雕 

宋
書
皇
明
崇
損
七
年
歳
在
闊
逢
閹
茂
余
月
八
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

南
斉
書
皇
明
崇
補
十
年
歳
在
強
圉
赤
奮
若
陽
月
望
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

梁
書
皇
明
崇
禎
六
年
歳
在
昭
陽
作
噩
涂
月
望
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

陳
書
皇
明
崇
禎
四
年
歳
在
重
光
協
洽
相
、月
七
夕
琴
川
毛
氏
開
雕 

魏
書
皇
明
崇
禎
九
年
歳
在
柔
兆
困
敦
皐
月
端
午
琴
川
毛
氏
開
雕 

北
斉
書
皇
明
崇
禎
十
有
一
年
歳
在
著
雍
摂
提
格
夏
五
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

周
書
皇
明
崇
補
五
年
歳
在
玄
黙
捃
灘
辜
月
冬
至
琴
川
毛
氏
開
雕 

plf
書
皇
明
崇
禎
八
年
歳
在
旃
蒙
大
淵
献
壮
月
中
秋
琴
川
毛
氏
開
雕 

南
史
皇
明
崇
禎
十
有
三
年
歳
在
上
章
執
徐
十
一
月
上
弦
琴
川
毛
氏
開
雕 

北
史
皇
明
崇
禎
十
有
ニ
年
歳
在
屠
維
単
閼
玄
月
重
九
琴
川
毛
氏
開
雕 

唐
書
皇
明
崇
禎
ニ
年
歳
在
屠
維
大
荒
落
陬
月
上
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

五
代
史
皇
明
崇
禎
三
年
歳
在
尚
章
敦
咩
且
月
望
日
琴
川
毛
氏
開
雕 

次
に
揚
げ
る
各
所
儲
蔵
本
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
早
印
本
で
あ
る
。

蓬

左

文

庫

蔵

大

ニ

六

八

冊

(
169
1
)

第
一

—

二
三
冊

第

六

一

ー

八

〇
冊 

第
八
九
丨
一
一
ニ
冊 

第
一
三
三
—

一
三
八
冊 

第
一
四
五
—

一
四
八
冊 

第
一
六
九
丄
七

一
一

冊 

第
一
七
九
—

一
九
o
冊 

第

二

二

ー

ニ

ニ

ニ

冊 

第
二
六
三
—

ニ
六
八
冊

史
記
二
三
冊 

後
漢
書
ニ

o
冊 

晋
書
ニ
四
冊 

南
斉
書
六
冊 

陳
書 

四
冊 

北
斉
書
四
冊 

南
史
二
一
冊 

陏
書
ニ
ー
冊 

五
代
史
六
冊

第
二
四

I

六
〇
冊 

第
八

一

—

八
八
冊 

第
一
一
三
—

一
三
ニ
冊 

第
一
三
九
—

一
四
四
冊 

第
一
四
九
—

一
六
八
冊 

第
一
七一一

丁

一
七

八
冊 

第
一
九 

一
—

ニ
ー

o
冊 

第
一
三
三
—

ニ
六
ニ
冊

漢
書
三
七
冊 

三
国
志
八
冊 

宋
書
ニ
◦
冊 

梁
書 

六
冊 

魏
書
ニ

〇

冊 

周
書 

六
冊 

北
史
ニ

o
冊 

唐
書
四
〇
冊

後
補
黄
色
絹
表
紙
(
ニ
九
>
<
ー
八
.
七
樋
)
白
裂
地
の
題
簽
に
書
名
並
に 

冊
次
が
墨
書
さ
る
。
封
面
な
し
。
侯

于

唐

「
重
刻
十
七
史
序
」
を
欠
く
。

「
張
府
内\

庫
図
書
」
(
朱
長
方
)
、
「
時
行\

之
章
」
(
白
方
、
末
冊
題 

簽
の
み
)

の
印
記
が
あ
る
。
次
掲
の
尊
経
閣
文
庫
、
京
都
大
学
人
文
科 

学
研
究
所
蔵
本
と
と
も
に
字
画
明
晰
紙
刻
精
良
な
る
早
印
本
で
あ
る
。
 

尊

経

閣

文

庫

蔵

欠

隋

書

卷

三

四

.
三

五

大

三

九

八

冊

第
一 

—

ニ
〇
冊

史

記

ニ

〇
冊 

第
五
五
—

八
◦
冊
後
漢
書
ニ
六
冊

第
九
七

三
ニ
冊
晋
書
三
六
冊

第
二
一 

j

五
四
冊 

第
八
一
ー

九
六
冊 

第
一
三
三
—

一
六
〇
冊 

第

一

七

一

丨
一
八
〇
冊 

第
一
八
七
—

ニ
ニ
〇
冊 

第
二
ニ
七
—

二
三
四
冊 

隋
書
ニ
四
冊 

第
二
八
一
丁
三
一
九
冊 

第
三
八
八
丨
三
九
八
冊

漢
書
三
四
冊 

三
国
志
一
六
冊 

宋
書
二
八
冊 

梁
書
一
〇
冊 

魏
書
三
四
冊 

周軎
 

八
冊

北
史
三
八
冊 

五

代

史1

0
冊

第
一
六

一

—

一

七
〇
冊
南
斉
書
一
〇
冊 

第

一

八

一

ー

一

八

六

冊

陳

書 

六
冊 

第
二
一
二
—
ニ
ニ
六
冊
北
斉
書
六
冊 

第
二
三
五
—

ニ

五

九

冊

(
第
二
四
八
冊
は
欠
本
)

第
二
六o

—

二
八
一
冊
南
史
ニ
ニ
冊 

第
三
ニ
〇
—
三
八
七
冊
唐
書
六
八
冊

「
十
七
史
」

の
封
面
あ
る
も
各
史
首
の
封
面
は
な
い
。
侯

于

唐

「
重
刻 

十
七
史
序
」
を
欠
く
。

各

史

首

に

「
汲
古
/
閣
」
(
白
方
)

の
印
記
あ 

り
。
魏
書
卷
七
下
第
一
葉
に
料
紙
製
造
工
廠
の
牌
子
と
思
わ
れ
る
「
欺 

霜
」

の
朱
印
を
存
す
。r

嘉
賓\

字
/
孔
昭
」
(
朱
方
)
、
「
知
止\

堂
」 

(
白
方
)
、
「
家
在
九
\
峻
高
処
」
(
朱
長
方
)
、
「
前
田
氏\

尊
経
閣
\
図 

書
記
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
大
ニ
ニ
〇
冊

(
史

1
1
3
)

第
一 

ー

一

〇

冊 

第
二
七
—

三
八
冊 

第
五
一
ー

七
〇
冊 

第
八
七
—

九
ニ
冊 

第

九

九

—

一
◦

ニ
冊 

第
一
ニ
三
—

一
二
六
冊 

第
一
三
三
—

一
四
四
冊 

第
一
五
七
—

一
七
六
冊 

第

二
一

五
—

ニ
ニ
〇
冊

史

記

一

〇
冊

後
漢
書
一
二
冊 

晋
書
ニ
〇
冊 

南
斉
書
六
冊 

陳
書 

四
冊 

北
斉
書
四
冊 

隋
書
ニ
一
冊 

北
史
ニ
〇
冊 

五
代
史
六
冊

第
一 

一

—

ニ
六
冊 

第
三
九
—

五
〇
冊

漢
書
一
六
冊 

三
国
志
一
二
冊

第

七

_

八
六
冊

第
九
三
—

九
八
冊 

第
一
〇
三
—

ニ

三

冊
 

第
一
ニ
七
—

一
三
ニ
冊 

第
一
四
五
—

一

五
六
冊 

第
一
七
七
—

ニ
ー
四
冊

宋
薔 

梁
書 

魏
書 

周
書 

南
史 

害
書

一
六
冊

六
冊 

ニ
〇
冊 

六
冊 

ニ
一
冊 

三
八
冊

後
漢
書
及
び
三
国
志
の
封
面
を
欠
く
。
銭
謙
益
の
序
欠
落
。
梁
書
の
総 

目
刊
記
の
一
葉
は
巻
末
に
誤
綴
さ
る
。
各
史
首
封
面
右
下
方
に
「
毛
氏 

\

正
本
」
(朱
方
)
、
「
汲
古\

閣
」
(
白
方
)

の
印
記
あ
り
。
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志
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〇六六四六〇〇四 
冊冊冊冊冊冊冊冊

I く漢 I
大墮
ニ書

七 S  八 _
冊 ®
ハ 欠
$ 落 
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續
に
欠
葉
補
写
葉
あ
り
。
十
七
史
封
面
は
前
掲
尊
経
閣
本
及
び
同
所
蔵 

ニ
本
と
は
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、

こ
の
方
が
後
出
と
思
わ
れ
る
。
右
上 

方

に

「
汲
古\

閣
」

(
白
方
)

の
印
記
あ
り
。

各
史
首
の
封
面
は
無
い 

が
史
記
の
み
模
写
さ
れ
て
い
る
。
「
晋
書
本
伝
」
(陳
寿
伝
)
及

び

「
節 

録
宋
書
裴
松
之
伝
」
は
三
国
志
首
に
配
さ
る
^
|
|
0
魏
書
首
の
校
定 

上
書
叙
録
を
欠
く
。
三
国
志
巻
六
及
び
南
吝
書
卷
四
五
の
末
葉
は
、
後 

述
の
後
印
本
も
含
め
他
本
で
は
、
本
文
が
前
葉
で
終
り
尾
題
の
み
が
刷 

印
さ
れ
て
い
る
が
、
此
本
は
そ
の
末
葉
を
欠
き
、
前
葉
本
文
末
に
他
本 

に

は

な

い

「
琴
川
毛
鳳
苞
\
氏
審
定
宋
本
」

の
篆
文
小
木
記
が
刻
入
さ 

れ
て
い
る
。
但
し
、
同
版
で
あ
る
。
「
知
止
\
堂
」
(
白
方
)
、

r

嘉
賓\

字\

孔
昭
」
(朱
方
)
、
「新
日
\
吉
蔵
」
(朱
方
)
、
「
静
観
亭
\
図
書
記
」 

(
白
長
方
)

の
印
あ
り
。

次
の
ニ
本
は
や
や
後
刷
り
で
封
面
を
欠
く
。
(
注

8

)

無
窮
会
図
書
館
蔵
史
記
末
に
史
記
索
隠
三
〇
巻
、
五
代
史
末
に
五
代
史

(
注
 

9
'

一

補
五
卷
附
五
代
史
闕
文
一
巻
各
一
冊
を
附
す
。

大

ニ

五

〇

冊

(
真
軒
跑

1

~
17
)

第
一 

丨

一
七
冊
史
記
一
七
冊 

第
一
九
—

四
ニ
冊
漢
書
ニ
四
冊 

第
六
一
ー

六

八

冊

囊

志

八

冊 

第
九
三
—

一〇
四
冊
南
史
一
二
冊 

第
二
ニ
ー
一
二
七
冊
南
斉
書
七
冊 

第
一
三
三
—

一

三

六

冊

陳

書 

四
冊 

第
一
六
一
ー
一
八

一

一
冊
魏
書
ニ
ニ
冊 

第
一
八
八
—

一

九

三

冊

周

書 

六
冊 

第
二
〇

四
—

ニ

四

三

冊

唐

書

四

〇
冊 

第
二
五
〇
冊

五

代

史

補

.
五
代
史
一
文

第 

一
八
冊 

第
四
三
—

六
〇
册

第
六
九

九
ニ
冊

第
一
0

五
—

一
二
〇
冊 

第
二
一
八
—

ニ
ー
三
冊 

第
一
三
七
—

一
六
〇
冊 

第
一
八
三
—

一
八
七
冊 

第
一
九
四
—
ニ
〇

三
冊 

第
二
四
四
—

ニ
四
九
冊

一
冊

史
記
索
隠
一
冊 

後
漢
書
一
八
冊 

晋
書
ニ
四
冊 

宋
書
一
六
冊 

梁
書 

五
冊 

北
史
ニ
四
冊 

北
斉
軎

五
冊 

隋
書
一
〇
冊 

五
代
史
六
冊

史
記
全
一
七
冊
の
内
首
一
〇
冊

(
首
四
六
巻
)
及
び
南
史
全
一
二
冊
は 

や
や
後
印
本
を
以
つ
て
補
配
さ
れ
、
ま
た
後
漢
書
、
隋
書
に
は
他
史
に 

は
な
い
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
取
り
合
せ
本
で
あ
る
。
南
史
卷
ニ
九
第
一 

〇
葉

に

「
李
万
成
号
」
、

同
巻
五
六
第
一
〇
葉
に
「
□
□
号
本
廠
\荆
 

川
太
史
紙
」
、

北
史
卷
五
八
第
一
葉
に
「
呉
#
利
号
」

の
料
紙
製
造
廠 

の
牌
号
を
存
す
。
史

記

.
漢

書

•
後

漢

書

.
三
国
志
•
晋

書

.
南

史

.
 

北

史

.
隋

書

•
唐

書

.
五
代
史
に
文
政
一
一
(
一
八
二
八
)
年
ょ
り
天 

保

三

(
一
八
三
ニ
)
年
に
及
ぶ
下
村
貫
考
等
の
校
語
書
入
が
あ
る
。
対 

校
本
は
主
と
し
て
明
南
監
本
及
び
北
監
刊
清
康
熙
ニ
年
修
本
で
あ
る 

が
、
史
記
は
史
記
評
林
、
唐
書
は
和
刻
本
、
旧
唐
書
と
の
校
合
が
な
さ 

れ
、
所
々
次
の
朱
筆
校
読
識
語
が
あ
る
。

以
北
板
二
十
一
史
校
合
正
誤\

天
保
三
壬
辰
六
月
十
六
日
卒
業
(
後



漢
書
伝
巻
末
補
写
料
紙
)

天

保

ニ

辛

卯

仲

夏

七

日

—

了

1

同

校

(
一

一

藝

—

)

貫
考

以
康
熙
重
修
二
十
一
史
北
雍
本
一
校
(
晉
書
目
録
首
) 

戊
子
八
月
十
三
日
^ *
|
以
雍
本
同
校
(
同
卷
ニ
末
)

戊
子
仲
秋
十
九
日
以
南
北
雍
本
一
校\

貫

考

(
同
巻
八
末
)

戊
子
八
月
二
十
一
日
以
北
南
雍
本
一
校\

鱗

川

(
同
巻
一
〇
末
) 

文
政
十
二
己
丑歲

五
月
廿
三
日
校
合
卒
業
(
同
巻
三
〇
末
)

戊
子
九
月
廿
一
日
一
校
(
同
卷
四
六
末
)

戊
子
十
月
廿
四
日
一
校
了 

(
同

巻

六

◦

末

)

文
政
十
二
己
丑
歳
仲
夏
端
午
一
校
貫
考
(
同
巻
一
三
◦
末
)

文
政
十
三
年
仲
春
花
朝
前
一
日
卒
業
P
I#
同

校

(
南
史
卷
八
〇
末
)

常
重

以

康

熙

重

修

廿

一

史

北

板

本

校

合

^
: I

文
政
士
ー
一
年
土
月
廿
七
日

1
1

 

同

校

(北
史
巻
末
)

B -
救
ぬ 

下
村
貫
考

七
月
初
四
校
読
竣
功
(
五
代
史
巻
末
) 

r

晴
雪
斎\

図
書
記
」

(朱
長
方
.
後
漢
書
首
)
、
「
禎
祥\

黄
記
」
(朱 

長
双
円
.
南
斉
書
卷
七
第
二
葉
裏
)
、
「
呉
伊
仲\

蔵
書
」

(朱

方

.
隋 

書
)
、
「成
瀬\

当
職
」
(白
方
)
、
「
大
嶋\

寛
」
(白

方

.
史
記
首
一
〇 

冊
)
等
の
印
記
あ
り
。

京
都
大
学
文
学
部
蔵
大
ニ
四
〇
冊

(
B
la
9-1
)

第
一 

—

一
四
冊
史
記
一
四
冊 

第
三
九
—

五
四
冊
後
漢
書
一
六
冊 

第
六
五
—

八
八
冊
晋
書
ニ
四
冊 

第
一

o
五
—

一
一
o
冊
南
斉
書
六
冊 

第
一
一
七
—

一
二
〇
冊

陳

；

第
一
五
—

三
八
冊
漢
書
ニ
四
冊 

第
五
五
—

六
四
冊
三
国
志
一
〇
冊

第
八
九

〇
四
冊
宋
書
一
六
冊

第
一
ニ
ー
ニ
六
冊
梁
書 

六冊

第
一
四
一
ー
一
四
四
冊
北
斉
書
四
冊 

第
一
四
五
—

一
 

五

o
冊周#

六
冊

 

第
一
五
一
丄
六
ニ
冊
吟
書
ニ
ー
冊 

第
一
六
三
—
一
七
四
冊
南
史
一
二
冊 

第
一
七
五
—
一
九
四
冊
北
史
ニ

〇

冊 

第
一
九
五
—
二
三
四
冊
唐
書
四
〇
冊

第
二
三
五
—
ニ
四
〇
冊
五
代
史
六
冊

十
七
史
及
び
各
史
首
の
封
面
な
し
。

纔
に
欠
葉
補
写
葉
あ
り
。

張
能 

鱗
、
侯
于
唐
の
ニ
序
を
欠
く
。
「祖
父
手
沢\

子
孫
珍
蔵
」
(朱
方
)
の 

印
記
あ
り
。

十
七
史
は
順
治
年
間
の
補
修
が
成
る
に
従
っ
て
一
書
ご
と
単
行
頒
布
さ 

れ
た
で
あ
ろ
ぅ
し
、
全
史
の
補
修
完
了
後
も
、
全
書
揃
っ
て
同
時
に
印
刷 

さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
需
要
に
応
じ
て
各
史
ご
と
そ
れ
ぞ
れ
に
抽
印
さ 

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
元
来
同
時
に
印
行
さ
れ
た
も
の
で 

も
年
代
を
経
る
間
に
四
散
し
た
も
の
も
多
い
。
従
っ
て
現
在
諸
収
蔵
機
関 

に
は
単
行
本
の
形
で
配
架
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
以
下
の
諸
帙
は
そ 

の
内
で
も
早
印
本
の
部
類
に
入
る
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
史
記
大
一
二
冊
合
六
冊
(
G30
451
)

南
葵
文
庫
。
十
七
史
の
封
面
を
存
す
。
封
面
及
び
史
記
書
扉
左
下
方
に 

「毛
氏\

正
本
」
(朱
方
)
、
「
汲
古
\
閣
」
(
白
方
)

の
ニ
印
を
鈐
す
。
 

r

剛
堂\

図
書
」
(朱

方

•
徳
川
家
茂
)
、
「
紀
伊
徳
川
.
南
葵\

文
庫
」 

(朱
方
)
、
「学
習\

館
記
」
(朱
方
)
、
「
旧
和
歌
山
\
徳
川
氏
蔵
」
(朱 

方
)
の
印
記
あ
り
。

同
蔵
史
記
存
卷
二
三
丄
ー
ー
〇
、
六
一
ー
七

六

大

ニ

冊

(
G30
743
)

隋
書
存
卷
五
五
—
六

七

大

ニ

冊

(
I
T4S
)

「
史

四

(
八
)
」
「
隋

十

二

(
十
三
)
」
と
書
根
字
が
あ
る
。
史
記
に
は
墨 

句
点
、
眉
上
に
音
注
等
の
標
注
書
入
あ
り
。r

豊
壤\

後
人
」
(朱
方
)
、
 

r

趙
印
/
尚
綱
」

(
白
方
)
、
「
子\

章
」
(朱
方
)
、
「孓

世
/
銓
部
\
n



翰\

経
筵
」
(朱
方
)
、
「
鶴\

塘
」
(
朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

和

歌

山

大

学

附

属

図

書

館

蔵

漢

書

大

ー

五

冊

(
22B
6
)

封

面

左

下

方

に

「
毛
氏\

正
本
」
(
朱
方
)
、r

汲
古
\
閣
」
(
白
方
)

の 

ニ
印
を
鈐
す
。

一
部
朱
句
点
、

眉
上
に
校
語
等
の
書
入
が
あ
る
。

r

学 

習\

館
記

j

 

(
朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
漢
書
大
一
八
冊
合
六
冊
•
後
漢
書
大
一
八
冊 

合

六

冊

(
§
226

)

処
々
朱
句
点
圏
点
声
点
朱
引
等
の
書
入
、
眉
上
に
清
人
に
ょ
る
朱
墨
両 

筆
の
諸
書
ょ
り
の
引
抄
等
標
注
並
按
語
が
あ
る
。
漢

書

の

司

馬

相

如 

伝
、
公
孫
弘
卜
式
伝
、
東
方
朔
伝
、
韋
賢
伝
等
に
は
行
間
及
び
欄
脚
に 

文
選
、
史
記
、
宋
本
、
汪
文
盛
本
、
明
嘉
靖
南
監
本
等
と
の
校
合
金
日
入 

が
詳
密
で
あ
る
。
後
漢
書
の
一
部
に
も
嘉
靖
南
監
本
と
の
校
合
書
入
あ 

り
。r

滇
南
何
傅
巌
送
存
京
都\

前

門

内

願

学

堂

義

塾

」
(朱
長
方
) 

の
印
記
あ
り
。

同

蔵

後

漢

書

大

ニ

◦
冊

合

五

冊

(
G30
BBO

)

三
条
実
憲
寄
贈
本
。

「
青
蓮\

王
府
」
(朱
方
)
、

「
三
条
\
之
印
」

(朱 

方
)

の
印
記
あ
り
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
晋
書
大
ー
八
冊
(

1004
87
).宋
書
大
一
ニ
冊 

(100
86

)

田
中
文
庫
。
後
補
空
押
卍
つ
な
ぎ
茶
色
表
紙
、
外

題

は

「
晋

書

(
宋
書
) 

幾
」
と
、
右

肩

に

「
目
録\

本
紀
」
等
と
墨
書
さ
る
。
晋

書

首

の

「
晉 

書
本
伝
」
(
陳
寿
伝
)
及

び

「
節
録
宋
書
裴
松
之
伝
」
は
な
く
、
「
晉
書 

載
記
序
」
は
載
記
三
〇
巻
首
に
配
す
。

同

蔵

南

斉

書

大

六

冊

(

1〇〇4
80
)
.
陳

書

大

四

冊

(

1〇〇4
77
)
.
北

斉

書

大

四

冊

(
1004
14
)

田
中
文
庫
。
後
補
空
押
卍
つ
な
ぎ
香
色
表
紙
、
外

題

「
南
斉
書
幾
」
等 

と
墨
書
"
目
録
外
題
あ
り
。
「
八
霞\

山
房
」
(朱
方
)

の
印
記
。 

同

蔵

梁

書

大

六

冊

(

1004
74
)
.
南

史

大

ー

五

冊

(

1004
68
)

田
中
文
庫
。
後
補
縹
色
花
卉
文
様
錦
繡
裂
表
紙
、
外
題
は
朱
框
香
色
裂 

題

簽

に

「
梁

書

(
南
史
)
幾
至
幾
」

と
墨
書
。

封
面
無
し
。

「
八
霞\

 

山
房
」
(朱
方
)

の
印
記
。

天
理
図
書
館
蔵
五
代
史
大
七
冊
(

222
191
②
)

「
棲
鸞
堂\

図
書
記
」
(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。

3

〔
清
康
熙
末
雍
正
間
〕
印
本

前
掲
諸
本
よ
り
や
や
後
刷
の
本
に
な
る
と
、
弘
簡
録
ニ
五
四
卷
及
び
続

(
注
1 0
)

弘
簡
録
元
史
類
編
四
ニ
巻
が
付
印
さ
れ
「
二
十
一
史
」
と
称
し
て
通
行
し

w

o

i
ム
B
录

i

弓

祁

圣

屯

—
字

仲

徳

、
仁
和
の
人
。

明

正

徳M

ハ
〈
一
五
ニ

一
〉

年
の
進 

+
/
弓
儐
&
«
梦

召

結

尹

±
。
明
弘
治
四
<
1
四
九
ー
>
年
生
、
嘉
靖
四
四
<
|
五
六

勢

年

)
撰
。
宋
鄭
樵
の
通
志
を
継
承
し
、
唐
よ
り
金
に
至
る
九
代
の
歴
史

を
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
首
の
経
邦
四
世
の
孫
遠
平

i$
g

2

2 =

ヒ
1 5
ハ
士
^

の

「
重

刻

弘

簡

録

序

」

及

び

康

熙

ニ

七

(
ー

六

八

八

)
年

の

遠

平
の
子
鍚

蔭

の

「
重
刻
弘
簡
録
後
序
」
に
拠
れ
ば
、

こ
の
書
は
明
代
已
に

刊
行
さ
れ
て
い
た
が
明
末
、
家
蔵
の
書
板
と
も
に
焼
失
し
た
。
後
清
康
熙

一
八

(
一
六
七
九
)
年
、
遠
平
が
詔
を
奉
じ
て
明
史
纂
修
に
預
っ
た
際
に

幸
に
も
閩
中
に
於
て
一
本
を
購
得
す
る
を
え
、
そ
の
本
に
拠
っ
て
遠
平
自

ら
校
正
重
刊
し
た
も
の
が
本
版
で
あ
る
。
続
弘
簡
録
元
史
類
編
は
邵
遠
平

撰
。，
祖
経
邦
の
志
を
継
ぎ
元
一
代
の
事
跡
を
編
ん
だ
も
の
。
首
の
凡
例
に

「
是
編
成
於
康
熙
癸
酉
(
三
ニ
)
年
之
秋
、
進
呈
於
已
卯
(
三
八
)
之
春
」

と
あ
り
、
自

序

に

「
付
諸
剞
劂
蔵
於
家
、
以
示
後
起
者
」
と
あ
る
か
ら
、



此
の
両
書
は
康
熙
年
間
.の
刊
本
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
ま
た
、

こ
の 

両
書
の
乾
隆
以
後
の
印
本
は
、
高
宗
の
諱
を
避
け
、
封

面

題

字

のr

弘j  

字

をr
宏
」
と
改
め
、
本
文
巻
頭
内
題
或
は
版
心
題
等
に
頻
出
す
るr

弘
」 

字
の
末
画
が
ほ
と
ん
ど
遺
漏
な
く
削
去
加
修
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
加
修 

以
前
の
版
本
は
雍
正
以
前
に
印
行
さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
え
、
そ
れ
と
同 

時
に
合
印
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
以
下
に
挙
げ
る
十
七
史
諸
帙
は
康
熙
雍
正 

間
印
と
推
定
可
能
で
あ
る
。

こ
の
時
期
以
後
の
印
本
は
、
書
型
が
、
大
本
な
が
ら
や
や
小
振
り
と
な 

り
、
十
七
史
冒
頭
並
に
各
史
首
の
封
面
が
失
な
わ
れ
、

首
の
三
序
の
ぅ 

ち
、
銭
謙
益
の
序
の
み
を
残
し
、
張
能
鱗
、
侯
于
唐
の
序
を
欠
く
。
全
体 

に
板
木
の
損
傷
が
多
く
な
り
、
後
漢
書
目
録
の
第
七
.
八
葉
は
上
部
三
分 

の
一
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
上
下
二
つ
に
割
れ
、
上
半
部
分
は
第
七
葉
分
を
第 

八
葉
に
、
第
八
葉
分
を
第
七
葉
に
誤
っ
て
刷
印
さ
れ
、
以
後
嘉
慶
年
間
に 

こ
の
二
葉
が
改
刻
補
修
さ
れ
る
ま
で
、

こ
の
誤
謬
は
踏
襲
さ
れ
る
こ

と

に
 

な
る
。
ま
た
、
唐
書
首
の
総
目
•
刊
記
の
一
葉
が
欠
版
と
な
る
。

尚
、
本
来
三
国
志
首
に
ぁ
る
べ
き
「
晉
書
本
伝
」
(
陳
寿
伝
)
及

び

「
節 

録
宋
書
裴
松
之
伝
」
が
、
早
印
本
で
は
晉
書
首
に
置
か
れ
て
い

た

が

、

こ 

の
時
期
の
印
本
に
な
る
と
不
思
議
と
皆
一
様
に
陳
書
巻
頭
に
誤
綴
さ
れ
て 

い

る

。

内

閣

文

庫

蔵

十

七

史

大

三

〇
〇
冊

(
281
41
)
、
弘

簡

録

•
続
弘
簡
録

元

史

類

編

大

ー

〇
〇
冊

(
286
82
)

南
史
卷
三
九
配
鈔
。

第
一 

—

一

六
冊
史
記
一
六
冊 

第
四

七

—

六
六
冊
後
漢
書
ニ

O

冊 

第
七
九
—

一
〇
八

冊

晋

書

三

o
冊 

落
一
三
三
—
一
四
0
冊
南
斉
書
八
冊 

第

一

四

九
丄
五
ニ
冊
陳
書 

四

冊

第
一
七
—

四
六
冊
漢
書
三
〇
冊 

第
六
七
—

七
八
冊
三
国
志
ニ
ー
冊 

第
一
〇
九
—

一
三
ニ
冊
宋
書
ニ
四
冊 

第

一

四

一

ー

一

四

八

冊

梁

書 

八
冊 

第
一
五
三
—

一

七

六

冊

魏

書

ニ
！
！

冊

第
一
七
七
丄
八
ニ
冊
北
斉
書
六
冊 

第
一
八
九
—
ニ
◦
四
冊
南
史
一
六
冊 

第
二
ニ
九
—
ニ
四
四
冊
隋
書
一
六
冊 

第
二
九
三
—

三

o

o
冊
五
代
史
八
冊

第
一
八
三
—

一

八

八

冊

周

害 

六
冊 

第
二
〇
五
—
ニ
ニ
八
冊
北
史
ニ
四
冊 

第
二
四
五
—
ニ
九
ニ
冊
唐
書
四
八
冊

淡

茶

色

表

紙

(
ニ
五
.
四

\

ー
六
.
六龌

)
、
弘

簡

録

.
続
弘
簡
録
元
史 

類
編
は
十
七
史
と
は
別
に
配
架
さ
れ
て
い
る
が
、
装
訂
印
記
等
か
ら
み 

る

に

元
来
は
一
揃
い
の
も
の
で
あ
る
。
帙
も
同
種
で
と

も

に

「
滋
賀
県 

/
売
却
之
証
」
の
印
が
鈐
さ
れ
て
い
る
。
漢

.
晉

.
梁

.
陳

•
魏

.
北 

斉

.
南

.
北
史
等
諸
史
に
処
々
朱
句
点
校
語
標
注
等
の
書
入
あ
り
。
 

r

遵
義\

堂
\

図
書
」
(
朱
方
)
、
「
大
日
本\

帝
国\

固
書
」
(
朱
方
)
、
 

「
太
政
官
\
文
庫
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

東

京

都

立

中

央

図

書

館

蔵

欠

史

記

大

三

六

八

冊

(
222
K W
2
) 

五
代 

史
卷
ニ
五
1
三
ニ
配
鈔
。
佐
藤
立
軒
、
春
田
九
皐
等
校
本
。

第
一 

I

三
〇
冊

漢

書

三

〇
冊 

第
六

一

—

七
六
冊
三
国
志
一
六
冊 

第
二
三
—
一
四
ニ
冊
宋
書
三
〇
冊 

第
一
五
五
—
一
六
四
冊
梁
書
一
〇
冊 

第
一
七
ー
丄
ー
〇
六
冊
魏
書
三
六
冊 

第

二

一

五
—

ニ

--
三

冊

周

*

八
冊 

第
二
四
三
—
ニ
六
ニ
冊
南
史
ニ
〇
冊 

第
二
九
九
—

三
.五

八

冊

唐

書

六

〇
冊

第

三

一

丨

六

0
冊
後
漢
書
三
〇
冊 

第
七
七
—

一
一
ニ
冊
晋
書
三
六
冊 

第
一
四
三
—

一

五

四

冊

南

斉

書

一

二

冊 

第
一
六
五
—

一
七
〇
冊

陳

書
 

六
冊 

第
二
〇
七
—
ニ
ー
四
冊
北
斉
書
八
冊 

第
二
ニ
三
丄
一
四
一
一
冊
£
書

ニ

o
冊 

第
二
六
三
—
ニ
九
八
冊
北
史
三
六
冊 

第
三
五
九
—

三

六

八

冊

五

代

史

一

〇

冊

河
田
文
庫
。
南
斉
書
首
の
総
目
.
刊

記

及

びr

甫
斉
書
序
」
は
南
史
末 

に
誤
綴
。
ほ
と
ん
ど
全
史
に
わ
た
っ
て
朱
墨
の
句
点
、
眉

上

に

或
 

は
銭
大
昕
等
諸
家
よ
り
の
引
抄
書
入
が
あ
る
。
漢
書
巻
四
巻
末
に
朱
筆 

で

「
安
政
五
年
戊
午
六
月
十
四
日
読
了 

立
軒
榥
」
と
読
書
識
語
、
 

唐
書
卷
ー
ー
末
に
朱
筆
で
「
門
人
春
田
麗
読
」

同

卷

ー

六

末

に

「5
:
人 

春
田
翯
校
読
」
と
校
読
識
語
、
ま
た
後
漢
書
第
二
六
冊
見
返
(
志
首
) 

に
銭
大
昕
十
駕
斎
養
新
録
の
一
条
を
引
き
按
語
を
付
し
末
に
「
明
治
壬 

午

(
一
五
年
)
端
五 

罷
識
」
と
墨
書
、
三
国
志
卷
四
五
末
に
は
「
明



治

庚

辰

(
三
七
£

二
月
念
八
日
年
省
慮
弟
譽
校
柳
莊

J

と
朱
の
校 

読
識
語
が
あ
る
。

佐
藤
立
軒
、
名
は
榥
、
新
九
郎
と
称
す
。

一
斎
の
第
三
子
。
明
治
一
八 

(
一
八
九
ニ
)
年
没
。
春
田
翯
、
九

皐

.
葆
真
庵
と
号
す
。
佐
藤
一
斎 

の
門
人
。
文

久

ニ

(
一
八
六
ニ
)
年
歿
、

享
年
五
十
一
。

「
愛
日
楼
蔵 

弄
」
(朱
長
方
)
、

「
風
自
楼
蔵
弄
」
(
朱
長
方
)
、

「
愛
警
廬
珍
襲
」

(
白 

長
方
)
、
「
深
青
書\
巣
架
蔵
」
(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。
佐
藤
一
斎
、
 

立
軒
、
河
田
迪
斎
通
蔵
。

尚

、

同

文

庫

架

蔵

の

弘

簡

録

八

ニ

冊

(

222
KW

4
)
及
び
続
弘
簡
録
元
史 

類

編

ニ

〇

冊

(
222
KW

5
)
は
、

同
じ
く
一
斎
、
立
軒
、
迪
斎
遁
蔵
本
で 

同
様
の
印
記
を
有
す
る
が
、
元
来
は
此
の
十
七
史
と
は
別
行
の
補
配
本 

で
あ
る
。
即
ち
、
弘
簡
録
第
二
至
三
◦
冊
は
、
弘
字
末
画
を
欠
く
乾
隆 

修

本

で

「
東
敷
山
\
青
龍
院
」

(
白
長
方
)

の
印
記
を
有
し
、

弘
簡
録 

第
三
一
冊
以
下
及
び
続
弘
簡
録
元
史
類
編
全
帙
は
未
修
の
康
熙
刊
本
で 

「
思
永
館
」

(朱
円
)

の
印
記
を
有
し
伝
来
を
異
に
す
る
。

弘
簡
録
首 

冊
は
補
写
で
原
首
目
を
輯
め
末
に
「
明
治
十
一
年
三
月
借
寧
海
冢
子
蔵 

書
\
托

松

平

南

泉

補

写

柳

荘

罷

記

」

の
識
語
が
あ
る
。

神

宮

文

庫

蔵

欠

後

漢

書

.
晉
書
卷
一
〇
三
1
五

.
弘
簡
録
首
七
ニ
巻
。
 

史
記
ニ
◦
冊

(
五
こ
ニ
い
翻
)
.
漢
書
四
◦
冊

(
同
ろ
腺
)
.
三
国
志
一 

ニ

冊

(
同
ろ
1913
)
.
晉

書

三

九

冊

(
同
ろ酿

)
.
宋

書

三

〇

冊

(
同
ろ 

腿

)
.
南

斉

書

ー

ニ

冊

(
同

ろ

1991
)
*
梁

書

八

冊

(
同

ろ

2016

)
.
陳
書
六 

冊

(
同
ろ
觸
)
.
魏

書

三

六

冊

(
同
ろ
顧
)
.
北

斉

書

八

冊

(
同
ろ
2002
). 

周

書

八

冊

(
同

ろ1919
)
.
隋

書

ニ

〇

冊

(
同

ろ

腿

)
.
南

史

ニ

〇

冊

(
同 

ろ丽

)
.
北

史

三

〇

冊

(
同
ろ
觀
)
.
唐

書

六

〇

冊

(
同
ろ
^

.

五
代

史

ー

〇

冊

(
同
ろ
_
)
.
弘

簡

録

七

〇

冊

(
同
い
腿
)
.
続
弘
簡
録
元
史 

類
編
ニ
〇
冊

(
同
ろ
圈
)

各
史
別
々
に
配
架
さ
れ
て
い
て
十
七
史
と
し
て
纏
っ
て
は
い
な
い
が
、
 

装

訂

•
印
記
等
か
ら
み
て
同
文
庫
目
録
第
五
門
歴
史
部
門
に
著
録
さ
れ 

て
い
る
以
上
の
諸

書
は
元
来
は
一

揃
の
も

の

と

認

め

ら

れ

る

。

銭
序
末 

に

「
天

保

壬

辰

(
三
年
一
八
三
ニ
)
九
月
望
開
読
護
屋
紀
中
倫
\
藍
句 

者
星
渚
江
先
生
也
」
と
、
ま
た
史
記
卷
四
末
に
「
九
月
十
九
日
句
畢
此 

本
止
于
此\

次
読
後
漢
書
」

と
朱
の
校
読
識
語
が
あ
る
。

「
素
読
所\

 

図
書
記
」
(朱
長
方
)
、
「
星
渚\

書
房
」
(
白
長
方
)
、
「
林
崎
文
庫
」
(朱 

長
方
)
、
「
神
宮\

教
院
」
(朱
方
)

の
印
記
。

次
に
掲
げ
る
三
本
は
、
晋
書
巻
一
一
九
第
九
•
一
 

〇

葉

の

二

葉

を

欠 

く
。
更
に
後
刷
の
本
に
な
る
と

こ

の

二
葉
は
覆
刻
補
修
さ
れ
る
。

蓬

左

文

庫

蔵

十

七

史

三

〇
〇
冊

(
125
1
)
•
弘
簡
録
八
〇

冊

(
125 

U

) 

•
続

弘

簡

録

元

史

類

編

ニ

〇
冊

(125
ロ
)

第
一 

ー

一
六
冊
史
記
一
六
冊 

第
四
七
—

六
六
冊
後
漢
書
ニ

o
冊 

晋
書
三
〇
冊

第
一
七

四
六
冊

第

七

九

—

一
〇

八
冊 

第
一
ニ
九
—

一
三
八
冊 

第
一
四
七
—

一
五
o
冊 

第
一
七
五
—

一
八
o
冊 

第
一
八
九
—

ニ
〇

四
冊 

第

二

ニ

九

丄

三

四

冊 

第
二
九
三
—

三
〇
〇
冊

南
斉
書 

陳
書 

北
斉
書 

南
史 

隙
書 

五
代
史

〇
册 

四
冊 

六
冊 

六
冊 

六
冊 

八
冊

第
六
七
—

七
八
冊 

第
一
〇

九
—

一
二
八
冊 

第
一
三
九
1

1

四
六
冊 

第
一
五
一
ー
一
七
四
冊 

第
一
八 

一
—

一
八
八
冊 

第
二〇

五
—

ニ
ニ
八
冊 

第
二
ニ
五
丄
一
九
二
冊

漢
書
三
〇
冊 

三
国
志
一
二
冊 

宋
書
ニ
〇
冊 

梁
書 

八
冊 

魏
書
ニ
四
冊 

周
*

八
冊

 
北
史
ニ
四
冊 

唐
*

四
八
冊

漢
書
巻
二
八
上
第
二
七
葉
料
紙
に
「
開
泰
号
」
、

晋
書
巻
一
一
ニ
第
五 

葉

料

紙

に
r

孟
徳
源
号
本
\
廠
選
料
放
筐
」

の
牌
号
を
存
す
。

「
開
泰 

号
」

の
印
は
次
掲
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
の
魏
書
卷
ニ
四 

第
二
二
葉
、

隋
書
卷
七
一
第
一
四
葉
等
に
も
見
留
め
ら
れ
る
。

「
尾
府



\

内
庫\

図
書
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
大
三
ニ
〇
冊

(
史

1
1
2
)

第
一 

ー

ニ
〇
冊

史

記

ニ

〇
冊 

第

五

一

ー

七
〇
冊

後

漢

書

ニ

o
冊 

第

八

三

—

一

一

ニ

冊

晋

書

三

o
冊 

第
一
三
三
—

一
四
ニ
冊
南
斉
書

l
o
冊 

第
一
五
一
—

一
五

四

冊

陳

書 

四
冊 

第
一
八
五
—

一
九
〇
冊

北

斉

書

六

冊
 

第
一
九
九
—
ニ

ー

八

冊

隋

書

ニ

〇
冊 

第
二
三
九
丄
一
六

一

一

冊

北

史

ニ

四

冊 

第
三
一
三
—
三
ニ
〇
冊

五

代

史

八

冊

第
二

一

—

五〇
冊

漢

書

三

〇

冊
 

第

七

一
—

八
ニ
冊
三
国
志
一
二
冊 

第
一
一
三
—

一
三
ニ
冊
中
：書

三

〇
冊 

第

一

四

三

—

一

 
五〇
冊
梁
書

 

八
冊 

第
一
五
五
—

一

八

四

冊

魏

書

三

〇
冊 

第
一
九

一
—

一
九
八
冊
周
書 

八
冊 

第
二
一
九
—
二

三

八

冊

南

史

ニ

〇
冊 

第
二
六
三
—
三

一

二

冊

唐

書

五

o
冊

弘

簡

録

.
続
弘
簡
録
元
史
類
編
の
付
印
は
な
い
。
南
斉
書
末
葉
裏
の
料 

紙
剪
去
、
従
っ
て
宋
曾
輩
等
の
校
定
上
書
叙
録
を
欠
く
。

天

理

図

書

館

蔵

史

記

一

六

冊

(

222
459
)
.
漢

書

ニ

四

冊

(

222
461
) 

•
後

漢
 

書

ニ

〇

冊

(222
10T
③
)
•

三

国

志

一

二

冊

(222
37
③
)

.
晉

書

三

〇

冊 

(
222
術

)
.
朱

書

ニ

〇

冊

(

222
1T9
③

)
.
南

杳

書

ー

〇

冊

(

222
173
②
)

•
梁 

書

八

冊

(222
4TB
)

.
陳

書

四

冊

(
222
185
②
)

•
魏

書

ニ

四

冊

(
m

m

)
. 

北

斉

書

六

冊

(
222
183
②

)
.
周

書

八

冊
(

m

m

②
)

•
隋

書

一

六

冊

(
222 

129
②
)
.

南

史

一

六

冊

(
222
1T5
③
)
.
北
史
三
〇
冊

(

m

m

③
)
.
唐
書 

四

八

冊

(222
489
)
.
五

代

史

八

冊

(

222
491
X

弘
簡
録
七
九
冊
.
続
弘
簡 

録

元

史

類

編

ニ

◦

冊

(

222
M

②
)

晋
書
の
総
目
.
刊
記
葉
を
欠
く
。
「
五
代
史
記
序
」
を
唐
書
末
に
誤
綴
。
 

本
帙
も
各
史
単
行
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
正
史
類
の
諸
書
に
入
り
雑
っ
て 

配
架
さ
れ
て
い
る
が
、

河
内
岡
田
氏
の
旧
蔵
書
で
、

「
河
内\

岡
田
\ 

文
庫
」
(朱
方
)
、
「
河
陽
岡
村\

岡
田
氏
蔵
」
(朱
長
方
)

の
印
記
を
有 

す
る
。
他

に

「
香
雲
書
\
屋
蔵
章
」
(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。

同

蔵

朱

書

ニ

〇
冊

(m
m

)
.
南
蒼
書
一
〇
冊

(m

m

) 

•
梁
書
八
冊

(
222
H9
) 

•
陳

書

四

冊

(

222
185
) 

•
北

斉

書

六

冊

(

222
183
) 

•
周
書
八
冊 

(
222
S

)

.
隋

書

一

一

0

冊

(222
189
)

広
池
千
九
郎
寄
贈
本
。
「
広
池\

蔵
書
」
(朱
方
)

の
印
記
。
此
の
七
史 

は
広
池
氏
の
旧
蔵
本
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
印
行
さ
れ
た
本
の
取 

合
せ
本
で
あ
る
。
但
、
隋
書
ニ
〇
冊
の
ぅ
ち
後
一
〇
冊
は
や
や
後
出
の 

印
本
で
補
配
さ
れ
、
第

一

九

.
ニ
〇
冊
末
の
護
紙
に
一
八
七
七
(
清
光 

緒
三
)
年
一
二
月
八
日
上
海
八
仙
橋
東
林
華
書
院
発
売
の
万
国
公
報
の 

首
頁
が
用
い
て
あ
る
。
同
書
前
一
〇
冊
に
は
一
部
朱
の
書
入
が
あ
り
、
 

各
冊
の
後
表
紙
に
は
「
松
下
村
塾
」
「
松
下
塾
用
」
等
の
題
署
が
あ
る
。
 

第
九
冊
後
表
紙
に
「
本
号
定
廠荆

\

川
太
史
紙
」

の
牌
号
を
存
す
。

静

嘉

堂

文

庫

蔵

漢

書

ニ

四

冊

(

40
25
)
.
後

漢

書

ニ

四

冊

(

40
30
)

田
中
賴
庸
旧
蔵
。
後
漢
書
巻
四
〇
上

•
四

二

.
四

四

.
四

五

.
四
六
首 

二
葉
並
配
鈔
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
後
漢
書
ニ
〇
冊
合
一
〇
冊

(
§
510

)

巻
四
〇
上

.
四

ニ

•
四

四

.
四
五
の
首
二
葉
は
新
補
料
紙
四
葉
を
用
い 

て
補
写
、
朱
青
の
句
点
、

眉
上
に
校
語
等
の
書
入
。

徳

川

•
南 

葵\

文
庫
」
(
朱
方
)
、
「
学
習\

館
記
」
(
朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

天

理

図

書

館

蔵

朱

書

ニ

〇

冊

(

222
179
②
)

松
平
定
信
旧
蔵
。
総

目

•
刊
記
の
葉
を
欠
く
。
「
越
溪
文
庫
」
(長
方
)
、
 

「
立
教
館\

図
書
印
」
(朱
長
方
)
、
「
桑
名
」
(朱
円
)

の
印
記
あ
り
。

大

東

急

記

念

文

庫

蔵

南

史

ニ

〇
冊

(
1
24
20丽

)

頼
山
陽
手
沢
本
。

眉
上
に
墨
筆
の
校
字
書
入
あ
り
。

「
山
陽\

外
史
」 

(
白
方
)
、
「
頼
襄
\
之
印
」
(
白
方
)
、
「
頼
襄
\
之
印
」
(朱
方
)

の
印 

記
あ
P

O



国
会
図
書
館
蔵
南
史
ニ
〇
冊

(
2
2
2
.
0
4
6
-
R
2
1

n
-
@
)

内

閣

文

庫

蔵

北

史

ニ

四

冊

(

280
83
)

昌
平
坂
学
問
所
本
。
わ
ず
か
に
補
写
葉
あ
り
。
巻
一
八
第
一
ニ
葉
料
紙 

に

「福
建
童
光
大
号\

本
廠
監
製
名
紙
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。
墨
筆
の 

句

点

.
訓
点
、
眉
上
に
南
監
本
及
び
魏
書
、
北
斉
書
、
周
書
、
隋
書
等 

と
の
校
勘
書
入
が
あ
り
、
後
更
に
そ
の
書
入
に
朱
筆
で
訂
正
が
施
さ
れ 

て
い
る
。
巻
一
尾
題
前
に
墨
筆
で
「
丙
寅
九
月
廿
五
日
読
畢
丁
郊
五
月 

十

八

日

晚

校

樵

」.
と
、
卷
ニ
末
に
「
丙
寅
九
月
二
十
七
日
夜
施
点
下 

句
読
畢
同
二
十
八
日
夜
重
校
(
「
同
」

字
以
下
右
傍
に
朱
筆
で
『
丁
卯 

五
月
十
九
日
二
更
半
校
完
』

と
訂
正
)
」

等
と
毎
巻
末
に
校
読
識
語
が 

あ
り
、
卷
ー
〇
〇
末

の

「
丁
卯
五
月
十
七
日
午
後
読
畢
\
同
十
一
月
十 

八

日

校

柴

樵

」
に
及
ん
で
い
る
。
此
の
識
語
よ
り
、
丙
寅
九
月
廿
五 

日
よ
り
翌
丁
卯
五
月
十
七
日
に
至
る
ほ
ぼ
八
ケ
月
の
間
に
句
点
.
訓
点 

が
施
さ
れ
、
同
年
同
月
翌
日
よ
り
直
ち
に
校
合
及
び
訓
点
の
訂
正
が
始 

め

ら

れ
、
六
ケ
月
を
総
て
同
年
十
一
月
十
八
日
に
完
了
し
た
こ
と
が
知 

ら

れ

る
。

「樵
」

「柴
樵
」

と
は
横
山
儋
人
か
。
儋
人
、
名
は
樵
。
儋 

人
は
そ
の
号
、
江
戸
の
儒
者
、
古
賀
精
里
の
門
に
学
び
、
昌
平
黌
に
入 

り
、

一
年
足
ら
ず
の
内
に
二
十
ニ
史
を
通
覧
し
た
と
い
わ
れ
る
。
文
化 

元
年
学
問
所
の
出
役
に
抜
擢
さ
れ
、

同
七
年
九
月
十
六
日
歿
す
。

丙 

寅

.
丁
卯
は
文
化
三
.
四
年
で
あ
ろ
ぅ
。
各
冊
末
に
「享
和
辛
酉
」
の 

朱
印
が
あ
り
、
「
昌
平
坂
\
学
問
所
」

(
墨
長
方
)
、
「浅
草
文
庫
」
(朱 

長
方
)
、
「
日
本\

政
府\

図
書
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

4

〔
清
乾
隆
間
〕
印
本

以
下
に
掲
げ
る
諸
帙
が
乾
隆
印
本
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
同
時
に
合
印

頒
行
さ
れ
た
弘
簡
録
及
び
続
弘
簡
録
元
史
類
編
中
に
み
え
るr

弘
」
字
の

末
画
が
、
高
宗
乾
隆
帝
の
諱
を
避
け
て
削
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
銭
謙

益

のr

汲
古
毛
氏
新
刻
十
七
史
序
」
を
欠
く
こ
と
と
に
拠
る
。

銭
謙
益
と
毛
晉
と
の
交
友
が
深
か
っ
た
こ
と
は
緒
言
で
ふ
れ
た
が
、
そ

の
因
縁
で
謙
益
は
十
七
史
、
十
三
経
に
序
文
を
贈
っ
て
い
る
。
明
末
^
^

に
か
け
て
政
客
と
し
て
或
は
文
人
、
経
学
者
と
し
て
声
名
髙
か
っ
た
謙
益

で
あ
る
が
(注
2
参
照
)
、
康

熙

三

(
一
六
六
四
)
年
に
歿
し
て
後
百
年

に
及
び
、
乾
隆
帝
は
謙
益
の
文
学
所
論
を
悉
く
抹
殺
し
ょ
ぅ
と
し
て
著
作

の
全
て
を
禁
燬
の
対
象
と
し
た
。
著
書
の
み
な
ら
ず
、
諸
書
に
引
か
れ
た

彼
に
関
す
る
記
述
、
批
語
評
論
は
も
と
ょ
り
そ
の
姓
名
を
も
全
て
抽
燬
さ

れ

る

と

い

ぅ

徹
底
し
た
禁
圧
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
謙
益
所
撰
の
序
跋
の
類

(

注
13
)

も
尽
く
掃
済
さ
れ
た
。
乾
隆
三
四
(
一
七
六
九
)
年
六
月
丙
辰
の
上
諭
で 

は
、
彼
の
全
集
で
あ
る
初
学
集
及
び
有
学
集
の
印
本
は
お
ろ
か
板
木
ま
で 

も
尽
く
徽
出
し
片
簡
を
も
留
む
る
を
許
さ
ず
と
下
令
さ
れ
て
い
る
。
彼
の 

所
論
に
清
朝
を
緋
謗
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
.さ
れ
て
い 

る
が
、
軽
々
に
両
朝
に
仕
え
た
「
武
臣
」
と
し
て
、
人
品
低
劣
な
る
首
悪

(注
14
)
 

. 

' 

と

し

て

激
し
く
非
難
さ
れ
、
以
後
百
五
十
年
清
末
に
ま
で
こ
の
禁
令
は
効

力
を
有
し
た
。
十
七
史
に
つ
い
て
も
、r

応
将
第
九
頁
銭
謙
益
序
文
鏟
燬
、
 

余
書
聴
其
行
世
」

(
資
送
違
碍
書
目
清
乾
隆
末
年
江
寧
布
政
使
刊
)

と 

謙
益
序
抽
燬
の
発
令
が
な
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
時
期
以
後
の
印
本
は
全 

て
謙
益
の
序
文
を
欠
く
。
只
、
こ
の
発
令
の
精
確
な
る
年
月
日
に
つ
い
て 

は
未
詳
。
な
お
、
こ
の
乾
隆
期
の
印
本
と
み
ら
れ
る
も
の
は
謙
益
序
の
み 

な
ら
ず
、
張
能
鱗
、
侯
于
唐
の
序
文
を
も
欠
く
の
を
常
と
す
る
。
板
木
の 

損
傷
は
さ
ら
に
進
み
、
後
漢
書
志
巻
一
の
第
五
.
六
葉
、
北
斉
書
卷
ニ
ニ



第

七

•
八
葉
等
に

3

〔
康
熙
雍
正
閬
〕
印
本
の
後
漢
書
目
録
第
七
•
八
葉 

に
見
ら
れ
た
と
同
様
の
断
板
誤
刷
が
あ
る
。
ま

た

前

掲

蓬

左

文

庫

蔵

本 

(
125
1
)
等
で
欠
葉
と
な
っ
て
い
た
晋
書
卷
ー
一
九
第
九
•
一
 

〇
葉
が
、
 

原
板
に
拠
る
か
な
り
忠
実
な
覆
刻
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

十

七

史

三

〇
〇
冊

•
弘
簡
録
八
〇
冊

•
続
弘
簡
録
元

史

類

編

ニo

冊

(
M
17
)

第
一

第
四
七

I 

H

ハ冊 

丨
六
六
冊 

第

七

七

—

一
 

〇

六
冊 

第
ニ
ー
七
—

一
三
六
冊 

辑

一
四
五
—

一
四
八
冊 

第

一

七

三

丄

七

八

冊 

第
一
八
七
—

ニ
〇

ニ
冊 

第
二
一
九
—

ニ
四
ニ
冊 

第
二
九
一
—

三
〇
〇
冊 

第
三
八
一
—

四
〇
〇
冊

史
記
一
六
冊 

後
漢
書
ニ
〇
冊 

晋
軎

三

〇
冊 

南
斉
書
一
〇
冊 

陳
書 

四
冊 

北
斉
書
六
冊 

隋
書
一
六
冊 

龙

史
ニ
四
冊

続
弘
簡
録
元
史
類
編
ニ
〇
冊

第
一
七
—

0
六
冊 

第
六
七
—

七
六
冊 

第
一
〇
七
—

一
二
六
冊 

第
一
三
七
丨
一
四
四
冊 

第

一

四

九

丄

七

ニ

冊 

第
一
七
九
丄
八
六
冊 

第
二

O

三
—

ニ
一
八
冊 

第
二
四
三
—

ニ
九
〇
冊 

第
三
〇

一
ー
三
八
〇
冊

漢
書
三
〇
冊 

三
国
志 
一

o
冊 

宋
書
ニ
〇
冊 

梁
書 

八
冊 

魏
書
ニ
四
冊 

周
書 

八
冊 

南
史
一
六
冊 

唐
書
四
八
冊 

弘
簡
録
八
〇
冊

宋
書
第
九
冊
後
表
紙
料
紙
に
「
華
封
字
号
」
の
牌
号
を
存
す
。
漢

書

.
 

三
国
志
•
周

書

•
北
史
等
に
和
刻
本
•
明
南
監
本
等
と
の
校
合
書
入
が 

み
ら
れ
る
。
「
樽
氏\

蔵
書
」
(朱

方

•
漢
書
の
み
)
、
「
式
部\

寮
印
」 

(朱
方
)
等
の
印
記
あ
り
。

岩

瀬

文

庫

蔵

十

七

史

ニ

九

四

冊

弘

簡

録

•
続
弘
簡
録
元
史
類
編
一
〇

一

冊

(S

1
)

第
一 

I 

H

ハ
冊 

第
四
七
—

六
六
冊 

第
七
九
丨
一
〇
ニ
冊 

第
ニ
ー
三
—

ー
三
ニ
冊 

第
一
四
一
丨
一
四
四
冊 

第
一
六
九
—

一
七
四
冊 

第
一
八
三
—

一
九
八
冊 

第
二
ニ
三
丄
一
三
八
冊 

第
二
八
七
—

ニ
九
四
冊

史
.記

一

六

冊
 

後
漢
書
ニO

冊 

晋
書
ニ
四
冊 

南

斉

書一

〇
冊

第
一
七

四
六
冊

陳
書

北
斉
書 

南
史 

陪
書 

五
代
史

四
冊

六
冊 

六
冊 

六
冊 

八
冊

第
六
七
丨
七
八
冊 

第
一
0

三
丨
一
ニ
ニ
冊 

第

一

三
三
—

一
四
〇
冊 

第
一
四
五
—

一
六
八
冊 

第
一
七
五
—

一
八
ニ
冊 

第
一
九
九
—

ニ
ニ
ニ
冊 

第
二
三
九
—

二
八
六
冊

漢
書
三
〇
冊 

三
国
志
一
二
冊 

朱

書

ニ

.〇
冊 

梁
書 

八
冊 

魏
書
ニ
四
冊 

周
書 

八
冊 

北
史
ニ
四
冊 

唐
書
四
八
冊

行
遁
修
零
本
を
以
つ
て
補
配
(
書
名
の
み
の
封
面
が
あ
り
、
上
注
表
、
 

巻
一
第
一
—
六

.
ニ

ー

.
ニ

ニ

•
ニ
五
丄
一
八
葉
、
巻

ニ

第

一

*

一
葉 

が
改
刻
補
修
さ
れ
て
い
る
)
。

ま
た
晉
書
ニ
四
冊
は
別
行
十
七
史
零
本 

を

以

つ

て

補

配

(
外
題
が
他
冊
と
異
な
り
「
十
七
史
晉

J

と
題
署
さ 

れ
、
書
型
も
相
違
)
。

三
史
に
朱
筆
書
入
周
密
。

朱

•
青
筆
の
句
点
書 

入
あ
り
。

以
下
の
諸
峡
は
、
こ
れ
ま
で
晋
書
或
は
陳
書
首
に
誤
置
さ
れ
て
い
た 

r

晉
書
本
伝
」
(
陳
寿
伝
)
及

び

「
節
録
宋
書
裴
松
之
伝
」
を
三
国
志
首
に 

改
配
す
。

斯

道

文

庫

蔵

欠

史

記

、
漢
書
巻
九
九
下
*

〇
〇
、
唐
書
«

〔元
大
徳
九 

年
建
康
路
儒
学
〕
刊
明
南
京
国
子
監
.
清
江
寧
府
学
通
修
本
。

B 

三
国
志
一
六

.

B

外

題

は

「
(
史
名
)
幾
」
と
墨
書
。
三
国
志
第
一
冊
(
首
至
卷
ニ
)
は
別

漢

書

三

九

冊
(

§
5
4
)
.

後

漢

書

ニ

四

冊
(
S
5
5
)

冊

(
§
5
6
).

晋

書

四

〇

冊
(
g
5
7
)
.
宋

書

三

六

冊

(
1
5
8
) 

•

南

斉

書

ー

〇

冊

(
1
5
9 
) 

•
粱
書
一
〇
冊
(
1

5
10
) 

•
陳

書

四

冊

(
的

5
11
)
.
魏

書

三

◦

冊
(

§
5

12
) 

•
北

斉

書

八

冊

(
f

 
5
13
)
.
周
書
八 

B

*

B

 

B

 

冊

(
S
5
14
) 

•
南

史

ニ

〇

冊

(
3
5
15
-
此

史

四

〇

冊

(
|
5
16
)
.

隋

書

ニ

〇

冊

(1

5
17
).

唐

書

四

四

冊
(

1

518
)
.
五

代

史一

〇

冊

(
09B
5
19
)

弘
簡
録
八
〇
冊

(
§
5

20
)
.
続

弘

簡

録

元

史

類

編

ニ

〇 

ャ

B 

ャ 

冊

(
S

 
5
21
)

安
井
息
軒
手
沢
本
。
晉
書
卷
一
三
〇
第
五
葉
及
び
南
史
卷
七
九
第
六
葉 

料

紙

に

r

汪
星
聚
号
本
\
糟
選
料
加
重
」
、

，弘
簡
録
卷
二
三
第
二
〇
葉



料

紙

に

「
新
安
羅
元
\
泰
号
功
記
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。
漢

書

•
後
漢 

書

•
晋
書
等
一
部
に
朱
引
.
朱
句
点
圏
点
並
に
息
軒
手
書
朱
墨
の
校
語 

等
書
入
あ
り
。
「
班
竹
山
房
」
(朱
長
方
)
、
「
班
竹\

山
房
」
(
白
方
)
、
 

「
班
竹
山
房\

蔵
書
記
」
(朱
長
方
)
の
印
記
あ
り
。

蓬
左
文
庫
蔵
十
七
史
三
〇
〇
冊

(
38
1
)
•
弘
簡
録
八
◦
冊

(
38
2
) •  

続
弘
簡
録
元
史
類
編
(
38
CO)

各
史
分
冊
の
次
第
は
前
記
同
文
庫
蔵
本
(
125
1

)
に
同
じ
。
尾
崎
良
知 

旧
蔵
、
「尾
崎
氏\

蔵
書
記
」
(朱
長
方
)
の
印
記
あ
り
。

東
洋
文
庫
蔵
欠
隋
書
卷
七
九
—
八
五
、
十
七
史
ニ
九
九
冊
(
n
l
3
)
. 

弘
簡
録
八
〇
冊

(
n
4

26
i) 
•
続
弘
簡
録
元
史
類
編
ニ
◦
冊

(
n
4

27
)

第
一 

第
四
七

一
六
冊 

六
六
冊

第

七

七

—

一
〇

六
冊 

第
一
ニ
七
—

一
三
六
冊 

第
一
四
五
—

一
四
八
冊 

第
一
七
三
丨
一
七
八
冊 

第
一
八
七
丄
ー
〇

一
冊 

第
二
一
八
丄
一
四
一
冊 

第
二
九
ニ
ー
ニ
九
九
冊

史
記
一
六
冊 

後
漢
書
ニ
〇
冊 

晋
書
三
〇
冊 

南

斉

書

一

〇
冊 

陳
書 

四
冊 

北
斉
書
六
冊 

隋
書
一
五
冊 

北
史
ニ
四
冊 

五
代
史
八
冊

第
一
七
—

四
六
冊 

第
六
七
1

七
六
冊 

第
一
〇
七
—

ニ
一
六
冊 

第
一
三
七
丨
一
四
四
冊 

第
一
四
九
—

一
七
ニ
冊 

第
一
七
九
丨
一
八
六
冊 

第
二
〇

ニ
ー
ニ
一
七
冊 

第
二
四
ニ
丄
一
九
一
冊

漢
書
三
〇
冊 

三

国

志

一

〇
冊

宋
書 

梁
書 

魏
書 

周
書 

南
史 

唐
書

ニ
〇
冊 

八
冊 

ニ
四
冊 

八
冊 

一
六
冊 

五
〇
冊

史
記
及
び
漢
書
に
封
面
が
あ
り
、

「
琴
川
毛
氏
訂
正
\
史

記

(
漢
書
は 

「前
後
漢
書
」
)\

汲
古
閣
蔵
板
」
と
。

一
部
朱
点
朱
引
、
ま
れ
に
返
点
.
 

送
り
仮
名
(唐
書
)
の
書
入
、
ま
た
眉
上
に
朱
墨
の
校
語
等
の
書
入
が 

あ
る
。r

聖
護
\
院
蔵\

書
記
」
(朱
円
)
、
「
龍
川\

氏
\

図
書
\

之 

記
」
(朱
方
)
の
印
記
あ
り
。

封

面

に

「
汲
古
閣
蔵
板
」
と
み
え
る
が
、
こ
の
本
の
印
行
時
な
お
汲
古 

閣
に
板
権
が
あ
っ
た
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
印
面
汚
損
し
他
本
と
比
較 

し

て

も

乾
隆
後
期
な
い
し
は
末
期
の
印
本
と
み
な
さ
れ
る
。
康
熙
年
間

に
は
既
に
汲
古
閣
の
刻
板
は
四
散
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
(
陶
湘
"
明 

毛
氏
汲
古
閣
刻
書
目
録
)
、
こ
の
封
面
は
坊
間
書
肆
の
偽
製
で
あ
ろ
ぅ
。
 

東

京

大

学

総

合

図

書

館

蔵

欠

後

漢

書

.
三

国

志

.
唐

書

史

記

ニ

◦
冊 

(
§
100

)
.
漢
書
三
〇
冊

(
§
90
)
.
晉
書
三
〇
冊
合
一
〇
冊

(
§
99
)
.
 

宋
書
ニ
〇
冊

合

七

冊

(
G 30
1O1
)
.
南
杳
書
ー
◦
冊

合

三

冊

(
GS0
51
)

.
梁
 

書

八

冊

合

三

冊

(
§
103

) 

•
陳

書

四

冊

合

一

冊

(
§
39
) 

•
魏
書
三
〇
冊 

合

一

〇

冊

(
1
89
) 

•
北

斉

書

六

冊

合

ニ

冊

(
§
41
) 

•
周
書
八
冊
合
ニ 

冊

(
1
27
) 

•
隋
書
ニ
〇
冊

合

六

冊

(
§
102
)
.
南

史

ニ

〇

冊

合

六

冊 

(
G 30
98
)
.
北

史

ニ

四

冊

合

九

冊

(
§
84
)
.
五

代

史

八

冊

合

ニ

冊

(
G 30 

46
) 

•
弘

簡

録

六

四

冊

合

ニ

〇

冊

(
§
83
)
.
続
弘
簡
録
元
史
類
編
一 

六
冊
合
六
冊

(
§
31
)

各
史
と

も

総

目

.
刊
記
の
一
葉
を
欠
き
、

わ
ず
か
な
が
ら
補
写
葉
あ 

り
。

北
史
卷
三
〇
第
一
◦
葉

裏

に

「
怡
興\

加
重
」

の
朱
牌
号
を
存 

す
。
「青
洲
文
庫
」
(朱

長

方

.
渡
辺
青
洲
)

の
印
記
あ
り
。

刈

谷

市

立

刈

谷

図

書

館

蔵

漢

書

ニ

ニ

冊(
I

)

.
後
漢
書
一
八
冊
(
迎
) 

村
上
忠
順
自
筆
書
入
本

朱
句
点
が
施
さ
れ
、
行
間
、
眉
上
或
は
料
紙
余
白
、
更
に
は
附
簽
に
朱 

墨
筆
で
胡
三
省
、
劉
敫
等
諸
家
よ
り
の
引
抄
、
明
南
監
本
等
諸
本
と
の 

校
合
が
な
さ
れ
広
範
詳
密
な
る
書
入
が
あ
る
。

岩

瀬

文

庫

蔵

後

漢

書

(
欠
首
4

ニ
三
)

一
八
冊
(42
40

)
.
梁

書一

〇 

冊

(
42
3
)

後
漢
書
巻
五
四
—
六
六
は
重
複
。
「
読
書
室\

珍
蔵
記
」
(
朱
長
方
)

の 

印
記
あ
り
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
三
国
志
一
二
冊
合
四
冊
(
G30
5O8
)



後
漢
書
の

総
百

刊
記
葉
を
欠
<
〇

弘
簡
録

続
弘
簡
録
兀

史
類
編
は

*0
第 第 第 第 第 第 第 第 第 ^
ニ ニ ---------- 八 五 一 福
八 二 八 七 四 三 二 〇  一  
八 四 四 二 八 ニ  （3

九 三 九 七 五 三 一 六 一 M  
五 九 九 七 一 九 一 九 九 ^ ^  
冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

五 隋 南 北 陳 南 晋 後 史 8 6  

代 書 史 斉 書 斉 書 漢 記 " ^
史 書 書 書

八 六 六 六 四 八 〇 〇 九  

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

第 ^ 第 第 第 第 第 第

四 〇 七 五 四 一 〇 〇  
〇 〇 八 ニ 〇 ニ

1 I I I I I I I
八 二 八 七 四 三 八 四  
七 一 一  +

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

続 
弘 

簡 
録 

元
史 弘 唐 北 周 魏 梁 宋 三 漢  
類 簡 書 史 書 書 書 書 国 書  
編録  志
一 八 四 一 一 - 一 =

〇 〇 八 四 六 〇 八 〇 二 b  
冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

内
閣以 
文下  
庫の 
蔵 _  

帙 
十は 
七漢 
史書
ニ の

九総 
五目 
冊 .
へ 刊 
i n 記 
1 を 
り 再 

度 
弘改 
簡刻  
録し 
• 誤 
続脱  
弘を 
簡正  
録す  
元 。 
史

改
刻
後
相
当
の
期
間
を
経
て
い
よ
う
。
尚
、
こ
の
時
期
以
降
の
印
本
は
魏 

書
の
総
目
•
刊
記
葉
欠
落
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
十
七
史
三
〇
〇
冊

弘

簡

録

•
続
弘
簡
録
元
史
類
編

一
〇
〇
冊

(
胍
343
)

第
一 

I

ニ
ハ
冊
史
記
一
六
冊 

第
四
七
丨
六
六
冊
後
漢
書
ニ
〇
冊

第
一
七
—

四
六
冊
漢
書
三
〇
冊 

第
六
七
丨
七
八
冊
三
国
志
一
二
冊

第

七

九

—

一
〇
八
冊 

第
一
ニ
九
—

一
三
六
冊 

第

I

四
五
—

一
四
八
冊 

第
一
七
一
一
丁
一
七
九
冊 

第
一
八
七
—

ニ
〇

ニ
冊 

第
二
一
九
—

ニ
四
ニ
冊 

第
二
九
三
—

三

o
〇
冊 

第
三
八
一
—

四
〇
〇
冊

晋
書
三
〇
冊 

南
斉
書
八
冊 

陳
書 

四
冊 

北
斉
書
七
冊 

隋
書
一
六
冊 

北
史
ニ
四
冊 

五
代
史
八
冊

第
一
〇
九
|
1
ニ
八
冊 

第
一
三
七
—

一
四
四
冊 

第
一
四
九
—

一
七
ニ
冊 

第
一
八
〇
|

一

八
六
冊 

第
二
〇

三
丨
ニ
一
八
冊 

第
二
四
三
—

ニ
九
ニ
冊 

第
三〇

一
ー
三
八
〇
冊

宋
窖

梁
書 

魏
書 

周
書 

南
史 

唐
書

ニ
〇
冊 

八
冊 

ニ
四
冊 

七
冊 

一
六
冊 

五
〇
冊

弘
簡
録
八
〇
冊

続
弘
簡
録
元
史
類
編
ニ
〇
冊

弘
簡
録
卷
一
三
六
第
二
一
葉
料
紙
に
「新
安
羅
元
\
泰
号
志
記
」
の
朱 

牌
号
を
存
す
。
ほ
ぼ
全
篇
に
亘
り
朱
墨
青
筆
の
句
点
圏
点
が
施
さ
れ
、
 

眉
上
或
は
行
間
に
朱
墨
両
筆
の
校
語
等
の
書
入
が
あ
る
。

「古
賀
氏\

 

蔵
書
章
」
(朱
長
方
)
の
印
記
あ
り
。

総

目

•
刊
記
の
一
葉
及
び
上
注
表
を
欠
く
。
「
桑
名
」
(朱
円
)
、
「
楽
亭 

文
庫
」c

朱
長
方
)
、
「
立
教
館\

図
書
印
」
(朱
長
方
)
、
「
青
洲
文
庫
」 

(朱
長
方
)
の
印
記
あ
り
。
松
平
定
信
、
渡
辺
青
洲
通
蔵
。

神
宮
文
庫
蔵
三
国
志
一
二
冊
(
五
乙
ニ
ろ1

)

朱
句
点
、
校
字
書
入
。

「宮
崎\

文
庫
」

(朱
方
)
、
「
神
官\

文
庫
」 

(朱
方
)
の
印
記
あ
り
。

同

蔵

晋

書

ニ

四

冊

(
五
こ
ニ
ろ
_
)

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
陳
書
四
冊
合
一
冊
(
G30
72B
)

長
基
連
寄
贈
本 

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
陳
書
四
冊
(懐
徳
堂
)

同

蔵

周

書

八

冊

(懷
徳
堂
)

5

〔
至
乾
隆
末
〕
遁
修
本

乾
隆
後
期
の
印
本
に
な
る
と
板
木
の
破
損
摩
滅
が
更
に
進
み
、
特
に
漫 

漶
の
激
し
い
史
記
.
漢

書

.
三
国
志
•
北
斉
書
の
総
目
.
刊
記
葉
が
改
刻 

補
修
さ
れ
る
。
殊
に
こ
の
補
修
の
結
果
、
三
国
志
に
甚
だ
し
い
誤
脱
が
生 

じ
て
い
る
。
総
目
の
原
板
はr

陳
寿
三
国
志
凡
六
十
五
篇
総
六
十
五
卷
\ 

魏
志
三
十
卷
\

3

3

蜀
志
一
十
五
卷
\
呉
志
二
十
卷\

 

g
f c
裴
松 

之
註
」
と
あ
る
が
、
第
一
行
の
「
凡
六
十
五
篇
」
の
五
字
、
及
び
第
三
行 

の

「
一
」

字
を
脱
し
、
第
二
—
四
行
の
「
志
」
を

「
書
」
に
改
め
、
末
行 

の

「
裴
松
之
」
を

「
裴
_
」
に
誤
る
。
更
に
総
目
裏
葉
の
刊
記
(
271
頁
参 

照
)
に

は

「
有
」
「
如
」
「
花
朝
」
の
四
字
の
脱
落
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
漢 

書
の
総
目
葉
の
原
板
は
「
班
固
前
漢
書
凡
百
篇
総
ー
百
二
十
卷
\
3
町
低
}
 

十
二
帝
紀
一
十
三
卷
\
八
表
一
十
卷
\
十
志
一
十
八
卷
\
七
十
列
伝
七
十 

九
卷
/

^

^ :
顔
師
古
注
」
と
あ
る
が
末
行
の
「
顔
師
古
注
」
の
四
字
が 

欠
落
し
裏
葉
の
刊
記
が
な
い
。
此
の
葉
は
他
の
葉
に
比
し
漫
漶
が
著
し
く



別
に
配
架
さ
れ
て
い
る
が
、
装
訂
、
外
題
、
印
記
等
か
ら
み
て
元
来
は 

一
揃
の
本
で
あ
る
。
周
書
卷
ニ
第
七
葉
料
紙
に
「
永
大
字
号
本
\
廠
精 

選
監
製
」
"
隋
書
卷
七
六
第
ー
四
葉
料
紙
に
「春
和
\
本

廠

.
春
和
」 

の
朱
牌
号
を
存
す
。
史

記

.
晉

書

.
宋

書

•
南

史

.
唐
書
に
は
一
部
眉 

上
等
に
墨
青
両
筆
の
校
語
等
の
書
入
が
あ
る
。

「
元
老
院\

図
書
記
」 

(朱
長
方
)
、
「
日
本\

政
府\

図
書
」
(朱
方
)
の
印
記
。

東

京

大

学

東

洋

文

化

研

究

所

蔵

十

七

史

ニ

九

八

冊

•
弘
簡
録

八0

冊

(
5
1
2
)

.
続
弘
簡
録
元
裹
編
ニ
◦
冊

(g
i
g
)

第
一 

—

ー
六
冊
史
記
ー
六
冊 

第
四
五
—

六
四
冊
後
漢
書
ニ
〇
冊 

第

七

七

—

一O

六

冊

晋

書

三

〇
冊 

第
ニ
一
七
—

ー

三

四

冊

南

斉

書

八

冊
 

第
一
四
三
—

一

四

六

冊

陳

書 

四
冊 

第
一
七
三
—

一
七
八
冊
北
斉
書
六
冊 

第
一
八
五
—
ニ
〇
〇
冊
南
史
一
六
冊 

第
二
ニ
五
—

ニ
四O

冊
隋
書
一
六
冊 

第
二
九
一
ー
ニ
九
八
冊
五
代
史
八
冊

第
一
七

第
六
五

四
四
冊
漢
書
二
八
冊 

七
六
冊
三
国
志
ニ
一
冊

第
一
〇
七
|

ー
ニ
六
冊
宋
書
ニ
〇
冊 

第
二
ニ
五
—

一

四

ニ

冊

梁

書 

八
冊 

第
一
四
七
—

一
七
ニ
冊
魏
書
ニ
六
冊 

第
一
七
九
丨
一
八
四
冊
周
書 

六
冊 

第
二

o
l
—
ニ
ニ
四
冊
北
史
ニ
四
冊 

第
二
四
一
—
ニ
九
〇
冊

唐

書

五

〇
冊

大
木
文
庫
。
史
記
首
六
卷
(
第
一
冊
)
は
配
影
鈔
、
首
に
張
能
鱗
.
侯 

于
唐
両
序
あ
り
。
晋
書
卷
四
七
第
四
葉
.
南
吝
書
卷
八
第
三
葉
•
魏
書 

巻
一
六
上
第
五
葉
.
唐
書
卷
七
三
下
第
一
葉
等
の
料
紙
に
前
記
内
閣
文 

庫
本
と
同
様
の
「春
和\

本

廠

•
春
和
」
、
三
国
志
巻
一
八
第
一
三
葉
.
 

南
史
卷
三
三
第
三
葉
に
「
祥
\
順

.
文
記
本
廠
\
督
造
選
料
\
各
色
名 

紙
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。
一
部
眉
上
或
は
附
簽
に
校
語
等
の
書
入
あ
り
。
 

内
閣
文
庫
蔵
十
七
史
ニ
四
〇
冊

(
282
2
)

第

一
冊
史
記
一
二
冊

第
三
七
—

五
六
冊
後
漢
書
ニ
〇
冊 

第
六
七
—

九

o
冊
晋
書
ニ
四
冊 

第
一
0
七
—

一
二
一
冊
南
斉
書
六
冊 

第
一
一
九
—

ニ
ニ
冊
陳
書 

三
冊 

第
一
因
ニ
—

一
四
五
冊
北
斉
書
四
冊

第
二

一
一

丨
三
六
冊
漢
書
ニ
四
冊 

第
五
七
—

六
六
冊
三
国
志
1
0
冊 

第
九
一
ー

一〇
六
冊
宋
書
ニ
ハ
冊 

第
一
一
三
—

一

一

八

冊

梁

書 

六
冊 

第
二
三
—

一
四
一
冊
魏
書
ニ
〇
冊 

第
一
四
六
—

一
五
〇
冊

周

書
 

五
冊

第
一
五
一
—

ニ

ハ

ニ

冊

南

史 

第
一
八
三
—

一

九

四

冊

隋

書

ニ
冊 

ニ
冊

第
二
三
五
—
ニ
四
〇
册
五
代
史
六
冊

第
一
六
三
—

一
八
ニ
冊
北
史
ニ
〇
冊 

第
一
九
五
—
二
三
四
冊
唐
書
四
〇
冊

弘
簡
録
•
続
弘
簡
録
元
史
類
編
無
し
。
昌
平
坂
学
間
所
本
。
梁
書
卷
五 

第
一
一
•
一
二
葉
、
卷
四
七
第
六
•
八
葉
に
上
述
の
後
漢
書
目
録
第 

七

.
八
葉
と
同
様
の
断
板
誤
刷
が
み
ら
れ
る
。
北
史
の
総
目
.
刊
記
葉 

を
南
史
巻
末
に
誤
綴
。
「
昌
平
坂\

学
問
所
」
(
朱
長
方
)
、
「浅
草
文
庫
」 

(朱
長
方
)
、
「
日
本\

政
府\

図
書
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
十
七
史
三
ニ
〇
冊

(
222
IW
4
)

第
一

ニ
〇
册

第
五
一
ー

七
〇
冊

第
八
三
—

ニ
ニ
冊 

第
一
三
三
—

一
四
ニ
冊 

第
一
五
一
—

一
 

五
四
冊 

第
一
八
五
—

一
九〇

册 

第
一
九
九
—

ニ
ー
八
册 

第
二
三
九
—

ニ
六
ニ
冊 

第
三
一
二
—

三
ニ
〇
冊

史

記

ニ

〇

册 

後
漢
書
ニ
〇
冊 

晋
書
三
0
冊 

南
斉
書
ー
〇
冊 

陳
書 

四
册 

北
斉
書
六
冊 

隋
薔
ニ
0
册 

北
史
ニ
四
冊 

五
代
史
八
冊

第
二

一

丨

五

〇
冊 

第
七 

一
—

八ニ冊
 

第
一
一
三
—

一
三
ニ
冊 

第
一
四
三
—

一
 

五
〇

冊 

第
一
五
五
—

一
八
四
冊 

第
一
九
ー
ー
一
九
八
冊 

第
二
一
九
—

二
三
八
冊 

第
ニ
六
三
丨
三
一
ニ
冊

漢
書
三
〇
冊 

三
国
志
一
二
冊 

宋
害
ニ
〇
冊

梁
書 

魏
書 

周
書 

南
史 

唐
書

八
冊

三
〇
冊 八

冊 

ニ
〇
冊 

五
o
冊

弘
簡
録
•
続
弘
簡
録
元
史
類
編
無
し
。
市
村
文
庫
。
唐

書

•
魏
書
の
ほ 

か
、
梁

書

•
陳

書

•
周
書
の
総
目
•
刊
記
葉
を
欠
く
。
南
斉
書
•
隋
書 

の
総
目
•
刊
記
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
陳
書
•
南
史
の
卷
一
末
に
誤
綴
、
北
史 

卷
五
四
首
葉
料
紙
に
前
記
内
閣
文
庫
本
(
m

l
)
と
同
様
の
「
永
大
字 

号
本
\
廠
精
選
監
製
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。

6

〔清
嘉
慶
間
〕
常
熟
席
氏
掃
葉
山
房
宋
遼
金
元
別
史
附
印
本 

さ
ら
に
後
出
の
印
本
に
な
る
と
弘
簡
録
•
続
弘
簡
録
元
史
類
編
に
替
え 

「
宋
遼
金
元
別
史
」
と
題
し
て
常
熟
席
氏
掃
葉
山
房
校
刊
の
次
の
五
書
が 

附
印
さ
れ
る
。

東
都
事
略
一
三
〇
卷

宋

王

偁

撰

清

席

世

臣

校

清

乾

隆

六

〇

(
一
 

七
九
五
)
年
序
刊



i

書

六

八

卷

明

銭

士

升

撰

許

重

熙

賛

清

席

世

臣

校

清

嘉

慶 

ニ

(
一
七
九
七
)
年
刊

契
丹
国
志
ニ
七
巻
首
月
一
巻
宋
葉
隆
礼
撰
清
席
世
臣
校
清
嘉
慶 

ニ

(
一
七
九
七
)
年
刊

大
金
国
志
四
〇
巻

首

目

一

巻

宋

宇

文

懋

昭

撰

清

席

世

臣

校

清

嘉 

慶

ニ

(
一
七
九
七
)
年
刊

元
史
類
編
四
ニ
巻
首
目
一
巻
附
図
考
清
邵
遠
平
撰
清
席
世
臣
校 

清
乾
隆
六
〇

(
1

七
九
五
)
年
刊

東
都
事
略
首
に
「東

都

事

略

南

宋

書

契

丹

国

志\

大

金

国

志

元 

史
類
編\

宋
遼
金
元
別
史
(大
字
)\
掃
葉
山
房
蔵
板
」
の
封
面
が
あ
り
、
 

こ

の

五
書
は
当
初
は
単
行
書
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
で
あ
ろ
ぅ
が
、
嘉
慶
ニ 

(
一
七
九
七
)
年
以
降
、r

宋
遼
金
元
別
史
」
と
し
て
十
七
史
に
合
編
附
印

(
注
15
)

さ
れ
て
通
行
し
た
。
嘉

慶

三

(
一
七
九
八
)
年
謝
啓
昆
のr

宋
遼
金
元
別 

史
序
」
(
「嘉
慶
三
年
仲
春
之
月\

欽
命
浙
江
承
宣
布
政
使
司
布
政\

使
前 

\

日
講
起
居
注
官
翰
林
院
編
修
南
\
康
謝
啓
昆
序
」
、
初
印
本
に
は
不
載
、
 

静
嘉
堂
文
庫
本
等
後
印
本
に
み
え
る
)
に
、

常
熟
席
君
世
臣
、
博
聞
好
古
、
蔵
書
尤
富
。
嘗
因
其
友
銭
梅
谿
泳
索
余 

西
魏
書
日
、
将
以
翼
正
史
也
。
予
甚
愧
其
意
。

一
日
、
以
所
刻
宋
遼
金 

元
五
書
来
質
於
予
。
東
都
事
略
.
南
宋
書
者
宋
別
史
也
。
契

丹

.
大
金 

両
国
志
者
遼
.
金
之
別
史
也
。
元
史
類
編
者
元
別
史
也
。
其
為
書
或
先 

正
史
、
或
在
史
後
。
要
其
詳
贍
典
則
足
与
正
史
補
苴
参
証
則
一
也
。
予 

以
此
歎
席
君
之
能
識
其
大
矣
。
近
代
刻
書
家
、
毛
氏
最
盛
、
以
経
史
有 

功
、
於
藝
林
甚
鉅
。
今
毛
氏
十
七
史
板
、
席
君
既
購
蔵
之
。
又
将
広
檫 

別
史
開
雕
、
為
諸
正
史
之
附
庸
。
吾
知
掃
葉
山
房
之
名
、
与
汲
古
閣
並

寿
於
世
甚
、
為
席
君
期
之 

一

1
1
g
)

と
あ
り
、
五
書
刊
行
の
事
情
が
知
れ
る
と
と
も
に
、
汲
古
閣
十
七
史
の
刻 

板
が
嘉
慶
初
年
に
は
已
に
席
氏
掃
葉
山
房
に
帰
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

(
注
16
)

で
あ
る
。

校
刊
者
席
世
臣
に
つ
い
て
は
、
嘉

慶

三

(
一
七
九
八
)
年
阮
元
の
「宋 

遼
金
元
別
史
序
」
に
、
「席
君
元
丙
午
同
年
友
也
。

家
多
蔵
書
。

復
属
元 

鈔
録
浙
江
文
瀾
閣
諸
秘
籍
。
択
経
史
子
集
之
佳
者
、
将
以
次
第
付
梓
。
洵 

有
裨
於
儒
林
之
観
覧
也
」(f

g
l
)

と
み
え
る
が
詳
伝
未
詳
。
恐
ら
く
は 

清
初
常
熟
の
蔵
書
家
席
鑑
の
後
裔
で
あ
ろ
う
。
鑑
に
つ
い
て
は
常
昭
合
志 

稿
卷
三
二
人
物
志
1
蔵
書
紀
事
詩
巻
四
等
に
見
え
、
古
書
の
刊
行
も
行 

い

、

そ
の
刊
本
に
は
版
心
に
「
掃
葉
山

房
」
と
題
す
と
。
掃
葉
山

房
は
莫 

友

芝

{S

-I
年
1

^

蠲谓

ニ
ハ
年
£

に
ょ
る
と
「
嘉
道
来
蘇
城 

書
肆
」
(
邵
亭
知
見
伝
本
書
目
巻
四
)
と
。
王

漢

章r

刊
印
総
述
」
(中
国 

近
代
出
版
史
料
ニ
編
上
海
群
聯
出
版
社
一
九
五
四
年
)
張
静
廬
注 

所
引
の
葉
九
如
の
言
に
拠
る
と
、
掃
葉
山

房
の
出
版
は
明
万
暦
年
間
に
遡 

り
、
松
江
の
席
氏
が
毛
氏
汲
古
閣
正
史
等
の
書
板
を
購
得
し
て
後
、
蘇
州 

の
洪
、
謝
、
陸
三
氏
と
共
に
合
資
し
松
江
に
掃
葉
山
房
を
開
設
し
た
。
ほ 

ど
な
く
蘇
州
闓
門
内
に
移
設
さ
れ
、
同
治
年
間
に
は
上
海
彩
衣
街
に
分
店 

を
、
東
唐
家
弄
に
木
版
印
刷
所
を
設
け
た
も
の
と
い
う
。
九
如
の
所
述
に 

は
や
や
曖
昧
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
松
江
席
氏
と
は
恐
ら
く
は
席
世
臣
に 

あ
た
り
、
世
臣
所
営
の
掃
葉
山
房
は
民
国
初
年
、
盛
ん
に
密
行
細
字
の
石 

印
本
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
上
海
掃
葉
山
房
の
祖
体
と
み
て
さ
し

つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

宮

内
庁
書
陵
部
蔵
十
七
史
(
欠
唐
書
卷
一
四
七
—
五
〇
)
三
四
〇
冊

.



宋
遼
金
元
別
史
六
〇
冊
全
四
〇
〇
冊

(
M
18
)

第
一 

丨

ニ

〇

冊 

第
五
一
ー
七
四
冊 

第
八
七
—

一
I

六
冊 

第

一

四

ー

丄

五

〇
冊 

第
一
六
1
 

—

ニ
ハ
六
冊 

第
一
九
七
—

ニ
〇

ニ
冊 

第

二

ニ

ー

ニ

三

〇
冊 

第
二
五
一
—

二
八〇
冊 

第
三
三
一
—

三
四
〇
冊 

第
三
五
八
—

三
七
ニ
冊 

第
三
七
六
—

三
八
〇
冊

史
記
ニ
〇
冊 

後
蒺
書
ニ
四
冊 

晋
書
三
〇
冊 

南
斉
書

I

〇
冊 

陳
書 

六
冊 

北
斉
書
六
冊 

隋
書
ニ
0冊
 

北
史
三

〇

冊
 

五
代
史
一
〇
册 

南
宋
書
一
五
冊 

大
金
国
志
五
冊

第

二

一

ー

五

〇
冊 

第
七
五
—

八
六
冊 

第
一
一
七
—

一
四
◦
冊 

第
一
五
丁
一
六
〇
冊 

第
一
六
七
—

一
九
六
冊 

第
二
〇

三

丄

ニ

〇
冊 

第

二

三

一

丨
ニ
五
◦
冊 

第
二
八

一
—

三
三
〇
冊 

第
三
四 

一
—

三
五
七
冊 

第
三
七
三
—

三
七
五
冊 

第

三

八j
—

四
〇
〇
冊

漢
書
三
〇
冊 

三
国
志
一
二
冊

宋
書 

梁
書 

魏
書 

周
書 

南
史 

唐
書

ニ
四
冊

一
〇
冊 

三
〇
冊 

八
冊 

ニ
〇
冊 

五
〇
冊

東
都
事
略
一
七
冊 

契
丹
国
志
三
冊 

元
史
類
編
ニ
0
冊

同
目
録
に
は
「
二
十
一
史
」
と
し
て
著
録
。
首

に
「
汲

古
閣
毛
氏
刊
本 

\

十
七
史
」
の
封
面
が
あ
る
。

後
出
印
本
に
は
封
面
左
区
画
にr

附
宋 

遼
金
元
」
と
あ
る
が
、
こ
の
本
に
は
な
い
。
同
板
と
み

と

め

ら

れ

、

後
出 

本
は
入
木
に
よ
る
控
改
か
。
唐
書
卷
ニ
ニ
五
下
第
一
一
葉
に
「
元
有
本 

厳
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。
「
桐
亭
\
図
書
」
(朱
方
)
、
「
帝
室\

図
書j  

(朱
方
)
の
印
記
あ
り
。

7

掃
葉
山
房
遞
修
本

掃
葉
山
房
で
は
刻
版
購
求
し
て
後
、
数
次
に
亘
り
断
板
爛
板
の
補
修
を 

重
ね
な
が
ら
、
恐
ら
く
は
嘉
慶
道
光
年
間
を
通
し
て
印
行
を
続
け
て
い 

る
。
以
下
の
諸
本
は
そ
の
遁
修
本
で
漫
漶
葉
が
夥
し
く
繙
読
に
堪
え
な
い 

部
分
が
多
い
。

「
汲
古
閣
毛
氏
刊
本\

十
七
史
\
附
宋
遼
金
元
」

の
封
面
を 

有
し
、
東
都
事
略
首
に
前
掲
本
と
同
板
の
封
面
が
あ
る
が
、r

宋
遼
金
元 

四
史
」
と
題
し
、
「
別
」
字

を

「
四
」
と
改
刻
し
て
い
る
。

神

宮

文

庫

蔵

欠

陳

書

史

記

一

二

冊

(
五
て
ニ
い
腦
)
•
漢
書
ニ
四
冊 

(
同
ろ
1858

)
.
後
漢
書
ニ
〇
冊
(1892
)
.
三
国
志
ー
〇
冊
(
1
)
.
晉
書
ニ 

四

冊

(1940
)
.
宋
書
一
六
冊
(1962
) 

•
南
斉
書
八
冊
(
1992
)
.
梁
書
六
冊 

(
25
.
魏
書
ー
九
冊
(
5
.
北

斉

書

六

冊

2003
)
.
周
書
五
冊
(
1920
>

隋
書
一
二
冊
(
而
)
.
南
史
ー
ニ
冊
(
應
)
.
北
史
ニ
四
冊
(
_
)
.
唐
書 

| 1
1 ?
| 2
1 1
_

1 |
£

発

冊

©

.

五

代

史

大

冊

£0
^

東

都

事
 

略
一
二
冊(

I
)
.

南
宋
書
一
〇
冊

(
|
)
.
契
丹
国
志
ニ
冊
(
|
)
.
大 

金
国
志
四
冊
(
腿
)
•
元
史
類
編
一
六
冊(

I
)

新
た
な
補
刻
の
個
所
は
次
の
各
葉
で
あ
る
。
書
名
下
に
漢
数
字
で
巻
数 

を
、
I
で
結
び
張
数
を
示
す
。

漢

書

八

三

—12
.
13
の

上

半

部

分

、

九

九

下

1

19
.
20 

三

国

志

六

五

—
11
.
12
の

上

部

ニ

字

部

分
 

南

斉

書

ニ

九

1

1

.
2

梁
書
ニ
〇

周
書
三

 

一
—
1
 

の
葉
も
補
刻
)

北
史
六
五
1
1
、
六
六 .

7

、

五

六

|

2 2

(
同
巻
第
二
張
は
補
写
、
更
に
後
出
の
印
本
は
こ

14
、

九

四

—

1

.
22
、

九

六

—

,

唐

書

4
、
八
三
1

1

.
2
、
九
五
—
1

•
 

2
下
方
四

分

の

ー

部

分

、

ニ

ニ

五

下

—

13
.
14 

「
林
崎
文
庫
」
(朱
長
方
)
、
「
桜
山
文
庫
」
(朱
円
)
の
印
記
あ
り
。
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
欠
宋
書
.
梁
書
.
北
斉
書
.
隋

書

•
南

史

.
 

北

史

.
唐

書

•
元
史
類
編
史
記
一
二
冊
合
ニ
冊
(
G30
626
)

.

漢

書

ニ
 

四

冊

合

四

冊(§
625
) 

•
後

漢

書

ニ

〇

冊

合

三

冊

(
§
628
) 

•
三
国
志
一 

〇

冊

(
G30
6OO

) 

•
晉
書
一
一
四
冊
合
六
冊
(

§
613

)
.
南
斉
書
六
冊
合
ニ
冊 

(
1615
) 

•
陳
書
三
冊
合
一
冊
(

§
686
)
.
魏
書
ニ
〇
冊
合
五
冊
(
G30
614
)
. 

周
書
五
冊
合
一
冊
(

§
哪
)
.
五
代
史
六
冊
合
ニ
冊
(

§
643

)
.
東
都
事 

略
一
六
冊
合
四
冊
(

§
684

)
.
南
宋
書
一
六
冊
合
三
冊
(
G30
612
)

.
契

丹
 

国
志
三
冊
合
一
冊
(
ア
ジ
ア
資
料
室
§
7
).

大
金
国
史
五
冊
合
一
冊



息

8
)

次
の
各
葉
が
新
た
に
補
刻
さ
れ
前
掲
神宫

文
庫
本
よ
り
、
や
や
後
の
印 

行
と
み
な
さ
れ
る
。

後

漢

書

目

録

—

5
~
10
.
12
、

-
1
15
、

一
二
1
1
.
2 

陳

書

三

六

1
1
.
2
の
上
三
分
の
一
部
分 

「
克
明
館\

文

庫

印

」
(
緑
長
方
)
、
「
克
明
館
蔵
書
」
(
緑
横
長
方
)
、
「
振 

衣
閣
」
(
朱
長
円
)

の
印
記
あ
り
。

以
下
は
さ
ら
に
後
出
の
印
本
で
、
従
前
よ
り
欠
葉
で
あ
っ
た
張
能
鱗 

「
十
七
史
序
」
が
覆
刻
補
入
さ
れ
て
い
る
。

内

閣

文

庫

蔵

欠

三

国

志

.
五

代

史

.
大
金
国
志
、

史

記

一

二

冊

(
2T9 

10
)

.
漢

書

ニ

四

冊

(

320
5

)

.
後

漢

書
8 |
三

ニ

〇

冊

(
279
64
)

.

晋

書
 

ニ
四
冊
(
S
24
)

.
朱

書

一

六

冊

(

320
25
)

.
南

斉

書| |
六

冊

9
39
>
 

梁

書

六

冊

(
280
46
)
.
陳

書

三

冊

(
捌
50
)
.
魏

書

ニ

〇

冊

(
捌
59
)
. 

北

斉

書

四

冊

(

280
60
)

.

周

書

五

冊

(

B20
21
)

.
隋

書

一

二

冊

(

B20
23
)

. 

南

史

一

二

冊

(

320
27
) 

•
北
史
ニ
四
冊
(
B20
31
)

.
唐

書

四

〇

冊

(

281
5
)
. 

東
都
事
略
ニ
〇
冊

(
286
7
)
.
南

宋

書

一

四

冊

(
286
57
)

.

契

丹

国

志

ニ
 

冊

(
mlo
)
.
元
史
類
編
ニ
〇
冊

(
286
87
)

安

政

丁

已

(
四
年
一
八
五
七
)
新
収
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
。
新
た
に 

補
刻
さ
れ
た
個
処
は
、

張

能

鱗

「
十
七
史
序
」
、
縁
起
1
1

漢

書

目

録

一

'
1
.
2
、

一
 

上
1

1
〜
4
、

一
 

^
-
'
1
.
2
、
七
八

1
9 

.
10

後

漢

書

総

目

刊

記

葉

、
目
録
—

1

•
 

2
、

一
 

上
1
1
〜
3
、

一
 

下

-

14
、

ニ

丨

9

〜12
、

三

1

6

.

7

.

11
.
12
、

四

|13
.
14
、

五 
— 
3~

.8
、
九
1
5
、

一
二一

-
1
.
2
、

ニ
ニ一

i 

•
 

2 
.

ニ

六 
—

1

•  

2
、

二
八
上
1
7
、
二
八H

―

>1

.
2
、

ニ
九
1

1•  

2
、
三
〇
上
1

1•  

2
、
三
七
1

3.

4
、
四
一
1

1

.
2
、
六

七
1

1

.
2
、
七
六
丨
1

•
 

2
、
八
〇
}̂
-
11
〜

八

ー

一
'CM

、

八

三一

>
3
〜
8
、
八
四 
— 
5 

•
 

6
'
A
七 
1

1
.
2

梁

書

四

七

~
~

-
3
*
4 

魏

書

ー

〇

ー

丁

？

10 

周

書

三
 

一
ー
2 

南

史

八
 O

 
^

2̂1
.
22

宋
書
卷
七
九
第
九
葉
、
南
斉
書
卷
九
第
二
五
葉
並
に
陳
書
卷
三
〇
第
六 

葉

料

紙

に

「
仁
泰
\
本

廠

•
琪
」
、
南
史
卷
四
四
末
葉
料
紙
に
「
仁
泰
\ 

本

廠

•
瑞
」

の
朱
牌
号
を
存
す
。

「
昌
平
坂
\
学
間
所
」
(
墨
長
方
)
、
 

「安
政
丁
已
」
、
「
浅
草
文
庫
」
(
朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。

同

蔵

史

記

一

六

冊

(
加
5
)

総

目

.
刊
記
葉
欠
落
。

四
七
1

3

.
4
は
新
雕
補
刻
。

「
黒
川
氏\

図

書
記
」
(朱
長
方
)
、
「大
日
本\

帝
国\

図
書
印
」
(
朱
方
)

の
印
記
あ 

¢
0

同

蔵

欠

.
北

斉

書

.
契

丹

国

志

.
元
史
類
編
、
史

記

一

六

冊

(
279
9
)
. 

漢

書

ニ

四

冊

(
m
57
)
.
後
漢
書
ニ
◦
冊

(
2T9
68
)
.
三
国
志 

一
◦
冊 

(
280
12
) 

•
晉

書

ニ

六

冊

(
B2O
10
) 

•
朱

書

ニ

〇

冊

(
通

32
)
.
南
斉
書
八 

冊

(280
37
) 

•
梁

書

六

冊

(
m
47
)

.
陳

書

三

冊

(

320
16
)
.
魏
書
三
〇 

冊

(280
53
) 

•
周

書

五

冊

(
g
63
)

.
隋

書

一

六

冊

(

280
69
)

.

南

史

ー
 

ニ

冊

(
§
78
) 

•
北

史

ニ

四

冊

(
B2O
30
)
.
唐
書
四
〇
冊

(
S
8
)
.
.

五



代

史

六

冊

(
B20
36

)
.
東

都

事

略

一

六

冊

(
286
1

)
.
南
宋
書
一
〇
冊 

(
286

56
) 

•
大

金

国

志

四

冊

(
286
11

)

明
治
一
二
年
内
務
省
図
書
局
購
求
本
。
新
た
に
加
修
さ
れ
た
個
処
は
、
 

漢

書

一

〇
〇
上
1

13
.
14 

後

漢

書

志

三

〇

|

8

.
9

三

国

志

上

注

表

、
晉
書
本
伝
、

一
i

〜
6 

.
21
.
22
.
25
〜
28
、 

ニ
1

1

.

2
、
三
！

 

2
、
四
.1

5

.
6

ii
g 
点
)、
五
1

~
 

4
、
八一

-
7 •  

8
、

一
一 一

-
5 

•
 

6
、

一
 

五一

-
1
• 

2
、

一
八一

.
 

1

•
 

2
、

j 

九

—

1

〜

4 

三

五

—

1

•  

2■
三

：；：

1

5 •  

6
、
 

五
一
 
T

7
.
8
、
五
三
1

.

2
 
(
醒! |
、

五

六

1

.

2
II

点
)
 

五
八
1

3

〜
8

、

六
一
1
5 

•
 

6
、

六
四
—

1

•  

2
、

六
五
丨

V

12

晉

書

ニ

七

1

9
 

.10
、

四

八

—

1

〜

4

、

五

四

1

1

• 

2

、

一 

〇
 

三

丨

17
、

一

一
 

四
 

~

*

3
 

〜

12
、

一

二〇

 
I
 

7
 

• 

0
〇
、

一

二

三一

. 

1

*

2

、

一

二

七

—

1
 

* 

2

梁

書

ニ

ニ

1
2
〜
13
、
五
六
—

3
~
22
(
22
は
再
度
改
刻
) 

魏

書

三

一

-
5
.
6
、
九 

一一

i
 

•
 

2 

周

書

四

ニ

1
5
〜
12 

南

史

七

〇

|

17
~
20

唐

書

九

五

~

〜
6
、

一
 

四
三
-
1
*
2
、

一
八
ニ一

-
1
〜
4
、

一
九
〇
1
5
、
ニ
ー
五
上
—

19
.
20
、
ニ
ー
五
下
|
1
、

ニ
ー
六 

下
1
1
〜
4
、

ニ
ニ
五
下
1

13
.
14
(
再
度
改
刻
)

史
記
卷
四
ニ
第
七
丁
及
び
北
史
卷
五
五
第
一
丁
料
紙
に
前
掲
同
文
庫
蔵 

南

史

(
820
27
)
と

同

様

の

「
仁
泰
\
本

廠

•
瑞J

の
朱
牌
号
を
存
す
。

「
明
治
十
二
年
購
求
」

(
朱
長
方
)
、

「
大
日
本\

帝
国\

図
書
印
」

(
朱 

方
)
、

「
農
商
\
務
省\

図
書
」

(朱
方
、
消
印
)
、

「
大
政
官
\
文
庫
」 

(朱
方
)
、
「
殿
春\

館
記
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

静

嘉

堂

文

庫
蔵
十
七
史
附
旧
五
代
史
.
宋
遼
金
元
四
史
.
明
史
四
ニ
ニ 

冊

(
甲
六
)

第
一 

ー 

I

四
冊
史
記
一
四
冊 

第
三
九
丨
五
八
冊
後
漢
書
ニ
〇
冊 

第
七

I  

—

九
六
冊
晋
書
ニ
六
冊 

第
一
一
三
—

ニ
ー
〇
冊
南
奔
書
八
冊 

第
一
ニ
九
—

一

三

ニ

冊

陳

書 

四
冊 

第
一
五
一
—

一
五
四
冊
北
斉
書
四
冊 

第
一
六
 

一
—

一

七

四

冊

i
 

一
四
冊 

第
一
八
九
—
ニ
ニ
一
冊
北
史
ニ
四
冊 

第
二
五
三
—
ニ
五
八
冊
五
代
史
六
冊 

第
ニ
七
五
丨
ニ
八
四
冊
東
都
事
略
5
冊 

第
二
九
三
—

ニ

九

四

冊

契

丹

国

志

ニ

冊 

第
二
九
九
—

三
一
〇
冊
元
史
類
緬
一
一
一
冊

第

I

五

I

三
八
冊
漢
書
ニ
四
冊 

第
五
九
—

七
〇
冊
三
国
志
ニ
ー
冊 

第
九
七
—

一
一
ニ
冊
宋
窖
一
六
冊 

第
二
ニ
ー
ニ
ー
八
冊
梁
書 

八
冊 

第
一
三
三
—

一

五

〇

册

魏
軎

一

八

冊
 

第
一
五
五
—

一
六
◦
冊

周

書
 

六
冊 

第
一
七
五
丨
|八
八
冊
南
史
一
四
冊 

第
二
一
三
—
ニ
五
ニ
册
唐
書
四
〇
册 

第
二
五
九
—

ニ

七

四

冊

旧

五

代

史I

六
冊 

第
二
八
五
—
ニ
九
ニ
冊
南
宋
書
八
冊 

第
二
九
五
丨
ニ
九
八
冊
大
金
国
志
四
冊 

第
三 
一
一
—
四
ニ
ニ
冊
明
史

一
一

ニ
冊

席
氏
掃
葉
山
房
校
刊
の

r

宋
遼
金
元
四
史
」
に
加
え
同
じ
く
掃
葉
山
房 

士
裔
慶
元
年
利
の
「
旧
五
代
史
」
及

び

「
明
史
」
を
附
し
ー
括
ー
揃
と
な 

つ
て
い
る
。
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
本
帙
が
汲
古
閣
刊
十
七
史
の 

合
刊
本
と
し
て
は
最
も
後
出
の
も
の
で
あ
り
、
補
刻
改
修
の
個
所
が
更 

に
増
加
し
て
い
る
。
新
た
に
補
刻
さ
れ
た
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。 

史

記

九

丨
7

•

8

漢

書

七

八

1

7

.
8
、
九
七
上
1

17
〜
20 

後

漢

書

目

録15
-
~
-18
、

三

—

1

~
4'
. 

9 

.
10
、

五

1

1
 

晉

書

ニ

七

1
9
.
10
、
四
八
1
1
~
4
、

ー
ー
四
|
3
~
12
、

一
 

ニ
〇
|

7

.
8 

(
以
上
再
度
改
刻
)
、

一
三
〇
丨
1'0 

宋

書

八

八

1

1

.
2

梁

書

ニ

ニ

1
1
、
三
ニ
ー
1

•
 

2

、

四

八

1

1

.

2-
.
5.'
t

8;



魏

書

総

目

刊

記

葉

、

一
〇

七
下
1

19
.
20 

北

斉

書

三
1

5

.
6

、
四
1

14
、
四
〇
1
1
、

四
四
1

3

.
4

、 

四
五
丨
1

•  

2
、

四
八
1

1

.
2 

周

書

四

〇

1
7
〜
四
ー
ー
8

、

五

〇

一

-
9
 

.
10 

南

史

三

七

—

1

.
2
、
六
四
丨
11
.
12
、
六
五
—

1

.
2
、
七
一 

• 
0
0 

• 

4
*

北
史
九
八

1

1

.
2

.
7

.
8

唐

書

七

四

上

1
1
"
七
五
上
1

1.

2
、
七
八
1

1

.
2
、
八
〇 

i
 

.
 

2 

.
14
、

八

ニ
 
1
1
.
2
、
八
八 
—

1

、

九

九

1
C-
10

I 
o

八一

'

1
.
2

、

一
一 
o ―
'

1
.
2

、

ニ
ー

一

-

1
.
2

、

一

一
三
1

1

.
2
V 

ー

ニ

ニ

—19
、

ー
四
七
1
1
.
2
、

ー
六
九
| 

9 
\ 

一
七
0
—
*
1
• 

2
、

一
七 

一
—

*
3

 

•
 

4 
V 

一
七
六
—
*
1
*
2 

一
八
八
1

13
、

一
九
〇
1

1

.
2

.
9
Y 

ニ
ー
五
下
1
2
、

ニ
ー 

六
下
—
9 
.
10
、

ニ
ニ
五
下
|

13
.
14
(
再
度
改
刻
)

「福
山\

文
庫
」
(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

同

蔵

晉

書

ニ

四

冊

(
40

37
)

竹
添
井
々
旧
蔵
。
前
掲
本
ょ
り
も
更
に
後
出
の
本
で
、
新
た
に
加
修
さ 

れ
た
と
こ
ろ
は
、

三
|
16

、

八

111
.
12
、

ニ

〇

丨19
、

三

三

—

2

~

5

、

三

五

1

5
 

三
八
—

2
、
五
ニ
1
3
、

五
五
1

18

、
八
三
—
6

、
八
六
1

9
 

.
15 

九

一

|
7
、
九
五
丨
25
、
九
八
|
7
、

ー
〇
ー
丨
3
、

一
ー
ー
丨
7 

一

二

ニ

—

3

 

(
再
度
改
刻
)
、

一
一
九
1

2

.
3

、

一
二
九 
—

8 

全
帙
に
亘
り
朱
句
点
圏
点
朱
引
が
施
さ
れ
、
行
間
及
び
眉
上
に
朱
の
校 

語
書
入
が
あ
る
。

一
部
に
墨
筆
で
玉
篇
等
に
依
る
音
義
注
を
標
記
。
処

々
に
次
の
丁
已
年
(
安
政
四
年
ヵ
)
ょ
り
明
治
六
年
に
亘
る
校
読
識
語 

が
あ
る
。

丁
已
五
月
廿
七
日 

龍

門

学

人

信

猷

(巻
三
六
末
)

丁
已
五
月
甘
八
日
加
朱
了 

龍
門
学
士 

(
巻
三
七
末
)

丁
已
閏
五
月
朔
一
見 

龍

門

学

人

猷

(
巻
四
〇
末
)

丁
已
閏
五
月
朔
一
見
了 

龍
門
学
士 

(巻
四
一
)

丁
已
閏
月
二
日
夜
ー
閲 

龍

門

学

士

猷

(巻
四
ニ
末
)

丁
已
閏
月
四
日
夜
一
見 

龍

門

学

士

猷

(巻
四
三
末
)

丁
已
閏
月
五
日
加
朱
了 

龍
門
学
士 

(
巻
四
四
末
)

文
久
紀
元
歳
次
辛
酉
秋
八
月
据
伝
経
廬
手
校
本
校
正
畢
\
并
一
読
了 

桂

舟

藤

安

利

識

(巻
六
九
末
)

文
久
ニ
歳
次
庚
戌
(
壬
戌
の
誤
)
仲

春

初

七

校

正

一

過

安

利

(
印
) 

(巻
七
五
末
)

壬
戌
晩
夏
旬
日
据
竹
逕
師
手
沢
本
校
正
ー
完
安
利
識
(
巻
九
ニ
末
) 

元
治
元
甲
子
八
月
管
祀
日
点
読
(
巻
三
末
)

甲
子
冬
九
月
句
読
一
過
利
識
(
巻
九
末
)

甲
子
十
月
校
点
了
藤
利
識
(
巻
一
二
末
)

慶
應
三
歳
次
丁
卯
清
秋
念
ニ
於
間
徴
葯
室\

拠
于
海
保
竹
逕
手
校
本 

校

正

畢

併

加

圓

点

安

利

識

(
巻
三
七
末
)

慶
應
三
歳
次
丁
卯
桂
月
念
四
日
於
間
徽
葯
室
拠
于
伝
経
廬
手
沢
本\

 

校
正
一
過
時
秋
霖
蕭
々
殆
読
書
之
好
時
節
也
桂
舟
藤
安
利
識
(
巻 

四
ニ
末
)

慶
應
三
歳
在
丁
卯
秋
西
灝
念
陸
於
間
徴药

室
拠
于
伝
経
廬
手
校
本
校 

\

正
一
過
并
与
管
夏
繁
君
橘
隆
庵
君
依
于
明
万
歴
版
嘉
靖
版
対
読



了
藤
安
利
仁
卿
氏
(
巻
四
七
末
)

慶
應
三
歳
次
丁
卯
秋
八
月
晦
据
于
伝
経
廬
手
校
本
以
加
句
逗
桂
舟
藤 

安

利

(
巻
五
ニ
末
)

慶
應
三
歳
在
丁
卯
晚
秋
初
三
於
長
者
街
間
徽
書
屋
据
明
万
暦
及
嘉
靖 

刻
本
校
合
\
以
朱
筆
加
同
異
其
上
下
方
且
点
於
句
逗
了 

桂
舟 

藤

安

利

識

(
巻
五
八
末
)

明
治
五
壬
*
歳
晩
秋\
念
八
於
間
徴
斎
以
朱
筆
安
利
一
読
(
巻
一
八 

末
)

明

治

六

酉

年

二

月

旬

六

読

過

桂

舟

藤

利

識

(巻
ニ
七
)

明
治
六
癸
酉
年
二
月
以
朱
毫
点
読
了
桂
舟
藤
安
利
識
(
巻
三
一
末
)

明
治
六
癸
酉
年
三
月
旬
有
肆
日
於
間
徴
斎
以
朱
毫
一
読
畢
安
利
識 

(
卷
九
九
末
)

明
治
六
癸
酉
年
三
月
念
五
日
以
朱
筆
点
読
畢
桂
舟
藤
利
(
卷

ー

〇 

五
末
)

明
治
六
年
四
月
十
一
日
七
日
以
朱
毫
於
間
徴
斎
一
読
了
安
利
(
巻
一 

ニ

ニ

末

)

明
治
六
年
五
月
旬
ー
於
間
徴
斎
ー
読
華
藤
利
記
(
卷

ニ

ニ

末

)

明
治
六
酉
年
仲
夏
念
肆
於
間
徴
斎
以
朱
毫
点
読
訖
安
利
識
(
巻
一
三 

〇
末
)

「
青
山
氏\

蔵
書
印
」
(朱
長
方
)
、
「
松
方\

文
庫
」
(
朱
方
)

の
印
記
。

〇
覆
刻
並
翻
刻
本
所
謂
汲
古
閣
本
十
七
史 

8
古
呉
書
業
趙
氏
覆
汲
古
閣
刊
本

邵
亭
知
見
伝
本
書
目
巻
四
に
「
翻
刻
汲
古
閣
十
七
史
有
書
業
堂
及
掃
葉

山
房
ニ
本
、
以
書
業
趙
氏
本
為
勝
」
と
み
え
、
早
く
よ
り
書
業
堂
刊
本
の 

存
在
す
る
こ

と

は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
従
来
蔵
書
目
録
の
大
半
が
精
確
な 

記
述
を
欠
く
為
も
あ
っ
て
、
そ
の
所
在
を
確
認
報
告
さ
れ
た
例
を
見
な 

い
。
我
国
の
見
存
本
も
僅
少
で
、
管
見
の
限
り
で
は
次
の
ニ
本
を
確
め
得 

た
に
止
ま
る
。
書
業
堂
の
名
は
書
林
清
話
卷
九
呉
門
書
坊
之
盛
衰
に
も 

「
闐
門
書
業
堂
」
と
見
え
、
「
時
闐
門
書
業
堂
、
新
翻
汲
古
閣
十
三
経
」
と 

付
注
が
あ
る
。
莫

友

芝

はr

嘉
道
来
蘇
城
書
肆
」
と
。

国

会

図

書

館

蔵

史

記

二

一

冊

合

六

冊

(
152
13
) 

•
漢
書
ニ
四
冊
合
一
ニ 

冊

(169
34
)

.

後

漢

書

一

六

冊

合

八

冊

(

160
38
)

.

三

国

志

八

冊

合

四

冊
 

(
152
14
)

.

晋

書

ニ

四

冊

合

一

ニ

研

B

31
)

.
宋

書

二

一

冊

合

六

冊

(

169 

38
) 

•
南

斉

書

六

冊

合

三

冊

(

169
32
)

.

梁

書

六

冊

合

三

冊

(

168
60
)
. 

陳
書
三
冊
合
一
冊
(
16H
59
)

.
魏

書

ニ

〇

冊

合

一

〇

冊

(

176
22
) 

•
北

斉
 

書

四

冊

合

ニ

冊

(

169
36
)

.

周

書

五

冊

合

ニ

冊

(

168
58
)

.

隋

書

一

二

冊
 

合

六

冊

(
14T
4

)

.
南

史

一

二

冊

合

六

冊

(

169
47
)

.

北

史

ニ

〇

衝

合

一
 

〇

冊

(152
12
)

.

唐

書

三

ニ

冊

合

一

六

冊

(

m
42
)

.

五

代

史

八

冊

合

三

(
注
17
)

冊

(
m
41
)
.
旧
五
代
史
一
六
冊
合
八
冊
(
m
40
) 

•
弘
簡
録
六
四
冊
合 

三
〇
冊

(
m
39
)

.
続

弘

簡

録

元

史

類

編

一

六

冊

合

八

冊

(

172
18
)

.

明

(
注
18
)

史

九

六

冊

合

四

八

冊

(

175
53
)

薄

茶

色

表

紙

(
ニ
七
•
七
X

一
七
.
五
醒
)
。
「帝
国
図
書
館
」
と
空
押
の 

あ
る
肌
色
厚
表
紙
で
ほ
ぼ
ニ
冊
を
一
冊
に
合
綴
。
各
冊
元
表
紙
右
肩
に 

「
二
十
ニ
史
\
合
四
百
十
六
冊
」

と
墨
書
さ
れ
た
小
紙
片
を
貼
付
。

封 

面

「
汲
古
閣
十\

七
史

I I
麵1

J

と
、
各
史
首
に
は
書
名
の
み
の
封
面 

或
は
書
扉
を
有
す
。
首
に
張
能
鱗
、
侯
于
唐
の
ニ
序
が
あ
る
が
銭
謙
益 

の
序
は
な
い
。
以

下

「
重
鐫
十
三
経
十
七
史
縁
起
」
、
史
記
総
目
.
刊
記
、



r

史
記
目
録
」

と
続
く
。
十
七
史
各
史
の
巻
頭
題
署
程
式
、
版
式
行
款 

は
汲
古
閣
刊
本
に
俲
ぅ
が
、
し
ば
し
ば
尾
題
を
欠
き
、
巻
首
の
小
木
記 

が
墨
釘
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
等
手
抜
き
の
個
所
が
目
に
つ
く
。
左
右 

双

辺

(
ニ
ー
X

一
四
.五
粳
)
。

r

史
記
目
録
」
首
行
下
方
に
「古
呉
書 

業
\
趙
氏
重
鐫
」
の
小
木
記
が
あ
り
、
こ
の
木
記
は
両
漢
書
.
宋
書
を 

除
く
各
史
の
卷
頭
題
或
は
尾
題
下
に
も
散
見
す
る
。
原

刻

の

「
琴
川
毛 

鳳
苞
\
氏
審
定
宋
本
」
の
小
木
記
は
住
々
省
刻
さ
れ
ま
た
史
記
卷
一 

九

.
南
斉
書
卷
三
.
四

.
五
一
巻
首
等
両
木
記
を
並
び
刻
す
る
と
こ
ろ 

も
あ
る
。
附
印
の
弘
簡
録
及
び
続
弘
簡
録
元
史
類
編
は
康
熙
中
継
善
堂 

刊
遁
修
本
で
、
瀾
板
が
多
く
所
々
補
修
改
刻
の
葉
が
あ
り
、
そ
の
印
行 

は

「
弘
」
字
を
欠
筆
す
る
前
掲
5
乾
隆
印
本
よ
り
相
当
下
る
も
の
と
認 

め
ら
れ
る
。
両
書
の
刻
板
は
恐
ら
く
は
嘉
慶
頃
、
継
善
堂
よ
り
趙
氏
に 

移
り
、
新
雕
の
十
七
史
に
付
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

旧
五
代
史 

(覆
席
氏
掃
葉
山
房
校
刊
本
)
•
明
史
に
つ
い
て
は
印
行
当
初
か
ら
合
印 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

「
平
城
明
教
館\

蔵 

書
印
」
(朱
長
方
)
の
印
記
あ
り
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
欠
三
国
志
史
記
大
ニ
〇
冊

(
3B2-I
20
)
. 

漢
書
三
〇
冊

(BB4
10

)
.
後
漢
書
ニ
〇
冊
(384
16

)
.
晋
書
三
ニ
冊
(834 

30
) 

•
宋
書
一
八
冊
(
BB4
32
) 

•
南
斉
書
ー
〇
冊

(
3B4
38
)
.
梁
書
八
冊 

(
334
42
)
.
陳
書
四
冊
(
334
46
) 

•
魏
書
一
一
四
冊
(
BB4
50
)
.
北
斉
書
六
冊 

(
33i
50
)
.
周
書
八
冊
(
334
58
)
.
隋
書
ニ
〇
冊

(
334
m
)
.
南

史

ニ

〇

冊
 

(
3B4
60
) 

•
北
史
ニ
四
冊
(
334
66
) 

•
唐
書
四
〇
冊

(规

§
)
.
五
代
史
八 

冊

(
335
12
)
.
旧
五
代
史
一
六
冊
(
335

18
)

9

〔清
〕
刊
両
漢
書

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
漢
書
ニ
四
冊
(
G3
57
) 

•
後
漢
書
ニ
四
冊
(
G30 

58
)

薄
茶
色
表
紙
(
ニ
四
•六
>
<
ー
六
ニ喱

)
。

双
辺
元
題
簽
「
漢

書

(
後 

漢
書
)
」
を
存
す
。
封

面

「
琴
川
毛
氏
訂
正
\
前
後
漢
書\

汲
古
閣 

蔵
板
」
と
。
首
目
以
下
巻
頭
題
署
程
式
、
版
式
行
款
は
並
に
汲
古
閣
刊 

本
に
倣
ぅ
。
辺
欄內

辺
縦
ニ
ー
こ
一
樋
、
横 

一
^

^
11
。

た

だ

各

巻

首
 

末
の
版
心
題
を
「
汲
古
閣
とg

g
l
」

「
汲
古
閣|g

g
|

前
漢
幾
」
等
と
し 

後
漢
書
各
巻
末
に
「
琴
川
毛
^P

\

氏
審
定
宋
本
」
■の
小
木
記
が
無
い 

な
ど
の
小
異
が
あ
る
。
料

紙

にr

羅
亦
云
号
」
の
朱
牌
号
を
存
す
。
刊 

時
は
明
確
に
し
難
い
が
、
弘

•
寧
字
等
清
諱
を
避
け
て
い
な
い
と
こ
ろ 

か
ら
或
は
康
熙
雍
正
頃
の
刊
本
か
。
封

面

に

「
汲
古
閣
蔵
板
」
と
あ
る 

が
、
汲
古
閣
刊
本
と
は
全
葉
明
ら
か
に
異
板
で
、
字
様
も
不
整
斉
で
あ 

る
。

一
部
朱
青
筆
の
句
点
書
入
あ
り
。
「
青
洲
文
庫
」
(朱
長
方
)
の
印 

記
。

10
局

刻

二

十

四

史

同

治

三

(
一
八
六
四
)
年
七
月
、
両
江
総
督
曾
国
藩
は
江
寧
を
陥
し
太 

平
天
国
を
滅
す
と
市
街
荒
廃
し
経
籍
の
蕩
然
た
る
を
ぅ
れ
え
、
江
寧
鉄
作 

坊

に

(
同

治

七

〈
一
八
六
八
〉

年
治
城
山
飛
雲
閣
に
移
設
)

金
陵
書
局 

(
後
江
南
官
書
局
、
国
学
書
局
と
称
す
)
を
、
揚
州
に
淮
南
書
局
を
開
設 

し
た
。
以
後
各
省
官
署
に
相
継
い
で
書
局
が
開
か
れ
る
。
浙
江
杭
州
の
浙 

江

書

局

(
同

治

六

〈
一
八
六
七
〉
年
、
馬
端
敏
開
局
、
武
林
蔵
書
録
卷
上 

に
見
ゆ
)
、
江
蘇
蘇
州
の
江
蘇
書
局
、
湖
北
武
昌
の
崇
文
書
局
、
湖
南
長 

沙
の
思
賢
書
局
、
山
東
済
南
の
山
東
書
局
、
広
東
広
州
の
広
雅
書
局
、
江 

西
南
昌
の
江
西
書
局
、
四
川
成
都
の
存
古
書
局
等
で
、
そ
こ
の
刊
行
書
は



局
本
或
は
書
局
板
と
言
わ
れ
、
校
勘
の
精
審
な
こ
と
で
定
評
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
ぅ
ち
金
陵
書
局
、
淮
南
書
局
、
浙
江
書
局
"
崇
文
書
局
、
江
蘇
書
局 

の
五
書
局
に
よ
り
同
治
八
(
一
八
六
九
)
年

か

ら

光

緒

四

(
一
八
七
八
) 

年
に
か
け
て
二
十
四
史
が
刊
行
さ
れ
た
。
金
陵
書
局
は
史
記
.
漢

書

.
後 

漢

書

.
三

国

志

•
晉

書

•
宋

書

.
南

斉

書

•
梁

書

.
陳

書

.
魏

書

•
北
斉 

書

•
周

書

.
南

史

.
北
史
を
、
淮
南
書
局
が
隋
書
を
、
浙
江
書
局
が
旧
唐 

書

•
唐

書

•
宋
史
を
、
崇
文
書
局
が
旧
五
代
史
•
五

代

史

.
明
史
を
、
江 

蘇
書
局
が
遼
史
•
遼

史

拾

遺

.
金

史

.
元
史
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
校
刊
し
て 

い
る
。
こ
の
二
十
四
史
の
ぅ
ち
十
七
史
は
汲
古
閣
刊
本
に
拠
っ
て
翻
刻
さ 

れ
、
清
末
以
降
、
武
英
殿
版
系
統
の
諸
翻
刻
影
印
本
と
共
に
通
行
流
布
し 

た
も
の
で
あ
る
。

各
史
首
に
書
名
の
み
を
刻
し
た
書
扉
が
あ
り
そ
の
裏
に
次
の
木
記
を
有 

す
。

史

記

「
光
緒
四
年
冬
日\

金
陵
書
局
印
行
」

漢

書

「
同
治
八
年
九
月\

金
陵
書
局
刊
」

後
漢
書
「
同
治
八
年
九
月\

金
陵
書
局
校
刊
」

三
国
志
「
同
治
九
年
五
月\

金
陵
書
局
印
行
」

晉

書

「
同
治
十
年
十
一
月\

金
陵
書
局
印
行
」

宋

書

「
同
治
十
弍
年
冬
十\

月
金
陵
書
局
印
行
」

南
斉
書
「
同
治
十
三
年
冬\

金
陵
書
局
印
行
」

梁

書

「
同
治
十
三
年
冬\

金
陵
書
局
印
行
」

陳

書

「
同
治
十
弍
年
冬
十\

月
金
陵
書
局
印
行
」

魏

書

「
同
治
十t

f

年
冬
十\

月
金
陵
書
局
印
行
」

北
斉
書
「
同
治
十
三
年
冬\

金
陵
書
局
印
行
」

周

書

「
同
治
十
三
年
冬\

金
陵
書
局
印
行
」

隋

書

「
同
治
辛
未
四
月
\
淮
南
書
局
刊
成
」

南

史

「
同
治
十
弍
年
冬
十\

月
金
陵
書
局
印
行
」

北

史

「
同
治
十1f

年
冬
十\

月
金
陵
書
局
印
行
」

唐

書

「
同
治
十
二
年
二
月
\
浙
江
書
局
校
菜
」

五
代
史
「
同
治
十
一
年
湖
北
\
崇
文
書
局
重
雕
」

ま
た
、
史
記
、
漢
書
、
後
漢
書
、
三
国
志
、
晉
書
、
宋
書
、
南
斉
書
、
 

梁
書
、
陳
書
、
魏
書
、
北
斉
書
、
周
書
、
南
史
、
北
史
の
各
史
各
卷
末
尾 

題

下

に

「
金
陵
書
局
仿
\
汲
古
閣
本
刊J

、

隋
書
の
目
録
及
び
各
巻
尾
題
後 

の
校
記
末
に
は
「
揚
州
書
局
仿
\
汲
古
閣
本
刊
」

の
長
方
木
記
が
あ
る
。 

序
目
、
巻
頭
題
署
程
式
、
尾
題
、
版
式
行
格
版
心
等
は
す
べ
て
汲
古
閣
刊 

本
に
倣
ぅ
。
た
だ
し
五
代
史
だ
け
は
、
版
心
上
象
鼻
に
書
名
が
刻
さ
れ
汲 

古
閣
刊
本
と
異
な
る
。
ま
た
史
記
首
の
銭
謙
益
、
張
能
鱗
、
侯
于
唐
の
序 

並

に

毛

晉

の

「
重
鐫
十
三
経
十
七
史
縁
起
」
は
省
か
れ
、
総
目
裏
葉
の
直 

行
刊
記
及
び
各
巻
首
或
は
巻
末
原
有
の
小
木
記
は
な
い
。
晉
書
首
に
貞
観 

二
十

年

閏

二

月

のr

修
晉
書
詔
」
、

末
に
唐
何
超
の
音
義
三
巻
が
附
刻
さ 

れ
、
隋
書
各
巻
末
に
清
薛
寿
等
の
考
異
が
附
さ
れ
、
こ
の
ニ
書
は
汲
古
閣 

刊
本
と
は
体
例
を
や
や
異
に
す
る
。
南
斉
書
末
の
牒
文
後
に
小
字
双
行
で 

「
同

治

癸

酉

(
十
二
年
)
以
明\

南
北
両
雍
本
校
」
と
あ
り
、
こ
の
二
十 

四
史
所
収
の
十
七
史
は
、
南
斉
書
以
外
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
汲 

古
閣
刊
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
明
南
北
監
本
等
諸
本
と
の
対
校
を
経
た

も
の
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

東

京

大

学

東

洋

文

化

研

究

所

蔵

三

六

六

冊

(
史

g
l
lo
)

光
緒
五
(
一
 

八
七
九
)
年
一
〇
月
淮
南
書
局
集
成
本
。



首

の

書

扉

に

「
二

十

四

史

(
大
字
篆
文)

\

埘

遼
金
元
三
史
国
語
解 

遼
史
拾
遺\

光
緒
五
年
十
月
淮
南
書
局
集
成
」
と
。
そ

の

裏

葉

に

「
甘 

四
史
書
笥
之
図
」
を
刷
印
。r

徐
則
\
恂
印
」
(
白
方
)
、
「
祀
芾
\
講
執 

\

息
馬\
論
道
」
(
白
方
)

の
印
記
あ
り
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
六
三
〇
冊

(
史

1
1
7

)

光

緒

五(一

 

八
七
九
)
年
正
月
湖
北
書
局
集
成
本

首

の

扉

にr

一
一
十
四
史
」
と
題
署
、
裏

葉

に

「
光
緒
五
年
正
月\

湖
北 

書
局
集
成
」

の
木
記
が
あ
る
。

次

に

「
二
十
四
史
総
目
」

(
第
二
行
低 

十

二

格

にr

仿
毛
氏
汲
古
閣
本
」
と
)
が
あ
る
。

11
局

刻

二

十

四

史

後

修

本

前
掲
の
ニ
本
は
装
訂
精
美
印
面
光
潔
な
る
早
印
の
大
帙
で
あ
る
が
、
こ 

の
よ
ぅ
な
早
印
本
は
稀
少
で
現
存
本
の
ほ
と
ん
ど
は

漢

書

.
後

漢

書

.
三 

国
史
の
三
史
を
原
刻
の
覆
刻
本
で
補
配
し
た
後
刷
本
で
あ
る
。

こ
の
覆
刻 

は

光

緒

一

三

(
一
八
八
七
)
年
に
な
さ
れ
刊
行
者
は
原
刻
と
同
じ
く
金
陵 

書
局
で
、

両

漢

書

の

扉

裏

に

「
光
緒
丁
亥
季
冬\

金
陵
書
局
重
刊
」
、

三 

国

志

に

は

「
光
緒
十
三
年
冬\

江
南
書
局
重
刊
」

の
木
記
が
あ
る
。
金
陵 

書
局
は
江
南
書
局
と
も
称
し
た
。

12
嶺

東

使

署

校

刊

後

漢

書

伝
本
少
な
く
管
見
に
入
っ
た
の
は
次
の
一
本
の
み
で
あ
る
。

京

都

大

学

人

文

科

学

研

究

所

蔵

一

六

冊

(
中
江
文
庫
)

書
名
の
み
を
篆
文
で
題
署
せ
る
扉
を
有
し
、
首

に

総

目

及

び

「
後
漢
書 

目
録
」
が
あ
る
。
本
文
巻
頭
及
び
尾
題
の
題
署
程
式
、
行
格
版
心
等
は 

並
に
汲
古
閣
刊
本
に
同
じ
。
各
巻
末
尾
題
の
大
題
と
小
題
の
間
にr

韓 

江
書
局
仿
/
汲
古
閣
本
刊
」
、
扉

裏

に

「
同
治
癸
酉
(
一
二
年
)
仲
秋\

嶺
東
使
署
校
刊
」

の
木
記
を
有
す
。

13
—

16
点

石

斎

石

印

本

中
国
に
お
い
て
初
め
て
石
印
本
の
出
版
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
上
海
の
点 

石
斎
よ
り
光
緒
八
(
一
八
八
ニ
)
年
に
史
記
が
、
同
ニ
〇

(
一
八
九
四
) 

年
に
前
後
漢
書
並
に
三
国
志
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
四
史
は
、

い
ず
れ
も 

汲
古
閣
刊
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
行
格
版
式
は
大
き
く
異
な
っ
て
い 

る
。史

記

中

四

冊

子

持

框

題

簽

に

r

史
記
」
と
題
書
、
書
名
の
み
を
題 

し
た
書
扉
を
有
し
、

(
他
の
三
史
も
同
様
)

次

に

「
司
馬
遷
史
記
目

録

」 

r

史
記
集
解
序
」

(
隔

卅

四

格

にr

裴

絪

」
)

が
あ
り
序
末
に
直
接
し 

「
五
帝
本
紀
第
一
(
小
題
下
に
小
字
双
行
注
あ
り
、
卅
三
格
を
隔
て
)
史 

記
一
」
と
小
題
を
上
に
大
題
を
下
に
配
す
。
尾

題

はr

史
記
幾
」
と
大
題 

の
み
。

四

周

単

辺

(
一
四
•
一一 X

一
 

〇
|1
)

有
界
廿
ニ
行
五
〇
字

、

注
小 

字
双
行
。
版
心
、
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
上

象

鼻

にr

史
記
」
中
縫
に
卷
数
及 

び
小
題
を
刻
し
下
象
鼻
に
丁
付
あ
り
。
扉

ぅ

ら

に

「
光
緒
八
年
孟
冬\

上 

海
点
石
斎
仿
\
汲
古
閣
本
縮
印
」

の
木
記
が
あ
り
、
そ
の
左
框
外
に
「
申

報
館
申
昌
書
画
室
発
兌
」
と
あ
る
。
点
右
斎
は
申
報
館
附
設
の
印
刷
所
で

(
注
19
)

あ
る
。

漢

書

中

八

冊

子

持

框

題

簽

に

「
漢
書 

1
j

と

(
後

漢

書

•
三
国 

志
も
同
様
)
。
扉

の

次

に

「
班
固
前
漢
書
目
録
」
(
下

方

に

「
顔
師
古
注
」
)
、
 

及

び

「
漢
書
叙
例
」

が
あ
る
。

本

文

首

は

「
高

帝

紀

第

一

上

(
小
字
双 

行
注
を
附
し
下
方
に
)
漢
書
一
上
」
と
題
し
次
行
低
一
四
格
に
「
正

議
 

大夫行秘書少監琅邪県開国子顔師
 

古
撰
」
と
。
尾
題
は
大
題
の
み
。
四

周

単

辺

(
一
六
.
三
>
<
ー
ー
.
ー
ー
滙
)
、



有
界
廿
ニ
行
五
◦
字
、
注
小
字
双
行
、
行
七
四
字
。
版
心
様
式
は
史
記
に 

俲
う
が
、
下

象

鼻

に

「
仿
汲
古
閣
本\

点
石
斎
校
印
」
と

(
後

漢

書

•
三 

国
志
も
同
様
)
。

扉

裏

に

「光
緒
甲
午
夏
卯
月\

上
海
点
石
斎
石
印
」

の 

木

記

(
後

漢

書

.
三
国
志
も
同
様
)
を
有
す
。

後

漢

書

中

六

冊

題

簽

は

漢

書

に

倣

う

。
書

扉

に

続

き

r

范
曄
後
漢 

書
目
録
」
(
下

方

に

「
唐
章
懐
太
子
賢
注
」
)
が
あ
り
、
第
六
冊
続
漢
志
首 

に
梁
郯
令
劉
昭
の
「
注
補
続
漢
書
八
志
序
」
及

び

「
司
馬
彪
続
漢
書
八
志 

目
録
」
が
あ
る
。
本

文

首

は

「
光
武

帝

紀

第

一

上

(
隔
卅
八
格
)
後
漢
書 

一上」次
行
低
卅
五
格
に
「唐

章

懷

太

子

賢

注

」と、続 

志

首

は

「
律

暦

志

上
律

準
候
気 

続

漢

志
一

」

次

行

下

方

に

「
梁 

劉

昭

注

補

」
と
題
す
。
四
周
単
辺
(
ー
六
>
<
ー
ー
.
ニ
|1
)
、
行
格
、
 

版
心
は
漢
書
に
倣
う
。
本
版
の
巻
立
は
汲
古
閣
刊
本
と
同
じ
く
志
三
〇
卷 

を
独
立
さ

せ

て

い
る
が
大
題
を
続
漢
志
と
す
る
と
こ
ろ
は
異
な
る
。

三

国

志

中

四

冊

題

簽

.
扉

は

漢

書

.
後
漢
書
に
倣
う
。
首

に

「
上 

三
国
志
注
表
」
及

び

「
陳
寿
三
国
志
目
録
」
(
下

方

に

「
裴
松
之
注
」
)
が 

あ
る
。
本

文

首

は

「
魏

書

一

(
隔
四
三
格
)
三
国
志
」
と
題
す
。
四
周
単 

辺

(
一
六
X

一
一 

糖
)
、
行
格
、
版
心
は
前
後
漢
書
に
倣
う
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
来
た
如
く
、
明

崇

損

一

七

(
一
六
四
四
)
年
に
毛
晉
に
よ
り 

校
刊
さ
れ
た
十
七
史
は
、
清
初
よ
り
清
後
期
に
亘
る
ほ
ぼ
二
百
年
の
間
に 

累
々
と
し
て
印
行
を
重
ね
内
外
に
通
行
流
布
し
た
。
清
前
期
に
於
て
は
明 

南
北
監
本
を
陵
駕
し
、
乾
隆
初
年
武
英
殿
版
が
公
刊
さ
れ
て
以
後
も
、
弘 

通
の
度
合
は
衰
え
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
に
版
木
の
傷

み
が
進
行
し
乾
隆
後
期
頃
の
印
本
に
な

る

と

殆
ど
初
印
本
の
清
麗
さ
は
失

な
わ
れ
、
席
氏
掃
葉
山
房
が
そ
の
刻
板
を
購
求
し
て
後
は
"
嘉
慶
以
後
数

次
に
亘
っ
て
加
修
補
刻
が
繰
返
さ
れ
た
。
加
修
さ
れ
る
一
方
で
原
板
の
損

傷
は
加
速
的
に
進
み
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
(
甲
6
)
等
の
如
き
は
印
面
潰
敗

し
繙
読
に
耐
え
得
な
い
程
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
い
つ
頃
ま
で
刷
印

さ
れ
た
も
の
か
断
定
し
得
る
資
料
を
持
ち
合
せ
な
い
が
、
恐
ら
く
は
汲
古

閣
刊
本
を
採
用
し
て
同
治
光
緒
間
に
五
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
二
十
四
史

発
刊
の
直
前
に
ま
で
及
ん
だ
で
あ
ろ
ぅ
。

我
国
へ
の
伝
来
は
、
舶
載
書
目
に
拠
る
と
正
徳
ニ
年
(S

熙
五
一
年 

(
注
20
)

一
七
一
二
)
四
番
船
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
恐
ら
く
は
そ
れ
よ
り
以
前
"
寛 

文

延

宝

頃

(
清
康
熙
前
期
頃
)
に
は
己
に
舶
載
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い 

で
あ
ろ
ぅ
。

蓬

左

文

庫

蔵

本

(
169
1

)

•
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
等
は
、
清
順 

治

一

三

(
一
六
五
六
)
年
補
修
完
了
後
間
も
な
い
清
康
熙
初
め
頃
を
下
ら 

な
い
早
印
本
と
み
な
し
得
る
。
正
徳
ニ
年
四
番
船
に
引
き
続
き
、
同
三
年 

甘

六

番

船

(
舶
載
書
目
、
部
数
不
明
、

一
部
力
)
、

同
四
年
第
一
番
南
京 

船
に
よ
る
二
部
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
以
来
、
寛

延

三

年

(
清
乾
隆
ー
五

(
注
12
)

年
一
七
五
〇
)
に
五
部
、

宝

暦

四

年

(
清
乾
隆
一
九
年
一
七
五
四
)

に 

(
注
12
) 

(
注12
)

二
部
、
同
一
◦
年

(
清
乾
隆
ニ
五
年
一
七
六
〇
)
に

一

部

(
以
上
は
弘
簡

録

.
続
弘
簡
録
元
史
類
編
合
編
本
)
が
、
さ
ら
に
寛
政
一
二
年
(
清
嘉
慶

(
注
15
)

五
年
一
八
〇
〇
)
に
一
部
、

文

化

元

年

(
清
嘉
慶
九
年
一
八
〇

四
)

に 

(
注
22
) 

(
注23
)

三
部
、
天

保

一

五

年

(
清
道
光
一
一
四
年
一
八
四
四
)
に
三
部
、
嘉
永
ニ
年

(
注
24
)

(
清
道
光
二
九
年
一
八
四
九
)
に
四
部
、

同

五

年

(
清
咸
豊
ニ
年
一
八
五 

(
注
25
) 

„  

,  

ニ
)
に

一

部

(
以
上
は
宋
遼
金
元
別
史
合
編
本
)

の
計
一
一
四
部
の
舶
載
の



記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
実
数
は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
江
戸
中
期
ょ
り
幕
末
に
か
け
て
我
国
で
の
流
通
の
様
相
を
傍
証
す

る
に
足
る
。

注

1

魏
沖
、
字
は
叔
子
、
或
は
道
用
。
魏
浣
初
の
弟
。
明
馮
舒
編
、
懐 

旧
集
卷
上
に
小
伝
並
に
詩
詞
十
首
を
載
録
。
ま
た
清
呉
山
嘉
、
復
社
姓 

氏
伝
略
卷
ニ
に
略
伝
あ
り
。

注

2

銭
謙
益
に
つ
い
て
は
吉
川
幸
次
郎
「
銭
謙
益
と
東
林
1
政
客
と
し 

て
の
銭
謙
益
—
」

(
日

本

中

国

学

会

報

第

十

一

集

一

九

五

九

年

)
、
 

「
居
士
と
し
て
の
銭
謙
益
—
銭
謙
益
と
仏
教
—
」
(福
井
博
士
頌
寿
記
念 

東

洋

思

想

論

集

一

九

六

〇
年
)
、
「
銭
謙
益
と
清
朝
『
経
学
』
」
(
京
都 

大
学
文
学
部
研
究
紀
要
第
九
一
九
六
五
年
)

の
一
連
の
論
考
が
あ
る 

(
い
ず
れ
も
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
十
六
巻
所
収
)
。

尚

、

羅

炳

綿

「
清 

初
銭
毛
諸
蔵
書
家
与
学
風
考J  

(新
亜
学
術

年

刊

第

六

期

一

九

六

四 

年
、
清

代

学

術

論

集

台

北

食

貨

出

版

社

一

九

七

八

年

に

転

載

) 

に
銭
謙
益
の
目
録
学
並
に
毛
晉
と
の
交
遊
に
つ
い
て
の
詳
論
が
あ
る
。

注
3

曝
書
亭
集
卷
七
九
厳
孺
人
墓
誌
銘
に
「
天
啓
崇
補
間
、
屢
試
于
郷 

不
利
、
兵
後
遂
高
蹈
不
出
」
と
。

注
4

周
栄
起
、
暴
書
雑
記
巻
下
に
周
栄
起
手
鈔
鉄
網
珊
瑚
末
の
厳
元
照 

手

跋

を

引

き

「
国
初
江
陰
周
硯
農
手
録
本
。
硯
農
名
栄
起
、
館
於
毛
子 

晉
家
。

子
晉
所
刻
書
籍
、

硯
農
為
之
校
正
。
」
と
、

ま
た
増
訂
四
庫
簡 

明
目
録
標
注
芸
術
類
鉄
網
珊
瑚
条
下
に
も
同
内
容
の
一
文
が
見
え
る
。

注
5

劉
臣
、

汲

古

閣

書

跋

(
上

海

古

典

文

学

出

版

社

一

九

五

八 

年
)
附
編
所
収
の
杜
ェ
部
集
条
下
に
「
先
君
昔
年
以
ー
編
授
晟
日
、
此

杜
エ
部
集
乃
王
原
叔
洙
本
也
。
余
借
得
宋
板
命
蒼
頭
劉
臣
影
写
之
。
其 

筆
雖
不
エ
、
然
従
宋
本
鈔
出
者
云
云
」
と
。

注
6

曝
書IdiHi

卷
七
九
厳
孺
人
墓
誌
銘
に
も
「
翁

(
毛
晉
)
従
游
銭
尚 

書
謙
益
之
門
、
勤
学
嗜
古
博
覧
典
籍
、
謂
経
術
必
本
漠
唐
、
庶
窮
源
得 

以
津
逮
、
乃
于
崇
禎
元
年
開
梁
棘
之
局
、
発
雕
経
十
三
史
十
七
于
所
居 

汲
古
閣
下
」
と
。

注
7

顧
夢
麟
と
毛
晉
と
の
交
誼
に
関
し
て
は
、

「
桑
海
以
後
、

断
跡
城 

市
、
客
授
汲
古
毛
氏
、
与
孝
廉
陳
瑚
挙
白
鹿
洞
規
行
之
、
暁
筆
暮
詩
、

一
写
性
真
、
不
仮
粉
墨
。
」
(
南
雷
文
約
卷
ニ
顧
麟
士
先
生
墓
誌
銘
)
、
 

「
客
常
熟
汲
古
閣
毛
氏
、
有
坐
子
晋
汲
古
閣
斌
詩
三
首
」
(
織
簾
居
詩
巻 

二
)
と
見
え
る
。

但
し
、

織
簾
居
詩
は
伝
本
極
め
て
少
な
く
筆
者
未 

見
。
朱谈

、
明

季

南

応

社

考

(
国
立
北
京
大
学
国
学
季
菜
第
二
巻
第
三 

号

.一
九
三
〇
年
)

の
引
用
に
拠
る
。

注
8

史

記

索

隠

三

〇

卷

唐

司

馬

貞

撰

明

毛

晉

校

〔
明
崇
補
〕
刊 

(
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
)

注
9
 

五

代

史

補

五

卷

附

五

代

史

闕

文

一

巻

宋

陶

岳

撰

(闕
文
)

宋
王 

禹

俏

撰

明

毛

晋

校

明

末

刊

(
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
)

注

10
弘
簡
録
ニ
五
四
卷
首
目
ー
卷
続
弘
簡
録
元
史
類
編
四
ニ
卷
首
目
ー 

巻

明

邵

経

邦

撰

清

邵

遠

平

校

(続
)

清

邵

遠

平

撰

清

康

熙 

刊

(
継
善
堂
)

又

〔
清
乾
隆
〕
修

(
継
善
堂
)

注

11
現
存
本
か
ら
み
て
も
こ
の
ニ
十
一
史
の
通
行
は
瞭
然
で
あ
る
が
、
 

享
保
三
年
七
月
大
意
書
草
稿
(
大

庭

脩

g
fcp
l
g唐
船
持
渡
書
の
研
究 

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
一
九
六
七
年
)

の

「
二
十
一
史J

の
条



に

「
右
ハ
先
年
ヨ
リ
渡
リ
来
候
万
曆
板
全
書
ノ
二
十
一
史
ニ
テ
近
年
渡 

リ
来
候
十
七
史
ニ
弘
簡
録
ヲ
加
テ
二
十
一
史
ト
題
シ
候
書
ニ
テ
ハ
無
御 

座
候
少
染
汚
ア
リ
」
と
み
え
、
弘
簡
録
を
付
印
せ
る
十
七
史
が
遅
く
と 

も
享
保
初
年
に
は
唐
土
よ
り
舶
載
さ
れ
流
通
し
て
い
た
こ
と
が

明
瞭
で 

あ
る
。
享
保
三
年
は
清
康
熙
五
七
(
一
七
一
八
)
年
に
当
る
。

注

12
こ
の
乾
隆
印
正
続
弘
簡
録
合
編
十
七
史
は
江
戸
後
期
以
後
舶
来
さ 

れ
流
通
し
た
。
寛
延
三
年
午
七
番
船
同
九
番
船
同
拾
番
船
書
物
覚
書 

(
同
上
、

並

「
舶
載
書
目
」

第
三
九
冊

)

に

「二
十
一
史
五
部
四
十 

套
四
百
本\

右
ハ
十
七
史
ニ
唐
ヨ
リ
元
マ
テ
ノ
略
史
弘
簡
録
ヲ
附
シ
来 

リ
候
書
ニ
テ
二
十
一
史
ノ
全
書
ニ
テ
ハ
御
座
ナ

ク

候
」
と
、
宝
暦
四
年 

舶
来
書
籍
大
意
書
戍
番
外
船
(
同
上
)
に

「
二

十

ー

史

武
部
各
四
十 

套

四

百

本

内| 1
^

5
/\+
551
右

ハ

十

七

史

ー

ー

弘

簡

録

ヲ

合

セ

ニ

十

ー
 

史
ト
称
シ
申
候
フ
汲
古
閣
蔵
版
ノ
書
ニ
テ
御
座
候
」
と
、
宝
暦
十
年
辰 

春
番
唐
船
持
渡
商
売
書
物
目
録
并
大
意
書
(
同
上
)

に

「
二
十
一
史 

.卞

セ

史S
S

醜1
S

有

部

匹

千

套

西

百

本

—

—

土

ハ

張

」
と
み
え
、
近 

藤
重
蔵
(

I S
—A
1て
<
T
A -fc
一一
d r
)
正
斎
書
籍
考
卷
三
に

S

来
西
土 
ノ
書 

林
十
七
史
ニ
弘
簡
録
諸
書
ヲ
附
シ
テ
廿
一
史
ニ
易
ル
モ
ノ
ア
リ
外
套
或 

ハ
直
チ
ニ
廿
一
史
ト
書
ス
ル
ア
リ
」

と
、
寛
延
三
年
は
清
乾
隆
ー
五 

(
一
七
五
〇
)
年

、

宝
暦
四
年
は
乾
隆
一
九
(
一
七
五
四
)

年
、

十
年 

は

乾

隆

ニ

五

(
一
七
六
〇
)
年
に
当
る
。

注

13
乾
隆
三
十
四
年
六
月
丙
辰
の
上
論
「
銭
謙
益
本
ー
有
才
無
行
之 

人
。
在
前
明
時
、
身
臍
嫵
仕
、
及
本
朝
定
鼎
之
初
、
率
先
投
順
、
斿
陟 

列
卿
。
大
節
有
虧
、
実
不
足
歯
於
人
類
。
朕
従
前
序
沈
徳
潜
所
選
国
朝 

詩
別
裁
集
、
曾
明
斥
銭
謙
益
等
之
非
、
黜
其
詩
不
録
。
実
為
千
古
立
綱

常
名
教
之
大
閑
。
彼
時
未
経
見
其
全
集
、
尚
以
為
其
詩
自
在
、
聴
之
可 

也
。
今
閲
其
所
著
初
学
集
.
有
学
集
、
荒
誕
背
謬
、
其
中
詆
謗
本
朝
之 

処
不
一
而
足
。
夫
銭
謙
益
果
終
為
明
臣
守
死
不
変
、
即
以
筆
墨
騰
謗
、 

尚
在
情
理
之
中
。
而
伊
既
為
本
朝
臣
僕
、
豈
得
復
以
従
前
狂
吠
之
語
刊 

入
集
中
。
其
意
不
過
欲
借
此
以
掩
其
失
節
之
羞
、
尤
為
可
鄙
可
恥
。
銭 

謙
益
業
已
身
死
骨
朽
、
姑
免
追
究
。
但
此
等
書
籍
棒
理
犯
義
、
豈
可
聴 

其
流
伝
、
必
当
早
為
銷
燬
。
著
各
該
督
撫
等
将
初
学
有
学
ニ
集
於
所
属 

書
肆
及
蔵
書
之
家
、
論
令
緻
出
、
彙
杳
送
京
。
至
於
村
塾
郷
愚
、
僻
処 

山
陬
荒
谷
者
、
並
著
広
為
出
示
明
切
暁
諭
。
定
限
ニ
年
之
内
、
俾
令
尽 

行
繳
出
、
母
使
稍
有
存
留
。
銭
謙
益
籍
隸
江
南
、
其
書
板
必
当
尚
存
。
 

且
別
省
或
有
翻
刻
印
售
者
。
俱
著
該
督
撫
等
即
将
全
板
儘
数
査
出
、

一
 

併
送
京
、
勿
令
留
遺
片

簡

云

云

」

(
大
清
高
宗
純
皇
帝
実
録
卷
八
三
六
)

注

14
乾
隆
二
十
六
年
十
一
月
庚
子
の
上
諭
に
「
沈
徳
潛
来
京
、
進
所
選 

国
朝
詩
別
裁
集
、
求
為
題
辞
。
披
閲
巻
首
、
即
冠
以
銭
謙
益
。
伊
在
前 

明
、
曾
任
大
僚
、
復
仕
国
朝
、
人
品
尚
何
足
論
。
即
以
詩
言
、
任
其
還 

之
明
末
可
耳
、
何
得
引
為
開
代
詩
人
之
首
云
云
」
(
大
清
高
宗
純
皇
帝
実 

録
卷
六
四
八
)

注

15
我
国
へ
は
寛
政
ー
ニ
年
即
ち
清
嘉
慶
五
(
ー
八
〇
〇
)
年
に
逸
速 

く
宋
遼
金
元
別
史
合
編
十
七
史
が
一
部
舶
載
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
十
二 

年
申
一
番
船
齋
来
書
目
(
g
iip
l
sft
唐
船
持
渡
書
の
研
究
収
)
に

「
廿
一 

史

十

七

史

宋

遼

金

元

別

史

合

編

一

部

四

十

套

」
と
記
録
さ
れ
、
以 

後
、
文

化

元

年

(
清
嘉
慶
九
年
一
八
〇

四
)
子
六
番
船
改
済
書
籍
目
録 

に
三
部
、
天

保

十

五

年

(
清
道
光
二
四
年
一
八
四
四
)
辰
武
番
割
落
札 

帳
に
三
部
、
嘉

永

ニ

年

(
清
道
光
二
九
年
一
八
四
九
)
酉
三
番
船
書
籍



元
帳
に
三
部
、
同

五

年

(
清
咸
豊
ニ
年
一
八
五
ニ
)
子

ニ

.
三

.
四

.
 

五
番
船
書
籍
元
帳
に
一
部
が
み
え
、
江
戸
後
期
よ
り
幕
末
に
か
け
て
し 

ば
し
ば
将
来
さ
れ
て
い
る
。

注

16
陶
湘
は
、
「康
熙
間
板
已
四
散
経
史
両
部
帰
蘇
州
席
氏
掃
葉
山
房
」 

(
明
毛
氏
汲
古
閣
刻
書
目
録
)

と
言
ぅ
が
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
未 

詳
。

注

17
旧
五
代
史
ー
五
〇
卷
目
録
ニ
卷
附
玫
証
宋
薛
居
正
等
奉
敕
撰 

〔清
永
培
等
〕
校

〔清
〕
刊

(
〔蘇
州
趙
氏
書
業
堂
〕
)

覆
清
嘉
慶
元 

(
一
七
九
六
)
年
掃
葉
山
房
刊
本

注

18
明

史

三

三

ニ

卷

目

録

四

卷

清

張

廷

玉

等

奉

敕

撰

〔清
〕
刊
修 

(
〔蘇
州
趙
氏
書
業
堂
〕
)

注

19
戈

公

振

外

資

経

営

的

中

文

報

刊

(
中
国
近
代
出
版
史
料
初
編 

上

海

中

華

書

局

一

九

五

七

年

)
参
照
。
点
石
斎
石
印
書
局
は
英
国 

人

F
.  

M
a
j
o
r

の
開
設
に
な
る
。F
.  

M
a
j
o
r

は
初
め
兄
と
共
に
茶
販 

業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
経
営
振
わ
ず
廃
業
の
余
儀
な
き
に
い
た
り
、
 

陳
莘
庚
の
勧
め
に
従
い
新
聞
発
行
の
事
業
に
ふ
み
き
り
、

同
治
一
一 

(
一
八
七
ニ
)

年
三
月
二
三
日
、

申
報
を
発
刊
す
る
に
及
ん
だ
。

申
報 

出
版
に
よ
っ
て
得
た
厚
利
を
資
金
と
し
て
、
点
石
斎
石
印
書
局
、
図
書 

集
成
鉛
印
書
局
、
申
昌
書
局
、
燧
昌
火
柴
廠
等
を
添
設
経
営
し
た
。
点 

石
斎
は
初
め
主
に
書
画
譜
録
類
を
印
行
し
、
呉

友

如

•
金
蟾
香
等
の
画 

家
の
執
筆
に
な
る
点
石
斎
画
報
は
最
初
期
の
画
報
出
版
と
し
て
有
名
で 

あ
る
。
後
に
は
康
熙
字
典
、
南
巡
盛
典
、
万
寿
盛
典
等
書
籍
の
出
版
を 

も
行
う
よ
う
に
な
る
。

注

20
商

舶

載

来

書

目

正

徳

ニ

壬

辰

年

に

「
十

七

史

一

部

三

百

二

十 

本
」
と
。

注

21
正

徳

四

年

第

ー

番

南

京

船

齋

来

書

目

「
十

七

史

一

部

二

十

四 

套
二
百
十
本
、
十
七
史
一
部
三
十
ニ
套
二
百
十
三
本
」

四
0'
目

注

22
文

化

元

年

子

六

番

船

改

済

書

籍

目

録

「
ニ

十

ー

史

7£+
|

* *
|

|

金 

三
部
各
三
十
套
」

注

23
天

保

十

五

年

辰

武

番

割

落

札

帳

「
廿
ニ
史
十
七
史
四
朝
別
史
付

四
拾
堂
六
冊

三
部
\
杳

貫

八

百

三

十

匁

松

の

や

\
舂

貫

五

百

五

十

匁

三

枝

\
春

八
冊
物

貫

三

百

九

十

匁

長

ヲ

力

」

\
百
目

注

24
嘉

永

ニ

年

酉

三

番

船

書

籍

元

帳

「
一
汲
古
閣
廿
ニ
史

〇
三
部
各
三
十
六
套
」

嘉
永
ニ
年
酉
六
番
船
書
籍
元
帳 

ニ
包
」

六
百
八
拾
目

「

一

汲
古
閣
廿
ニ
史
〇
一
部
四
十

注

25
嘉
永
五
年
子
ニ
.
三

.
四

.
五

番

船

書

籍

元

帳

「
一

廿

一

史 

四
朝
別
史
附
〇

一
部
四
十
套
」

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
は
ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
金
に
よ
る
「
国
書
並
び 

に
漢
籍
総
目
録
の
編
纂
」

の
た
め
の
調
査
結
果
の
一
端
と
し
て
発
表
す 

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
本
調
査
に
際 

し
て
、
多
大
な
る
御
高
配
を
賜
っ
た
蓬
左
文
庫
を
は
じ
め
公
私
の
諸
図 

書
館
文
庫
の
方
々
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。


